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七人の武器屋
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　今野隼史
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　パート１・孤こ軍ぐん奮ふん闘とうの少年







　世の中、自分勝手な奴やつが多すぎる。


　そして、いつだって正直な人間は損そんをするような仕組みになっている──つくづくそう思う。


　思いながらオレは、慣なれないセールストークに全身全ぜん霊れいを傾かたむけていた。


「だから……このアイスサーベルは、使い手によほど技ぎ量りようが無いと使いこなせないんスよ」


　オレはあくまで冷静に、ありのままの情じよう報ほうを提てい供きようした。が。


「何だぁ？　おいチビ。つまりお前は、俺おれが大した技量も無い、ザコのドラゴンキラーだと言いてぇのか？　それとも単に喧けん嘩か売ってるだけか？　あ？」


　青せい銅どうの兜かぶとをかぶった無駄にプライドの高そうなオッサンは、説明を聞いた途と端たん、顔を真っ赤にしてオレに詰つめ寄よってくる。


　何な故ぜだ……？　何故オレがありのままの説明をした途端、客はいつも不ふ機き嫌げんになるのだ？


　時じ刻こくは夕ゆう暮ぐれ時。


　日が沈しずみ始め、辺りは──サンク・マリカ大だい聖せい堂どう前の広場は、影かげに包まれ始めている。


　つい先ほどまでたくさんあった人影も、いつの間にか帰るべき家に向かったのか、広場にはオレとオッサンの姿すがたしか無い。つまり、オレ一人の力で、怒おこった客をなだめるしかないって事だ……。


　できるだけ穏おん便びんに済ませる事を心に決め、オレは営えい業ぎようを再さい開かいする。


「そうじゃなくて。お客さんには、もう少しふさわしい武ぶ器きがあるって事っス。これとかオススメですけど」


　言ってオレは、敷しき物ものに並ならべていた一本の剣を掲かかげた。


「なんだこの剣。あんま見た事ねぇけど……これがオススメなんか？」


　少しだけ機嫌を直し、喰くいついて来るオッサン。


　ここが勝負どころ……オレはできる限かぎりの、最大級のセールストークを展てん開かいした。


「ええ。これは剣けん魚ぎよの剣って言って、軽くて丈じよう夫ぶなんス。だから技量が無くて、さほど大したレベルじゃないドラゴンキラーでも十分使えるし」


「ってオイ！　結局テメェ、俺の事二流だって言ってるじゃねぇか！」


「ま、まさか。お客さんは二流じゃないスよ。冷静に、客観的に判はん断だんして、恐おそらく、三流のポジションにいる筈はずで、」


「っかぁ腹はら立つわぁぁ！　二度と来るかぁこんなボロ屋！」


　ガッッ！　敷物の上に並べていた武器を蹴けり上げた後、オッサンは大おお股また歩きでオレの前から去っていった。


　クソ……ありのままを言っただけなのに。


　一言多かったか？　もしくは言葉が足らなかったか……？　やはりオレには、人と対話する技ぎ術じゆつが、圧あつ倒とう的に不足している……。


「つくづく修しゆ行ぎよう不足だ……オレ」


　言いつつオレは、少し沈しずんだ気分のまま、とりあえず蹴られて散らばった剣を一人で回かい収しゆう、黙もく々もくと綺き麗れいに並べなおす。


「……ふう」


　思わずため息がこぼれた。


　確たしかに一人で接せつ客きやくしているこの状じよう況きようは、コミュニケーション能のう力りよくが足りないオレには、自分を鍛きたえなおすちょうどいい機会かもしれない。


　それでも……ずっと一人で店番というのは、いくらなんでも過か酷こく過すぎないだろうか？


「一体何時間遅ち刻こくしたら気が済すむんだ、あの三人は……!?」


　冬の夕暮れ。オレの呟つぶやきは風の中に消えた。





　　　　※




　一体、何から話せばいいのだろう……？


　恐らくマーガス辺りなら、ペラペラ自分の事を語り始めるんだろうが……オレは正直、そんなに自分の事を話すのが得意じゃない。


　それでもよければ、オレがどういう人間で、何を考えているのか聞いて欲ほしい。





　オレの名前はケンジ・ムラマサ。性せいがムラマサ、名がケンジ。歳としは一三、来月一四。


　一四年前、『サンク・マリカ大聖堂』があるくらいで、他ほかにはなんの変へん哲てつも無い街『フラン』の、一番街かい道どうの鍛か冶じ屋を営いとなむ家に生まれた。


　物心がついた頃ころには鍛冶屋修行をスタートさせ、それから学校にも通わず工こう房ぼうの中で一年間を過すごす、偏かたよった人生を送る。


　けれど、とある理由（後で嫌いやでも分かると思う）をきっかけに、木もく造ぞう建けん築ちく武器屋『エクス・ガリバー』のオーナーに立りつ候こう補ほする事になり、今もそのまま武器屋オーナーとして働いている。


　髪かみは短く刈かった茶ちや髪ぱつ。スネた目つきをしているとよく言われるが、別に自分の容よう姿しにそれほど興きよう味みは無い。性せい格かくは素す直なおじゃないとか生意気とか、人にはよくそう言われる。オレだって、好きで素直じゃない性格をやってる訳わけじゃないし、オレ自身、将しよう来らい的にはもう少し素直な性格になる予定……だ。


　けど現げん状じよう、やはりオレは、あまりコミュニケーションが得意じゃない人間に分類されてしまうと思う……。





　今語った話だけでも、十分オレが面おも白しろみの無い人間だという事が知れてしまったと思うけど……対照的に、一いつ緒しよに武器屋エクス・ガリバー（通つう称しようエクス）のオーナーに就しゆう任にんした連中は、個こ性せい的な人間ばかり揃そろっているので、紹しよう介かいしておきたい。





　障しよう害がい物ぶつを薙なぎ払はらい、二○億ドルク貯ちよ金きんのため爆ばく走そうし続ける女子、イッコ姉さん。一八歳さい。


　話術、ジャンケン術はワールドレベルの実力者。つるっぱげの青年ジャン。一六歳。


　料理、洗せん濯たく、掃そう除じは、やはりワールドレベルの実力者。ノン姉さん。一八歳。


　巨きよ体たいを活いかした腕わん力りよくと、モップ捌さばきは超ちよう一流。味のある男、ドノヴァンさん。一七歳。


　自分の容姿を極きよく限げんまで効こう果か的に使いこなす、分身できる看かん板ばん娘むすめ、ミニィさん。一六歳。


　そして、手先が器用な以外、あらゆる能力が並なみ。


　にもかかわらず、何な故ぜか行動が周囲の人間の心を動かしたりする、凄すごいのか凄くないのか良く分からない男、マーガス。一六歳。





　この六人とオレは、エクス・ガリバーに七人全員でオーナーとして就任した。


　オレにとってこの連中は、少し年上とは言え──初めての仲間。いや、もっと恥はずかしく言うと、この六人は、オレにとって生まれて初めてできた友達みたいなものだった。


　あっちはどう思っているか知らないが、オレは、生まれて初めての友達なのに、いきなり悪くない……魅み力りよくある人間に巡めぐりあえたと思ってる。


　……当然、そんな恥ずかしい事は、死んでもあの連中に言わないが。





　しかし、そんなオレ達だったが、いまも七人全員仲良くエクス・ガリバーで働いているかというと、そうでもない。


　一一ヶ月前──


　己おのれの夢ゆめの為ため、一秒でも早く二○億ドルク貯ためる必要があると、イッコ姉さんが大金を稼かせげる職しよく業ぎようドラゴンキラーに転職を決意。


　そして時を同じくして、伝説的なレンジャーに素そ質しつが認みとめられたマーガスが、海の向こうの名門レンジャースクールへ、留りゆう学がくする事を決めてしまった。


　オレ達は戸と惑まどったし、いきなり店から抜ぬけてしまう二人の事を、勝手だとも感じた。


　しかし、自分の頭で悩なやみぬき、自分が進むべき道を見つけ出した二人が、間ま違ちがった事をしているとも到とう底てい思えない。


　最終的にオレ達は、二人を祝福して、エクスから送り出す事に決めた。


　そして現げん在ざい、店に留とどまったメンバーは、豪ごう雪せつで倒とう壊かいしたエクス・ガリバーを、二人がいつでも戻もどってこれる究極の武ぶ器き屋として復ふつ活かつさせるため、熱く活動している。


　……筈だったんだが。





　オレはふと我われに返り、夕ゆう暮ぐれの大だい聖せい堂どう前広場を見み渡わたした。





　究極の武器屋……？　あるのは、冬なのに屋根も壁かべも無い、敷しき物ものを置いただけのわびしい露ろ店てん。


　熱く活動するメンバー？　オレ以外、ここには一人だっていない。


　マーガスが去って、もう一一ヶ月。


　一一ヶ月前、自分が何をしていたかすぐ思い出せるだろうか？　一一ヶ月というのは、記き憶おくが曖あい昧まいになるくらいの、長い時間……。


　しかし……それほどの時間が流れたにもかかわらず、未いまだにエクス・ガリバーは営えい業ぎようを再さい開かいしていない。むしろエクス復活に向けての盛もり上がりは、一一ヶ月前より後こう退たいしている様にも思えた……。


　それでもオレは、信じてる。


　みんなだって、心の底ではエクス再建を切望している筈なんだ。


　沈しずんでいく夕ゆう陽ひを眺ながめながら、オレはひたすら、遅ち刻こくしている三人が来るのを待ち続けた。





　　　　※




　遅刻組が来たのは、それから二○分ほど後の事だった。


　広場に、大おお慌あわてで駆かけ込こんでくる人ひと影かげが三つ見える。


　悔くやしいが、オレはちょっとホッとした。


　現あらわれたのは、赤毛の三つ編あみ、見るからにお人好しムードの漂ただよう女じよ性せい、ノン姉さん。そのノン姉さんを迎むかえに行っていた、つるっぱげにメガネの、うさんくさい風ふう貌ぼうの男ジャン。


　そして小こ柄がらだが、嫌でも目立つ、華はなのあるルックスの女性、ミニィさん。


　息を切らしつつ、ようやく三人はオレの前に到着した。


「……今、何時だと思ってんスか？」


　開口一番、オレは冷たくそう言い放った。


　いや、間違いなく、オレにはそれを言う権けん利りがある。


　何な故ぜなら、今日の集合時間は朝の一一時で、今はもう日にち没ぼつ。少なくとも五時間以上は、オレは待ちぼうけを喰くらっていたのだ……。


　しかし、謝あやまり始めたジャンの様子は、オレが予想していた以上に申し訳わけなさそうだった。


「わ、悪わりぃ、ケンジ。実はいろいろあってよ」


「…………」


　ため息と共に、怒おこる気力も流れ出そうな気がする……。


　オレはジャンの弁べん解かいを全部聞く前に、


「……もういいスよ」


　投げやりに、遅刻の話を終わらせた。来てくれただけ、まだマシだ……。


「本当にゴメン、ケンジー。……これ、もう晩ばんゴハンになっちゃったけどー」


　ノン姉さんが、恐おそらく昼食として用意してきたバスケットを差し出してきた。


　一人で店番してたおかげで、昼食は摂とれていなかったし、ありがたく受け取る。


「ケンジ君、武器、売れた？」


　学校から直行したのだろう、学生カバンを持ったミニィさんが、やはりまだ少し申し訳なさそうに尋たずねてきた。


「いえ……やっぱオレの営業力じゃ、中々」


「そっかぁ……ゴメンね」


「仕方ないスよ。明日、巻まき返しましょう」


　オレはミニィさんに向けて言った。


　そう、今日全然売れなかったのなら、明日、協力して武器を売ればいい。


　オレは、なんの疑うたがいも持たず、単たん純じゆんにそう思った。


　……しかし。


「ちょ、ちょっと待て！　明日も集まんのか!?」


　予想もしない一言が、ジャンからオレに向けられた。


　オレは、耳を疑った。


「は？　な、何言ってんスか!?　今日マトモに営業できなかったんだ、明日こそ営業しないと！」


「あのなぁ……」


　ジャンは、オレの言葉に、困こまったように頭を抱かかえた。


「いや……俺おれはいいぜ？　暇ひまだからな。けどノンとミニィを、そんなしょっちゅう集めるワケにゃいかねーだろ？」


「ううんー、私は大だい丈じよう夫ぶだよー？」


「ミニィも大丈夫ですよ☆　明日だって来れます☆」


　ノン姉さんとミニィさんが笑え顔がおで言うが──ジャンは首を振ふってそれを遮さえぎった。


「あのなぁノン……。毎日、片かた道みち四時間もかけてフランまで来て、大丈夫なワケねーだろ？　つーか、お前は大丈夫でも、ダンナがダメだろ？」


「でも、デクさんは大丈夫だってー」


「その辺は、男の優やさしさなんだよォ……泣かせるじゃねぇか、デクのダンナも。さすが俺が認みとめた男だよォ」


　しみじみ呟くジャン。


　確たしかに……ノン姉さんは、つい一ひと月つきほど前、デクさんが転てん勤きんになったというので、フランから竜りゆう車しやで四時間の距きよ離りにある『ザーパン』という港町に引っ越こしていた。


「今日だって、心配で見に行ってみりゃ、乗り合い竜車がドラゴンに襲おそわれてて大ピンチだし……そんなしょっちゅう来るもんじゃねーよ」


「でもー」


「デモも何もねーの。それからミニィも。お前さんも、毎日学校終わったら全速力でエクスに顔出しに来てっけど、学校大丈夫なのかよ？　春から上の学校、最終学年だろ？　高い金払はらって学校行ってんのに、そっちが疎おろそかじゃ本末転てん倒とうだろ」


　本気で心配そうに言い切るジャン。


　悔くやしいけれど、時々この男はマトモな事を言う……。


「だってぇ……。それじゃ、エクスで働ける人、いなくなっちゃうじゃないですかぁ」


「ちなみにミニィさん……ドノヴァンさんは、まだ連れん絡らく取れないんスか？」


　話のついでに、オレはミニィさんに聞いてみた。


　空気は一変。


「え……☆　ケンジ君、何でミニィに、ドノヴァンさんの事聞くの？　ん？」


「え？　いや、その」


「ミニィ、ドノヴァンさんのお嫁よめさんでも何でもないよ？　だから、ドノヴァンさんからは、全然、これっぽっちも連絡無いよ☆」


　満面の笑みでミニィさんは言うが……ミニィさん、目が笑ってないっス……。


　ドノヴァンさんは、もう三ヶ月以上前に、故こ郷きよう、ソーニョの村がドラゴンの被ひ害がいにあったとかで緊きん急きゆう帰省したきり、消息を絶たったままだった……。


「ともかくよォ。今の状じよう況きようで、毎日集まんのは無理があんだって、絶ぜつ対たい。せめて、あの店に入れりゃ、もうちょいスムーズにやれるかもわかんねぇけど……」


　むすっとした顔で述のべるジャン。


「け、けど。それじゃ、いつまでたってもエクス再さい開かいできないじゃないスか！」


　オレは、妙みような焦あせりを覚え、必死にジャンに訴うつたえた。


　しかしジャンは、苦く渋じゆうに満ちた表ひよう情じようを作り、信じがたい答えを返してくる。


「エクス・ガリバー……。本当に再開させる必要、あんのかよ？」


「はっ!?」


　あっさり言うジャンのその言葉に、オレは眩暈めまいを感じそうになった。


「ちょ、ちょっと？　何言ってるんスか？　エクス再開させる気、無いんスか!?」


　冗じよう談だんだとしても、笑えない発言だった。


「そうは言ってねぇよ……けどよぉ」


「なんなんだよ？　アンタ、マーガスと約束したんじゃないのか!?　凄すごいエクスを建て直すって！　マーガスとイッコ姉さんがいない今、アンタがエクスを引っ張ぱるって言ってたじゃないか！」


「落ち着けって。一回聞け、ケンジ」


「もういいよ……やってらんないっスよ。朝から一人で店番やって、やっと来たと思ったら、再開させない方がいいとか言い出すし。ホントやってらんねぇ」


　なんか無む性しように投げやりな気分になったオレは、雑ざつにだけれど、持ってきた売り物を一まとめにして、店をたたんだ。ここにいたくない。


「おい、ケンジ」


　ムシ。話したくない。


　売り物袋ぶくろを引きずって、大だい聖せい堂どう前広場を出るべく、オレは一人歩き出した。


「おぉい、待てってばケンジ！」


　ジャンが困ったように追いかけてこようとしていたが、追いつかれて今さらなんか綺き麗れい事みたいのを言われるのはゴメンだ。


「来ないで下さい！　もういいっスよ、エクスはオレ一人でやっていくから！」


　オレは歩調を速めジャンを振りきり、一人広場から逃とう亡ぼうした。





「ちくしょう」


『本当に再開させる必要、あんのかよ？』


　いくらなんでも、それはあんまりでしょ、ジャン……。


　臨時武器倉庫ライブウィンドウ・ブレイドに武ぶ器きを収しゆう納のうしながら、オレはやっぱりそう思った。ノン姉さんとミニィさんは、いろいろあるのに、明日も仕事に来たいと言ってくれた。その二人に挨あい拶さつもせず帰ってきたのは、少し胸むねが痛いたんだが──ジャンの発言は、あまりにひどい。前はあんな事言わなかったのに、なんだって言うんだ、一体……？


　クソ。こんなバラバラなまんまじゃ、エクス・ガリバー復ふつ活かつなんてできる訳わけない……！





　半年以上前から、ホリィ・ライブウィンドウは、ドノヴァンさんの紹介により、よその街で煙突掃除夫修行を行っている。


　おかげでオレ達は、ホリィがいない間、ライブウィンドウ・ブレイドを臨時武器倉庫として借りられているのだ。当然、今の主はオレ達なので、店の戸締りはオレ達がしっかりやらなければならない。


　という訳で、武器の収納を終えたオレは、モヤモヤした気持ちをなんとか切り換えようと、ライブウィンドウ・ブレイドの戸締りを済ませ、家路につく事にした。


　しかし……ライブウィンドウ・ブレイドを出た途と端たん、嫌でも目に入ってくる建物がある。


　沈しずむ寸すん前ぜんの、燃もえるような夕ゆう陽ひに照らされながら、ライブウィンドウ・ブレイドの真正面に聳そびえ立つ、不気味な巨きよ大だい建けん築ちく物ぶつ。


　新生エクス・ガリバー……！


　オレは、きょろきょろと周りを見み渡わたし、誰だれも見てない事を確かく認にんしてから、


　ガッ!!


　オレに出せる最高のキック力で、目の前の新生エクスにキックを入れた！


　……しかし当然、オレごときのキック力では、新生エクスはビクともしない。


「せめて……せめてこの店さえマトモに建て直せていたら、オレ達こんなにバラバラにならずに済すんだかもしれないのに」


　現げん状じよう、聖堂前の広場で露ろ店てんなんか開いてるものだから、よく誤ご解かいされるのだが。


　雪で倒とう壊かいしたエクス・ガリバーは、未いまだに壊こわれたまま──ではない。


　店自体はとっくの昔に……既すでに、蘇よみがえっているのだ！





　思い出すのは一一ヶ月前──まさに、マーガス達が出ていってすぐの頃ころ。


　究極の武ぶ器き屋再建に燃えていた、エクス残ざん留りゆう組のオレ達は、さっそく倒壊した店の再建を、とある建築家に頼たのんだ。


　プラムローズ・ファミリア。


　世界的に有名な建築家、ウメダ・ファミリアの孫まご娘むすめにして、祖そ父ふを超こえる巨大な才さい能のうを保ほ有ゆうする、フランが誇ほこる究極の建築家。


　とある騒そう動どうの中、彼女の過か去この作品を大量のドラゴンチュラから救ったオレ達は、それ以後妙みように彼女に気に入られていたので、それを頼たよって、彼女に新生エクスの建築を依い頼らいしたのだ。


　案の定、プラムローズさんはオレ達の依頼をあっさり快かい諾だくしてくれ、こうして、究極の建築家による、究極の武器屋建築は、順風満まん帆ぱんに動き出し始めた。





　建築が始まってから徐じよ々じよに発覚したのだが、プラムローズさんは、オレ達の予想以上に、自分の意見のみを大事にした。


「私には、アナタ達にふさわしい店を建てるインスピレーションがある。アナタ達は、全て私に任まかせればいいの」


　これが彼女の口くち癖ぐせだった。


　しかしオレ達だって、ノン姉さん夫婦がデルガドまで取りに行った一○○○万ドルクを、全額前払いでプラムローズさんに渡していたし、意見しようとすれば、できる立場にいた。


　プラムローズさんが思い描いている新生エクスのインスピレーションとやらがあまりにオレ達の構想にそぐわなかった場合、全力でプラムローズさんに反発しようと、全員でそう決めていた。


　が、その心配は杞き憂ゆうに終わる。


　彼女の構こう想そうする新店てん舗ぽがどんどん出来上がっていくにつれ、オレ達はプラムローズ・ファミリアの凄すごさを思い知り、まったく文もん句くを言う気が無くなってしまったのだ。


　プラムローズさんの、新生エクス・ガリバーの構想。


　壁かべは、わざわざ東の大陸から取り寄よせた、古代遺い跡せきなどに使われているという特とく殊しゆな石で組みあげられ、プラムローズさん曰いわく、雪どころか、無む駄だに竜りゆうの襲しゆう撃げきにも耐たえうる凄すさまじい耐たい久きゆう性せいを実現。


（用途は不明だが）対ドラゴン用の砲ほう門もんも七門、内部に備そなえられているという。


　何よりオレ達の魂たましいを揺ゆさぶったのは、そのクレイジーとしか言いようがない外見だった。


　下のほうには、以前のエクスと同じくらいの大きさの、まるで岩の台だい座ざを髣ほう髴ふつとさせる、平たい建築物。


　そしてその建築物に、まるで巨人の剣けんが突つき刺ささっているように、やけに神こう々ごうしい十じゆう字じ架か形の塔とうが聳え立っているのだ。


　まさにその形は、岩に突き刺さった伝説の聖せい剣けん、エクスカリバーをそのまま建物にした、ある意味エクス・ガリバーにとって、究極の店舗形けい態たい！


　違い法ほうにならないのが不思議なこの建築物だったが、そのインパクトに鳥とり肌はだを立ててしまったオレ達は、プラムローズ・ファミリアの天才仕事を受け入れ、それ以後、設せつ計けいを彼女に全すべて託たくす事を決めた。





　そこまでは良かったのだ。


　オレ達は、新生エクスで働き始める日を今か今かと待ちわび、いつにない朗ほがらかな雰ふん囲い気きで、新しん装そう開店の下した準じゆん備びをしていたくらいだった。


　そして建築作業は、信じがたいほど順調に進み。


　作業開始から約半年──今から四ヶ月前。新生エクス・ガリバーは、本当に完成した。


　そして事じ件けんは、その時起こった。





　四ヶ月前。


　プラムローズさんの新作という事で、新生エクス・ガリバーは、当然の様に凄まじい注目を浴びたので、オレ達は、新生エクスの前で、記者会見を行う事になった。


　群むらがる報ほう道どう陣じんの前に、プラムローズ・ファミリア、そしてマーガスを除のぞくオレ達エクスの六人（イッコ姉さんにも当然参加して貰もらった）が立ち、様々な質しつ問もんを受けつけていた。


　生まれて初めての記者会見は、それなりに順調に進み、そのまま予定していた終しゆう了りよう時間を迎むかえそうだった。


　しかし。本当に本質を突いた質問が、最後の最後に飛び出したのだ。


「最後の質問です。こうして、新しいエクス・ガリバーは誕たん生じようしたワケですが、営えい業ぎようはいつ頃ごろから再さい開かいされるつもりですか？」


　その質問に、オレ達は顔を見合わせた。


　徹てつ底てい秘ひ密みつ主しゆ義ぎのプラムローズさんのポリシーにより、オレ達はその時点でまだ店の内装も確かく認にんできてはおらず、具体的な予定をたてきれていなかったのだ。


「とてもいい質問ね」


　その時。何な故ぜか、店の経けい営えいに関係の無いプラムローズ・ファミリアが、突とつ如じよ口を開いた。


　驚おどろくオレ達。


「あそこに注目してもらいましょうか？」


　言いながらプラムローズさんが指したのは、新生エクスの入り口とおぼしき、一枚まい岩いわの扉とびらだった。


「ケンジ。扉を開けて御ご覧らんなさい」


　何故か呼よび捨すてで名指しされたオレは、仕方なく岩扉の前に向かい、扉を開けようとした。


　……そしてその時、オレは初めて気づく。


　この扉に、取っ手やくぼみが無い事に。


　困こまっているオレの様子に気づいたのか、ドノヴァンさんが来てくれ、力ずくで開けようとしてくれた。


「ヌゥオオオオ」


　顔を真っ赤にしながら、扉を押おしたり、横にずらそうとするドノヴァンさん。


　しかし、扉はピクリとも動かない。


「これ……開かない」


　やがて、悟さとったように、ドノヴァンさんはそう呟つぶやいた。


「当然よ。今はまだ、扉を開く時じゃない」


　ニヒルな笑えみを浮うかべながら、颯さつ爽そうと言い切るプラムローズさん。


　対照的にオレ達は、嫌いやな汗あせをかき始めていた。ワケも無く、嫌な予感がした。


「プ、プラムローズ様、言ってる意味が……。もう少し、分かりやすくお願いできますか？」


　ジャンが、かろうじて下した手てに出ながら尋たずねたが、


「あら、既すでに十分分かりやすいわよ？　この建物は、究極の武ぶ器き屋。それに比くらべてアナタ達は、武器屋として未み熟じゆくすぎる。だから今はまだ、扉は開かない」


　プラムローズさんは、ますます嫌な予感がする事を言う。イッコ姉さんがつっかかる。


「い、今はまだって！　じゃあ、いつ開くのよ!?」


「知れたこと。書いてあるじゃない、そこに」


　再ふたたびプラムローズさんは、開かない岩扉の辺りを指した。


　岩扉の中央。


　良く見るとそこには、妙みようなパネルの様なものがはめ込こまれていて──『一○○○』という数字が浮かんでいる。何かをカウントダウンしてる……？


「まさか……」


　オレ達は震ふるえた。そのまさかだった。


「アナタ達がこの店を従したがえるのは、千日早いわ。出直してきなさい、小こ僧ぞう、小こ娘むすめ」


「はぁぁぁぁぁぁ!?」


　な、何勝手なシステムつけてるんだこの女!?　オレ達は、記者会見そっちのけで爆ばく発はつした。


「ふ、ふざけんじゃないわよ!?　開かないなら、ぶっ壊こわしてやる！　やるわよ、ミニィ！」


「アイアイサー☆」


　さっそく実力行使に出たイッコ姉さんとミニィさんが、ビッグバン・ソードと髑髏どくろ石せつ拳けんで岩扉を破は壊かいしようとしたが、


「ウ、ウソでしょ、ビッグバン・ソードが……」


「ミニィ、もうダメですぅ……☆」


　竜の襲しゆう撃げきに耐たえられる外がい壁へきはダテじゃなく、あらゆる攻こう撃げきを無む効こう化か。


　さらにそのシーンが、デモンストレーションとでも勘かん違ちがいされたのか、記者連中は熱ねつ狂きよう！


「素す晴ばらしい！　建物だけではなく、使う人間まで磨みがき上げるとは──まさに究極！」


「あの数字がゼロになるまでの間、どれだけ人間力を磨けるかだな、若わか造ぞう達！」


　相変わらず洗せん脳のうされているとしか思えない言葉を吐はきながら、記者連中はこの超ちよう欠けつ陥かん建けん築ちく物ぶつを大だい絶ぜつ賛さん！


「いやいやいや！　どー考えてもオカシイだろ!?」




[image: ]


　ジャン必死の抵てい抗こうも、フランの生んだスーパースターの発言力の前には無力……。


　こうして、新生エクス・ガリバーは、オーナーすら現げん時じ点てんでは入れない、世界一アホな店として今もオレの前にふてぶてしく聳そびえ立ち──オレ達は、露店での商売を余よ儀ぎなくされているのだった。





　　　　※




　夕ゆう陽ひを浴びながら、目の前に佇たたずむ新生エクス・ガリバー……。


　そんな馬ば鹿かみたいに高く聳えるその建物のてっぺんを、オレはしばらく、首が痛いたくなるほど見上げていたが……眺ながめ続けたところで、何かが変わる訳わけじゃない。


　オレは諦あきらめるように首を振ふって、沈んだ気分で家路につく事にした。


〝新生エクスさえまともに建て直せていたら、オレ達は、こんなにバラバラにならずに済すんだかもしれないのに〟


　オレはさっき、怒りに任せてそう言ったが……冷静になって考えると、全然、そんな事無いんだよな。


　今のオレ達のバラバラな状じよう況きようと、新生エクスは、全く関係無いんだ。


　たとえ新生エクスがまともに再さい建けんされていたとしても、デクさんの転てん勤きんは止められなかっただろうし、ミニィさんが学生である事も変えられないし、ドノヴァンさんはソーニョへ駆かけつけただろう。そしてどんなに素晴らしい建物が造つくられたって、マーガスが突とつ如じよアスベルから帰き還かんする事は無いし、イッコ姉さんの本ほん職しよくは既にドラゴンキラーだ。


　時間が、流れたのだ。


　どんなに素晴らしいと感じる日々も、いつかはやがて終わってしまう。終わったなら、オレも前に進むべきだ。


　ジャンが、エクスを再開させる必要が無いって言ったのも、多分そういう意味なんだろう。いま、本当の意味でエクスに執しゆう着ちやくしてるのは、きっとオレだけなのだ。


　そんな事は、分かってる……けど、オレは……。





　気落ちしながらも、冬の一番街かい道どうを、オレは黙々と歩き続けた。


　一番街道にあるオレの家は、エクス・ガリバーからそれほど遠くはない。


　考え事をしながら一○分も歩くと、当然のように、オレは自分の寝床に辿たどり着ついた。


　質しつ素そだが、わりと大きな屋や敷しきの庭。


　その庭に建っている、二つの小さな饅まん頭じゆうの様な建物。


　この二つの建物は武ぶ器きを打つ工こう房ぼうで、一つを親父おやじが、もう一つをオレが使っているのだが、オレはここで寝泊まりも済ませている。つまりここは工房兼、自分の部屋だ。


　昔は、どちらの工房にもたくさんのお弟で子しさんが顔を出していたが、いつからか親父は新しい弟子を取らなくなり、今は親父の工房の方に一人弟子が出入りしているだけだから、この工房は、完全にオレの貸かし切り状態になっている。


　この工房の中だけが、オレにとって唯ゆい一いつ、心休まる場所だ……。


　オレは、鍵かぎを開けて、工房の中に入った。


　しかし、気分を沈しずませる出来事というのは、重なって襲おそってくるものらしい……。


　広くもない、煤すすけてるだけの工房の中では、ますます気分を憂ゆう鬱うつにさせる出来事が、オレを待ち受けていた。





「親、父……」


　呟つぶやきながらオレは、自分の筋きん肉にくが急速に緊きん張ちようしてゆくのを感じていた。


　油ゆ断だんしていた……この工房には、自由に出入りできる人間がもう一人いたのだ。


　五ご分ぶ刈がりの飾かざり気の無い短たん髪ぱつ。刺さすように鋭するどい小さな瞳ひとみ。精せい悍かんさを感じさせる、顎あごに生え揃そろう無ぶ精しよう鬚ひげ。


　孤こ独どくな修しゆ行ぎよう僧そうを思わせる風ふう貌ぼうのこの男は、一種異い様ような雰ふん囲い気きを纏まとっている。まるで、今にも刀で斬きりかかる瞬しゆん間かんを待ちわびているような……殺気の様なピリピリした緊張感を。


　実の息子むすこと二人きりの時でも、その態たい度どを崩くずさないこの親父が、オレはかなり苦手だった。


「……何か用？」


　臆おくしている事を悟さとられないよう、オレはつとめて普ふ通つうを装よそおい、そう聞いた。


　しかしこの親父は、一瞬でオレをバッサリと斬り捨てる。


「テメェ。まだこんな鍛か冶じ屋ごっこを続けてるのか？」


　オレはいまさらながら、親父の手の中に、オレが以前打った剣けんがある事に気がついた。動どう揺ようする。


「そ、それは……！」


　オレにとっても、その剣はそれなりに思い入れのある剣だった。


　去年、フランの一八歳さい以下の武ぶ器きコンクールで最さい優ゆう秀しゆう作品に選ばれ、一いち応おう、大会四連れん覇ぱを成し遂とげた、カットラス。


「その剣は……一応コンクールで賞を」


　オレは口ごたえしようとしたが、


「コンクールで賞を取ったから、なんだ？　コンクールで賞を取ったから、この剣は、お前の魂たましいのこもった最高傑けつ作さくなのか？」


　容よう赦しやの無い口調でそう言われ……オレは、言葉を失い、俯うつむいて床ゆかを見つめるしかなくなる。


　まただ……またこの問題だ。


「質問に答えろよ！　お前は、この剣に魂をこめたか？　この剣が、人生最後に打った剣になったとして……お前は悔くいなく死ねるか!?」


「…………」


　オレは閉へい口こう。この行き過すぎとしか思えない情じよう熱ねつの前に、オレはいつだって言葉を失ってしまう……。


　死ねる訳わけがない。悔くやしいけど、そこまでの想おもいをこめて、オレはその剣を打てていない……。けど、そんな事を答えれば、本気で殺されかねない。オレはただ黙だまった。


　永えい遠えんとも思える沈ちん黙もくの後。


　カッシャアァ──！　音を立てて、カットラスは床に投げ出される。


「お前に武器打つ資し格かくねーよ。さっさと見切りつけて、他ほかの仕事でも探さがせ」


　それだけ言い残すと、親父はオレの工房から去っていく。


　それで、オレ達親子の短いコミュニケーションは終わった。





　　　　※




　さっきも紹しよう介かいしたが、ウチには工房が二つある。


　今は弟で子しも少なく、ほとんどその意味は無いが、一応正式には親父が使っている方を壱いち号ごう館かん、オレが使っている方を弐に号館と言う。


　壱号館には、親父が認みとめた人間しか立ち入る事が許ゆるされず、実の息子のオレですら、未いまだに一度も入る事を許きよ可かされてはいない……。


　オレは、壱号館で剣を打つ事を目標に、小さい頃ころから剣を打ち続けていた。





　今でも覚えている。


　物心がついた頃から鍛冶仕事にのめりこんでいたオレは、学校にも入学せず、朝から晩ばんまでひたすら剣を打ちまくった。親父は、ほとんど教えてくれはしなかったので、弐号館のお弟子さん達から技ぎ術じゆつを吸きゆう収しゆうするしか上達する方法はなかった。


　それでも、一日二四時間武器を打てば、それ以上努力している人間は世界に存そん在ざいしない。限かぎりなくそれに近い生活を送ってきたオレの鍛冶技術は、運が良かったのか、かなり早い段階からコンテストに武器を出品できるレベルになっていた。


　そして思いが通じたのか。オレは一○歳さいの時、出場したコンクールでとうとう優勝した。


　これで壱号館に行けるかも知れない。そう期待しながらその日のオレは、優勝を決めた武器を親父に見せに行った。


　そしてその時。親父は、とうとうあの問題をオレに投げかけてきたのだ。


「剣に魂をこめられねぇヤツと、俺おれは生しよう涯がい、仕事をしねぇ」


　コンクールに優勝した、当時一○歳だったオレにかけられた親父の言葉は、たったそれだけだった。


　当然、その時も、そしてそれ以後も、オレは壱号館には呼よばれていない。


　剣に魂をこめる。


　具体的には分からないが、確たしかにオレの打つ剣と親父の打つ剣では、決定的な違ちがいがある。そこまでは分かるけれど、だったら、自分の剣に何が足りないのかと言われると、答えられない。


　その状じよう態たいで、ずっと苦しんでいたオレは、目線を変えて、剣を使う人の立場になって考える──つまり、剣を外から見つめなおす手段を思いつく。


　そしてオレは、灼しやく熱ねつのような暑さだったあの夏、例のオーナー募ぼ集しゆうのチラシに導みちびかれ、『武器屋エクス・ガリバー』に辿たどり着いたのだった。


　エクスで働き出して一年半──オレは、未だに剣に魂をこめる意味が理り解かいしきれていない。どんなに剣を打っても、自分自身が〝魂をこめられた！〟と確かく信しんできる武器は出来上がらない。


　一体何が足りないのか……。これだけ考えても答えが出せないオレは、親父の言う通り、本当に鍛か冶じ屋や修しゆ行ぎようから足を洗あらった方がいいのかもしれない。


　エクスの再さい建けんだけじゃないんだ。


　ずっと抱かかえていたこの問題も、オレは全然解決できていないのだ……。





　　　　※




　親父のせいで、とてもじゃないけど工こう房ぼうの中でじっとしている気分ではなくなってしまった……。


　仕方なくオレは、帰ったばかりだというのに、食事でもしようと再ふたたび工房を出た。


　ウチには、母親はいない。


　オレが一つか二つの時、剣ばっかり打ってる親父に愛あい想そを尽つかして出て行ってしまった。


　だから基き本ほん的に食事の世話なんかは、親父の弟子のナッシュって青年が実家でやってくれているが、あまり実家で親父と顔を合わせたくないので、オレは外で食べる事が多い。


　が、実家に行けば食事が用意して貰えるのだから、当然外で食べるための食費は、一ドルクも親に貰えないし、オレの財さい布ふの中にあるのは、今のエクスで稼かせいでいる、わずかな小こ銭ぜにだけだ。


　エクスが健在の頃は、ノン姉さんの手料理が結けつ構こう食べられたから、随ずい分ぶん助かっていたんだが……。


「……ん!?」


　オレは、ふと足を止め、左前方に目を向けた。


　いつの間にか、ずいぶん歩いてきてしまった。


　日がとっくに沈しずんだ、完全に夜の西二番街道。


　別に、意い識しきして訪おとずれた訳わけではなく、単に通り過すぎるつもりだったのだが……そこには月光の下で妖あやしく聳そびえる十じゆう字じ架か──新生エクス・ガリバーが聳え立っていた。


「……なんだ？」


　しかし、気になったのは、新生エクスではない。


　オレの左前方──新生エクスの麓ふもとで、いま、何かが薄うすく発光していなかったか？


「……気になるな」


　オレは誘さそわれるように、その発光物へ近づき始めた。


　光は一いつ瞬しゆんで輝かがやきを失ってしまったが、どの辺りで光っていたか、見当がついていた。


　エクスカリバー伝説の逆ぎやく。岩から抜ぬくんじゃなくて、挿さす。


　無数に開いた小さな穴あなに、不要になった剣を挿してもらう狙ねらいのある、ジャンが作ったエクス・ガリバーのシンボルオブジェ。あの豪ごう雪せつに負けなかったオブジェは、新生エクス前にも堂々と置かれていたのだが、どうやら、そのシンボルオブジェの近くで、何かが光っていたようだ。


　開かい店てんまで『八八九』と書かれた腹はら立だたしい岩いわ扉とびらパネルを通り過ぎ、オブジェの前に辿り着くオレ。……ようやく光っていた物の正体が分かった。


　オブジェに挿さっている、細長い、白い布ぬの包づつみ。


　シルエットから推すい測そくすると、恐おそらく中に剣を包んでるんだと思う。


　その包みが、一瞬の間、何かのはずみで光っていたらしい。


「夕方来た時、こんなのあったか……？　それに、なんでここに剣が挿さってる……？　今、エクスは営えい業ぎようもしてないのに」


　オレはとりあえず、その謎なぞの包みを、オブジェから引っこ抜いた。


　予測していた重さより、ずっと軽い。同時に、


「ん？」


　妙みような物が目に映うつった。


　細長い白い布には、何かラベルのような物が貼はられていた。


「フラン西二番街道六─三四─三。武器屋エクス・ガリバー御おん中ちゆう……ってこれ、廃はい棄き物じゃなくて、エクスへの届とどけ物じゃないか……」


　オレは包みを裏うらにしたり表にしたりしながら、呟つぶやく。


　どうもオブジェを郵ゆう便びん受けと間違えられたらしい。


　それにしても奇妙な送おくり物だった。エクスの住所は書かれているけれど、他ほかには大型郵便専せん用ようの、見た事も無い、特とく殊しゆな切手が貼はられているくらいで、送り主の名前すら無い。


　なんとなく中身が気になったオレは、とにかく包みを解ほどき、中身を確かく認にんしようと動いた。


　思えば──この瞬間からオレはまさに、〝巻まき込こまれ始めた〟のかもしれない。


　包みを解き、中の剣を見ようとした瞬間、白布の中から一枚まいの紙切れがはらりと舞まい落ち、オレの足元に落下した。


　まるで運命で決められていたように、オレは何の疑ぎ問もんも抱いだかずその紙を拾い上げ、その紙が何なのか、目を通す。


　そしてその紙には、雨にでも濡ぬれたのか、にじんだ字で──たった一言、こう書かれていた。












　この剣を、守ってくれ。アトラへ向かう方法を探さがせ！




マーガス














「なんだこれ？　マーガス……？」


　おかしい……。


　マーガスから今、手紙が送られてくる筈はずはない。


　アスベルに入学したマーガスは、それなりに好調にやってるらしく、年間三人しか選ばれない、前人未踏領域ノース・エンデ探たん索さくキャラバンへの選せん抜ばつメンバーに選ばれていた。


　前人未踏領域ノース・エンデは、生せい態たい系けいから何から常じよう識しきの通らない過か酷こくな世界で、一度侵しん入にゆうすれば容よう易いには抜けられず、中からは外界との連れん絡らくはほぼ不ふ可か能のう（凄すさまじい魔ま力りよくを持った人間なら可能らしいが）。


　今年の春になるまで前人未踏領域ノース・エンデを出られないとマーガス自身が手紙にも書いており、今、マーガスはノンキに郵便物を送ったりできる状じよう況きようではない筈なのだ。


　という事は、この手紙を送ったのは、マーガスではない事になる……のだが。


　〝この剣を、守ってくれ。アトラへ向かう方法を探せ〟


　この中ちゆう途と半はん端ぱにうまくない字は、どこからどう見ても、見み慣なれたマーガスの字にしか見えない。


　何がどうなってるんだ……？　守ってくれって、誰だれから……？　しかもアトラって何だ？


　あまりに分からない事が多すぎて、気味が悪い……。


　さらに奇き妙みようなのは、包みに入っていた中身の方──剣けんだった。


　その剣は、いかにも急ごしらえな、安っぽい木の鞘さやに納おさめられていたのだが、鞘から抜ぬき放ってみた剣の姿すがたを見て、オレは一いつ瞬しゆん、自分が夢ゆめでも見ているのかと目を疑うたがった。


「バカな……この剣は……」


　もっともこのオブジェに挿ささっていてはいけない剣……！


　オレは思った。この剣といい、妙に切せつ羽ぱ詰つまった雰ふん囲い気きを持ってるあの手紙といい、オレ一人で勝手に処しよ理りしていい問題じゃなさそうだ。誰かに知らせておくべき──


　──イッコ姉さん。


　途と端たんにその名前が、頭に浮うかんだ。


　男としては情なさけない話だが、やはりまだオレは潜せん在ざい的にあの女ひとを、一番頼たのもしい人間として認識しているらしい……。なんのかんのと、週に何度かは顔を突つき合あわせているせいもあるだろうが。


「確たしか、そろそろ狩かりから戻もどってきてる時間だよな……」


　イッコ姉さんは、ドラゴンキラーの資格を入手して以来、毎日竜を狩りに行き、報ほう酬しゆうを貯ちよ金きんしている。けど、お母さんを一人で家に置いておく訳にはいかないとかで、フラン近きん隣りん、夜には必ず帰ってこれる範はん囲いでしか活動していないのだ。


　オレはマーガスからの奇妙な送り物を慎しん重ちように包みなおし。うろ覚えでしかない、東二番街かい道どうのイッコ姉さんの家へと早足で向かった。





　　　　※




　暗がりでよくは見えないが、でっぷりと太ったキノコのような、特とく徴ちよう的な外観。中に入った事は無いけれど、誰かに教えて貰もらったから間ま違ちがいない。ここが確か、イッコ姉さんの家だ。


　という訳わけで、家を見つけたなら、四の五の言わずにイッコ姉さんを呼よび出せばいいんだが……オレは、正直固まっていた。


　呼び出すって……どう呼び出せばいいんだ……？　オレ、冷静に考えたら、仲間とか友達の家を訪たずねるの、生まれて初めてじゃないか……？


　そういえば、マーガスが家にいるジャンを呼ぶ時、家の前で大声で叫さけんでるとかよく言ってたけれど……そうすればいいのか？


「イッコ姉さんっ」


　オレは、オレなりに声を張はり上げ、姉さんの名を叫んだ。


　しかし、その声はすぐに闇やみに紛まぎれて消え、家の中からは何の反はん応のうも無い……。


「イッコ姉さんっ。イッコっ姉さんっっ」


　何度となく叫んでみたが、家の中から反応は無い。


　……諦あきらめない。オレはイッコ姉さんに用があるんだ。


「イッコ姉さん。イッコ姉さんっっ、イッコ、ハァ、姉さんっっ、ハァ、イッコ、ハァ」


　慣れないのに声を張り上げ続けていると、徐じよ々じよに息が切れ始めた。


　オレは……何をやってるんだ？


「ハァ、イッコ、ハァ、姉さんハァハァ」


「あなた……一体何をやっているの？」


　懸けん命めいにイッコ姉さんの名前を呼び続けていると、突とつ然ぜん、扉とびらの横の丸まる窓まどが開き、スッと顔が現あらわれた。


　その人は、長い黒くろ髪かみを一本に束ね、そして怖こわいくらい、白い顔色をしていた。


「あ……その、オレはイッコ姉さんに、火か急きゆうの用があって……」


「イッコに？……あら、あなた」


　そこまで言うと、その女の人は顔を部屋に引っ込ませ、窓を閉め。


　数秒後、玄げん関かんの扉から、改めてオレの目の前に現れてくれた。


　たぶんイッコ姉さんのお母さんだろう。目の前で見ると、かなり似ていた。


「あなたは確かケンジね。姓せいはムラマサ。歳としはもうすぐ一四ね」


「そ、そうです。初めまして。……でも、なんでオレの名前を」


　確か初対面のハズだが……？


「娘むすめの周りをうろつく男の情じよう報ほうを把は握あくするのは、母親の当然の義ぎ務むよ？」


「はぁ」


「あなたも、顔はあの店で一番いいんだけどねぇ……」


「はぁ？」


　顔？　何か、急に話が飛んでないか……!?


「悪くないとは思うのよ。ただあなた、性せい格かく的に融ゆう通ずうが利きかない部分があるでしょ？　そこが原げん因いんで、イッコと結けつ婚こんした後、いろいろ衝しよう突とつしちゃいそうな気が私はしていて……」


「す、すいません！　何の話を!?」


「ゴメンなさい。でもたった一人の大事な娘の事だから、冷静に採さい点てんさせて貰うわ。マーガスを九九点の逸いつ材ざいと仮か定ていした場合、イッコのダンナ候こう補ほとしては、あなたは六○点程てい度ど……」


「えぇぇ……？　マーガスが九九点で、オレが六○点……？　馬ば鹿かな……」


　オレは地味にショックを受けた。


　どうでもいい採点だが、あのマーガスに、三九点も離はなされて負けてる……!?　クソ、この人、マーガスをヒイキしすぎなんじゃないのか？


「と、とにかくですね。自分、イッコ姉さんに用があるんで……取り次いで貰えないでしょうか？」


「構かまわないわよ。ちょうどあの娘、お客とご飯を食べてるところよ。上がりなさい」


「え？　いや、でも、ちょっと呼んでもらうだけで」


「上がりなさい！」


「り、了りよう解かいっス……」


　この有う無むを言わせぬ発言力──イッコ姉さんにしっかり受け継つがれてる気がする。


　命令されるがままに、オレはとにかくイッコ姉さんの家へと上がりこんだ。





「あれ!?　ケンジ!?」


　テーブルに座すわり、チキンカレーをかっ食らっていた勝気な目つきの黒髪女じよ性せい、イッコ姉さんは驚おどろいたようにこっちを見た。


　するとお母さんが、


「玄関で、ハァハァ言いながらアナタの名前を呼んでいたから、保ほ護ごしたわ」


　と、妙な説明をしてくれる。


「あ、ありがと。それよりママ……起きて大だい丈じよう夫ぶなの？」


「平気よ。ちょっとの間ならね。それじゃ」


　そう言い残すと、イッコ姉さんのお母さんは、リビングから去っていった。


　イッコ姉さんのお母さん、ちょっとの間しか起きられないって事は、ほとんど寝ねたきりって事だよな……？　前に聞いていた話より、悪くなっている気がするが……。大変だな、イッコ姉さん……。


「でも、驚いた。アンタがウチ来るのなんて、初めてじゃない？」


　オレをまじまじと見ながら、イッコ姉さんは言った。しかし。


「いや……どっちかっていうと、オレのほうが驚いてるんスけど……」


　オレは、少し遠えん慮りよがちに、イッコ姉さんの隣となりに座っている女性を見る。


　実は、テーブルに座っていたのは、イッコ姉さんだけではなかった。意外な人物もそこにいたのだ。


　ニコニコ笑ってこっちを見ているのは、大だい聖せい堂どう前広場で挨あい拶さつもせず別れてしまった女性、ノン姉さんだった。


「ノン姉さん……ザーパンに帰ったんじゃ」


「ううんー。今日と明日はもともと、イッコちゃんのお家にお泊とまりする約束だったのよー？」


「そ……そうスか」


　これは少し予想外だった。夕方、〝やってらんねぇ！〟と逃とう亡ぼうして以来の顔合わせだから、妙みように気まずく、何を言えばいいのか分からない……。


　が。


「はい、これー」


　オレが何か言おうとする前に、席を立ったノン姉さんが、オレに何かを手て渡わたしてきた。


「あ、これは……」


　それは、広場でも一度受け取った、ノン姉さん用意の昼食バスケットだった。そうか、オレ、一度受け取ったのに置きざりにしてきてたんだ……。


「後でケンジに持っていってあげようと思って、イッコちゃんとさっき作り直したのー」


　そんな事を全く気にしていないように、優やさしく笑うノン姉さん。


　この人は……つくづく、偉い大だいだ。


「す、すいませんでした……オレ、挨拶もしないで帰ったりして」


「ううんー、チコクしたの、私達だもん。そんなにションボリしちゃダメだよー」


　困こまったように笑うノン姉さん。


「え？　何？　ノンが遅ち刻こくした話は聞いたけど、ケンジ、途中でバックレたの？」


　興きよう味み津しん々しんに、イッコ姉さんがノン姉さんに聞いている。


　ていうかノン姉さん、自分が遅刻した事は言ったのに、オレがバックレた事は隠かくしてくれたのかよ……。他人に優しすぎるよ、この人……。


　けどそのノン姉さんの一番の親友が、


「ケンジ、アンタ、ダサいのねぇ？　怒おこってムシして帰るなんて、器うつわの小さい証しよう拠こじゃん！」


　と、割わりと容よう赦しやの無い女ひとだから、バランスが取れているのかもしれない……くそう。


「でもケンジ、どうしたのー？　カレー食べにきたのー？」


「い、いや、そうじゃなくてですね」


　一いつ瞬しゆん忘わすれかけていた本題を、オレは思い出す。


　エクスの最年長コンビがいるなら、むしろ好都合だ。


「実は……」


　オレは、新生エクスのオブジェに挿ささっていた、マーガスからの、謎なぞの送おくり物の話を姉さん達に説明した。





　話を聞き終えた二人は、さすがに少し真ま面じ目めな雰ふん囲い気きになった。


「この剣けんを守ってくれ、か……。アイツ、またなんかややこしいハナシに巻まき込こまれてるのかな」


　マーガスの字が書かれている紙を見ていたイッコ姉さんが、ほんの少しだけ、心配そうな口調でそう言った。


　オレも同感だった。手紙に、あんな短い字数しか書けなかった事から考えても、マーガスは普ふ通つうの状じよう態たいじゃないんじゃないか……？


「でも、マーガスがせっかく送ってくれたその剣、すっごい錆さびてるねー？」


　不思議そうに聞いてくるノン姉さん。


　そう、送られてきていた問題の剣は、通つう常じようではあり得ないほど刀身が錆さび──ところどころ、炭すみの様に黒くなっていた。


「でも、ケンジ。この手紙と、アンタの顔色見る限かぎり……そんじょそこらの剣じゃないんでしょ？　コレ」


　イッコ姉さんは、何な故ぜか挑ちよう戦せん的な笑えみ。オレは頷うなずく。


「そんじょそこらどころか……世界一有名な剣ですよ、これ」


「世界一ー？　じゃあ、もしかしてエクスカリバーとかー？」


　ノン姉さんがニッコリ笑って言う。


「あのねぇ。んなワケないでしょ、ノン」


　すかさずイッコ姉さんが言ったが、


「いえ。これ、エクスカリバーです」


　オレもすかさず断だん言げんした。


「は？」


　一瞬の沈ちん黙もく。


「え？　何？　何て？」


「いえ……だから。これ、エクスカリバーっス」


　もう一度断言するオレ。


　一いつ拍ぱく遅おくれて──ようやくイッコ姉さんは、オレの言葉を飲み込んでくれたようだった。


「はぁ!?　エッ、エクスカリバー!?　聖せい剣けん!?」


「そうです」


「ガリバーじゃなくて？」


「カリバーっス。あの、選ばれた人間のみが大岩から引き抜ぬける、伝説の、聖剣エクスカリバー」


「そ、そんなワケないでしょ!?　何をどう間ま違ちがったら、聖剣エクスカリバーがあのマーガスから送られてくんのよ!?」


「し、知りませんよ……。でも、ここ見て下さい」


　オレはイッコ姉さんとノン姉さんに見えるように、錆びた刀身の下──柄つかの部分を前に出した。


「ここに、なんていうか……ハートマークみたいな紋もん章しようがあるでしょ？　多分、何か別の意味があるんでしょうけど……この紋章よく見て下さい」


　オレに言われ、紋章に顔を近づけるイッコ姉さんとノン姉さん。


「……よく見ても、全然分かんないんだけど。何？　何か秘ひ密みつあんの？」


「私、分かったー！　これ、ちょっと可愛かわいいよー？」


　微笑ほほえみながら、ノン姉さんは顔を上げた。


「へ？　何よノン」


「ほら、イッコちゃん。このハートマーク、ちっちゃいハートマークが、いっぱい集まってできてるよー」


　ちょっと嬉うれしそうに教えるノン姉さん。


「あぁ……ふーん」


　対してイッコ姉さんは、ちょっと困こまったようなリアクションだ。


　確たしかにこの女ひと、ハートマークを可愛いと思う感かん性せいなんて、毛ほども持ち合わせてなさそうだもんな……。


「で？　このハートマークが、エクスカリバーの証しよう拠こになんの？」


「はい。ていうか有名ですよ？　それに、そこまで細かい模も様ようを立体的に刻きざみ込むのは、今の技ぎ術じゆつじゃ到とう底てい無理ですし。剣の形自体も、文ぶん献けんに載のってるのとまるっきり同じ……ほぼ間違いなく本物ですよ、これ」


　何より、錆びているとはいえ、一種独どく特とくの気品みたいなのがあるのだ、この剣には。


　刀身を磨いて売れば、とんでもない額がくの値ね段だんがつくんじゃないだろうか……？


「ケンジ。ちょっと貸かして」


　言われるまま、オレは姉さんに剣を渡わたした。


「イッコちゃん、どうするのー？」


「うん。ちょっとやってみるわ」


　そう言うと、姉さんはエクスカリバーの柄を握にぎり、刀身を垂すい直ちよくに立て、ゆっくりと目を閉とじた。


　剣話だ……！


　目の前で普通に行われているその奇き跡せきの技に、オレは息を呑のんだ。


　剣と会話をして、その剣の能のう力りよくを最さい大だい限げんに解放する、究極のアビリティ。


　現げん代だいでは、英えい雄ゆうロト・セブン以外使い手はいないとされていたはずなのに、この女ひと何故かマスターしちゃったんだよな……勢いきおいで。


　ただ、イッコ姉さんの剣話は、言うなれば〝半剣話〟。


　全すべての武ぶ器きを従したがえる事ができる最強ロト・セブンとは違い、自分と波長が合う武器でないと、最初から話す事もできないらしい。


「ダメね」


　数十秒後。止めていた息を吐はき出しながら、イッコ姉さんは目を開いて断言した。


「波長、合わないんスか？」


「そーね。ウンともスンとも言わない。ま、もともとアタシ、聖なる属ぞく性せいの武器って、何故か相あい性しよう悪いんだけど」


　不満そうに言うイッコ姉さん。


　そう言えば以前もイッコ姉さんは、巨きよ大だいな剣とか、呪のろわれた剣とか、デンジャラスな感じの武器じゃないと話しにくいって言ってた記き憶おくがあるな……。


「けどこの剣は、相性どうこう以前に……なんかこう、違い和わ感があるわね。まるで武器じゃない感じ、というか」


「武器じゃない？　ですか？」


「ま……あくまでなんとなくのレベルだけどね。でも、確たしかにこの剣、特別な感じはする。マジで本物の聖剣エクスカリバーかも……」


　言いながら姉さんは、オレの手にエクスカリバーを返してきた。





　一息ついた後。


「でもケンジー。本物のエクスカリバー、なんでマーガスが私達に送ってきたのー？」


　ノン姉さんが不思議そうに、改めてオレに聞いてきた。


「いえ……オレも、とりあえずイッコ姉さんに知らせておこうと思って持ってきただけなんで、なんとも」


　そう、オレに聞かれても分からない。


　同どう封ふうされていたのは短い手紙だけだし、あまりに情じよう報ほうが少なすぎる。


「ホント、謎なぞだらけよね……。マーガスが、どこでどうやったら聖剣エクスカリバーなんて手に入れられるって言うの？　あいつが、聖剣に選ばれし者で、スタイリッシュにエクスカリバーを引き抜ぬく姿すがたなんて、想そう像ぞうできる？」


　イッコ姉さんは疑うたぐる様に言い、オレとノン姉さんも首を傾かしげた。


　確かにマーガスは、聖剣に選ばれし者ってガラじゃない……失礼な話だが。


「手紙の内ない容ようも意味不明ですよね。この剣を、守ってくれ。守ってくれって……誰だれから守ればいいんスかね？」


「それに、アトラよ。アトラなんて、あんな場所、どうやって目指せって言うのよ？　行けるもんなら、喜んで行かせていただくわ」


　やや憤ふん慨がい気味に言うイッコ姉さん。ん……？


　オレはその言い方に──違和感を覚えた。


「あんな場所って……。姉さん、アトラって何か心当たりあるんスか？」


　オレは、あくまで普ふ通つうに、イッコ姉さんに聞いてみた。


　が。


　次の瞬しゆん間かん、イッコ姉さんだけでなく、ノン姉さんまでも、変な物でも見るように、オレに驚おどろきの視し線せんを投げかけてくる。


　な、なんだ？


「アンタって……ホント知ち識しき偏かたよってるわねぇ。アトラ知らないフランの子こ供どもなんて、初めて見たわ、アタシ」


　呆あきれたように言うイッコ姉さん。


「歌とかに出てくるよねー？」


　ノン姉さんも当然の様に言う。


「そ、そうなんスか？」


　そう言われても……オレはフランで歌われている歌なんて、一曲も知らないし……。


「ま……ミもフタも無い言い方で説明しちゃうと。アトラってのは、宝たから物ものやおいしい物がたくさんある、空に浮うかんでる島の事よ」


「そ……空に浮かんでる島!?」


「そう。ま、みんなはだいたい天てん空くう郷きようアトラっていうわね」


「天空郷、アトラ！」


　ガタタッ！　オレは思わず椅子を後ろに倒し、思いっきり立ち上がった。


　すげぇ！　天空郷アトラ!?　なんて燃えるキーワードなんだ！


　オレは大冒険の匂いに、ブルブルと体を震わせ始めた！　が。


「アンタ……なにワクワクしてんの？」


　イッコ姉さんが、白い目でオレを見ながらそう言ったので、オレはようやくハッとなった。し、しまった……オレとした事が、ハメを外しすぎた！


「べ、別に……ワクワクなんてしてないっスけど？」


　何事も無かったように椅子を正し、座すわりなおすオレ。


　あ、危あぶねー……。何やってるんだオレ。あやうく、オレがワクワクしやすい体質だって事が、姉さん達にバレるところだったじゃないか……。


　今の所、実はオレがワクワクしやすい体質だって事は世界中の誰にも気づかれていない筈。このまま、死ぬまでなんとか隠かくし通すんだ……！


　しかし、それにしても天空郷。そんな素す晴ばらしい場所がこの世にあったとは……！


　是ぜ非ひ行きたいけれど……どこから行けばいいんだ？　大陸横おう断だん鉄道か？


「あのねぇケンジ……。もし、万が一ワクワクしてたらゴメンなんだけど、」


「え？　い、いえ、だから、ワクワクなんて別にオレは……」


「うん、うん、分かってるから大だい丈じよう夫ぶよ？　そうじゃなくって。天空郷っていうのは、大陸横断鉄道に乗ったって、行ける場所じゃないの。おとぎ話みたいなモンで、ホントに見た事ある人なんていないのよ？」


「あ……あぁ。そうなんスか」


　なんとか平静を装よそおいながら、オレは頷うなずく。


　なんだよ、天空郷実じつ在ざいしないのかよ……すげぇガッカリ……。


「じゃあマーガスは、なんで手紙に天空郷なんて書いたんスかね……？」


「うーん。アタシに聞かれても」


　なんとも釈然としない雰ふん囲い気きが部屋に立ち込こめる。


「マーガスも、もうちょっと何か書いてくれれば良かったのにねー？」


　苦く笑しようしながらノン姉さんが言っているが、ホントにそうだ。


　せめて、何をどうすればいいのかくらい書いておいて下さいよ、マーガス……。


「ま……とりあえずアタシ達にできる事は、アスベルへ、マーガス宛あてに手紙を送って、詳くわしい内ない容ようを聞くくらいかしら？　前人未踏領域ノース・エンデのマーガスにいつ届とどくのか、見当もつかないけど」


　結けつ論ろんづけるようにイッコ姉さんは言う。


　確かに、この送おくり物に対して起こせるリアクションは、それくらいだろうか。


「でも、エクスカリバー、どうするー？」


　ノン姉さんは言う。


「そうねぇ……。まぁ、守ってくれって送ってきたんだし、とりあえず預あずかってやらなくちゃいけないでしょうけど。……どーする？　アタシ、預かろうか？」


　イッコ姉さんは言ったが、


「あ、じゃあ最初オレに預からせてくれませんか？　いろいろ、興きよう味みあるし」


　オレも立りつ候こう補ほした。


　イッコ姉さんは、一瞬考えたようだったが、


「いいよ。でもケンジ、むやみに人に見せたりしちゃダメよ？　仮かりにも聖せい剣けんなんだし、変な気起こされるかもしれない。マーガスの、守ってくれって言葉も気になるし」


「そうっスね……分かりました」


　オレは、少しだけ気を引き締しめ、聖剣を握にぎり締しめた。


「あとさ、明日にでも一回メンバー全員で集まるべきだとアタシ思うんだけど。一いち応おうその剣、エクス・ガリバー宛に送られてきたんだから、ミニィとジャンにも事じ情じよう説明するのがスジじゃない？」


　イッコ姉さんは提てい案あん。


「でもイッコちゃん、お勤つとめはー？」


「うん、行く。でも、明日は早く狩かり切り上げてくるわ。そうね、明日の夕方の五時にエクス……じゃなくて、スカイ・フォークに集合。メシ食いながら話すってのはどう？」


「別にオレはいいっスけど……」


「私も、明日はまだフランにいるし大だい丈じよう夫ぶだよー？」


「んじゃ、そういう事で決まり。ミニィ達には明日の朝、アタシが知らせとくわ」


　イッコ姉さんはそう言い、聖剣の話を終わらせた。


「さぁ、いい加か減げん、食事にしましょーよ？　どーせこれ以上議論したって、この剣がなんなのかなんて分かんないし。カレーが冷めちゃうわ」


「はぁ」


「ケンジ、カレー食べてくー？」


「え？　あ、はい、そうスね……。じゃあ呼よばれようかな」


　結局それで聖剣についての議論は終わり、オレはノン姉さんの作ったカレーを食べ、けっこう遅おそい時間まで、ダラダラとイッコ姉さんの家でくつろぐ事になった。


　自分が、どれほど厄やつ介かいな物を所持しているのか、この時のオレは知る由も無い。





　　　　※




　食事した後も、姉さん二人と話していた訳わけだが、最後の方は〝やっぱ男ってダメよね〟などという、訳の分からない文もん句くを延えん々えん聞かされるハメになった。


　コンビを組んだ女じよ性せいと話すと、普ふ段だんの数倍脳のうが疲つかれる感覚がするのは、オレの気のせいなのだろうか……？


　タイミングを図はかって二人に帰る事を告げたオレは、結局謎なぞのままで終わった聖剣を両手で隠かくすように慎しん重ちように抱かかえながら、自じ宅たくのある一番街かい道どうへ黙もく々もくと歩き始めた。


　恐おそろしく静かな東二番街道に比くらべて、メインストリート、一番街道はまだまだ騒さわがしい。


　この寒いのに、オープンテラスの酒場で飲んでるオッサンが、頭が痛いたくなるような大声で人生について語っていたり、道みち端ばたにくずれおちてる若わかい男が、意味不明に号ごう泣きゆうしていたり……混こん沌とんとしている。


　正直、オレはこの辺りがあまり好きではなかった。夜くらい、静かに過すごす事ができないのかアンタらは……？


「お願い……せめて、ここのお代は私に払はらわせて？」


　そんな事を考えていると、何やらよろめいた足取りで、いきなりオレの前に大おお柄がらな女性が飛び出してきた。ウェーブのかかったロングへアの、二○前後の女性だろうか？　酔よっ払ぱらいか？　こういう大人がいるから嫌いやなんだよ、この界かい隈わい……。


「大丈夫。ボクが払う」


　その女性を制せいするように、少し向こうから渋しぶい声が響ひびいてくる。


「でも、それじゃあなたに申し訳がなくて……お願い、ここは」


「いいってば。ボクが出す」


「私の財さい布ふ使っていいから。ね？」


「いらない。自分の財布、あるから」


「じゃ、せめて、半分払わせて？　ね？」


　どうやら前方の屋台の払いを、どちらが払うかで相談しているらしいが……恐ろしいほどどうでもいい。大した問題じゃないんだから、さっさとどっちかがオゴって貰もらえよ。他人の前に飛び出してきて、迷めい惑わくかけてまで抵てい抗こうする場面じゃないだろうが……。


　結局、男の方が全部払ったらしい。


　目の前の女性は屋台の支払いを済すませた男の方に歩み寄より、ようやく目の前から動いた。


　その瞬しゆん間かん、声がした。


「ケンジ？」


　聞こえてはいたが、あまりに予想しないタイミングだったし……最初オレは、それが自分を呼んでいる声だと気づかなかった。


「ケンジ！」


「え？」


　再ふたたび確たしかに呼ばれ、オレはようやく声のする方──屋台の方へ目をやった。


　そこには、ようやくオレの前から動いた女性にバッチリ肩かたを貸かしながら、自分の財布をポケットにしまおうとする渋い大男が立っていた。


「え？　え!?」


　オレは、いろんな意味で頭が真っ白になった。


　二メートル近い身長に、柔やわらかな天然パーマ、そして糸の如ごとく細い目。


　何もかもが予想外だった。そこに立っていたのは、ソーニョへ帰っていた筈の、ドノヴァンさんだった！


「な……ナニやってんスか!?」


　色々聞きたい事はあったけど、まずオレはそう言っていた。


「ナニって……ちょっと待って」


　ドノヴァンさんはすぐさま答えようとしたが、その前に抱だきついている女性をもう一度屋台の椅い子すに座すわらせ、


「ボク、ちょっと話があるから、少し待ってて」


　自由に動けるようになってから、もう一度オレの前まで戻もどってきた。


「久ひさしぶりだねケンジ。まさか会えるとは思ってなかったよ」


「まさかも何も……え？　ド、ドノヴァンさん、ソーニョに帰ってたんじゃなかったんスか？」


　訳が分からないまま、オレは必死に尋たずねた。


「そうだよ。さっきフランに戻ってきたところなんだ」


「そ、そうだったんスか……。え、でも、戻ってきたって……あの女性も一いつ緒しよにですか？」


「ああ、ロクサーヌ？　うん、そうだよ」


「そ、そうだよって……？」


　この人、何をそんな堂々と……？　オレは絶ぜつ句くした。


　ロクサーヌ？　ミニィさんとは一体どうなったんだ？　いや、オレが首を突つっ込こむべき問題じゃないと分かってはいるけど……。これが原げん因いんで、メンバー内がますます険けん悪あくになったりでもしたらどうするんだ……？


「ソーニョは、ひとまず落ち着いたよ」


　と、一人混こん乱らんするオレに、ドノヴァンさんは苦く笑しようしながら、当たり前のように話題を変えてきた。


「そ……そうスか」


　急に真ま面じ目めな話題になったので、オレも少し冷静さを取り戻す。


「確か……ドラゴンに襲おそわれたんでしたよね？」


「うん」


　三ヶ月前、ドノヴァンさんがソーニョへ帰った時、ドノヴァンさんは本当に急いでいたらしく、ほとんどオレ達に説明らしい説明も無いままフランを出ていってしまったのだ。


　その後三ヶ月も音信不通になるくらいなのだから、よほどソーニョの村は深しん刻こくな被ひ害がいを受けていたのかと想そう像ぞうしていたけど……とりあえずドノヴァンさんはフランに帰ってこれたのだから、考えすぎだったのかもしれない。


「ところでケンジ、その包みは？」


　不思議そうにドノヴァンさんが聞くので、オレは自分が手にしている聖剣の存そん在ざいを思い出した。


「実はこれ、マーガスが、」


　と、イッコ姉さん達にしたのと同じ説明を、ドノヴァンさんに始めようとした──その瞬しゆん間かんだった。


「キミ……ドノのお友達？」


　ふいに、色気のある声が上から降ふってきた。


　見上げると、さっきドノヴァンさんが屋台に置いてきた筈の女じよ性せいが、いつのまにか舞まい戻ってきていた。派は手でではないが、整った顔立ちの女性。確かドノヴァンさんは、ロクサーヌさんて呼んでたけど……。


「え……あぁ。はい。いつもよくしてもらってます」


　ちょっと驚おどろきながら、答えるオレ。


「そう……。この度たびは……本当にゴメンなさい」


　ガバッ。いきなり体をくの字に曲げて、ロクサーヌさんは髪かみを振ふり乱みだし頭を下げてきた。


「は？」


「ロクサーヌ、よしてよ。ちゃんと、ボクの口から言うから」


　ドノヴァンさんが迷めい惑わくそうに、ロクサーヌさんを押おし留とどめている。


　な、何の話だ？　何がゴメンなんだ？


　まさか、ドノヴァンさんを、ミニィさんから奪うばった事を謝あやまっているのか……!?　しかし、そんな下世話な詮せん索さくはできないし……。


「ケンジ、ゴメン。とりあえずボク、ロクサーヌを送っていかなきゃ」


　オレとロクサーヌさんを引き離はなしたいのか、ドノヴァンさんは慌あわてるようにそう言った。


「そ、そうスね。いや、そうだ。明日、夕方五時にスカイ・フォークでメンバー全員集まる約束があるんスよ。ドノヴァンさん、来れますか？」


「五時だね。分かった、必ず行く。ボクも……みんなに言わないといけない話があるから」


　ドノヴァンさんは、妙みように真面目な顔でそう呟つぶやいた。話って何だ……！


「それじゃケンジ。また明日」


「ハ、ハイ。おやすみなさい」


　軽く挨あい拶さつを交かわすと、ドノヴァンさんはロクサーヌさんの腕うでをちょっと強ごう引いんに引っ張ぱり、歩き出す。ロクサーヌさんはオレに一礼し、そのまま連れて行かれてしまった。


　なんだったんだ、あの二人は……!?　頼たのむから、ミニィさんとドノヴァンさんが修しゆ羅ら場ばを迎えるなんて展てん開かいは勘かん弁べんしてくれよ……？










　パート２・一いち期ご一いち会えの少年







　いろいろあったおかげで、部屋（工こう房ぼう）の前に辿たどり着いたのは、日付も変わりそうな、随ずい分ぶん遅おそい時間になってしまった。


　元々一番街かい道どうは、オレの家の辺りまでくると随分静かだけど、この時間になると尚なお更さら、不気味なほど静かだった。


　しかし。


「お前なぁ……こんな時間までどこ行ってんだよ？　夜遊びか？」


　そんな静かな空間に、突とつ然ぜん、不満たっぷりの恨うらみがましい声が響ひびいた。


　オレは驚おどろいて、前方を注ちゆう視し。


　すると、オレの部屋──工房二号館の前に、意外な人物の姿すがたを見つける。


　そこには──ジャンが退たい屈くつそうに座すわっていた。


「な、何やってんスか？　こんな時間に、こんな所で……」


　オレは言ったが……ふいに、夕方、ジャンが言った言葉が蘇よみがえった。


　『エクス・ガリバー……。本当に再さい開かいさせる必要、あんのかよ？』


　……そうだった。オレ達は夕方、喧けん嘩か別れしたばっかりだった。


　となると、ジャンがここに来たのは、やはりその辺りの問題を話し合うためだろうか……？


「ったくよぉ。まさかお前が、こんな時間まで帰って来ないとは思わなかったぜ」


　ジャンは、忌いま々いましげに言いながら、寒そうにコートの前を合わせ震ふるえている。


　普ふ段だんと変わらない調子だが、どうやらこの寒いのに、随分長い間、オレが帰るのを待っていたらしい。


「…………。とりあえず、ここじゃ何ですから……。中、入って下さい」


　少し気まずいが、オレは、工房の中に入るよう、ジャンに促うながした。


「是ぜ非ひそーさせてくれい。もう、身体からだが冷えて冷えて」


　本気で寒そうなジャンは快かい諾だく、オレはジャンを引き連れて工房へ入った。





　　　　※




　暖だん房ぼう代わりに火ひ床どこに火を入れると、ジャンはひたすらそれに手をかざして暖を取っていた。


　ついでにオレはノン姉さんに貰もらった紅こう茶ちやの葉と水をヤカンに入れて、その火床の上に置いておく。


「しかし、暮くらしにくそうな部屋だなぁ」


　ジャンが、呆あきれるように言った。


　確たしかに実家に行かない限かぎり、この部屋には水道もトイレもキッチンも何も無い。生活感のある場所は、天てん井じようから吊つり下げられた、オレが寝ねる時くらいにしか使わない、狭せまいロフトだけだろう。


「まぁ、本来工房ですからね」


「ふーん……」


　別段興きよう味みも無さそうに呟くジャン。


　そのままジャンは、本題に入るためにか、言葉を探さがすように少し黙だまった。


　考えてみると、オレとジャンが二人きりで話すのは、それなりに珍めずらしいケースだ。


　マーガスとは、案外そういう機会もあったけれど……。


　なんとはなしに、ただ黙って二人で話すのが照れくさい気がしたオレは、とりあえずマーガスから送られてきた聖せい剣けんエクスカリバーを包みから出し、手元にあった刀剣用の鑢やすりで磨みがき始めた。


　こんな簡単な方法でなんとかできるとも思ってないけど、やらないよりは、輝かがやきを取り戻もどすだろう。


　シャッ、シャッ、と鑢の音だけが静かに工房に鳴り響き始める。





「とりあえず……。遅ち刻こくしたのに、いきなりあんな言い方したのは悪かった」


　ジャンが話を切り出してきたのは、それからしばらくしてからの事だった。


　渋しぶ々しぶ、という感じだったが、ジャンはまずそう言った。


「いえ……。オレも、勝手に帰ったりして……」


　作業を続けながら、返事をしようとするオレ。


　しかしジャンは、それを遮さえぎって、ハッキリとした口調で言葉を続けてきた。


「けどなケンジ。言い方は悪かったけど、俺おれは、俺の意見が間ま違ちがってるとは思ってねぇ。エクスは……再開させねぇ方がいいんだ」


　ジャンのその言葉に、オレは黙り込んだ。


　夕方より、冷静にその言葉は受け取る事ができた。


　それでも……オレは、納なつ得とくできないのだ。


「オレは……このまま解かい散さんなんて、嫌いやです」


　オレは、オレなりの意見を述のべた。が。


「解散は嫌……。んじゃ、再開したとして、どーすんだ？」


　ジャンは、意外な事を聞き返してきた。


「ど、どうするって……？」


「再開しても……前みたいに、毎日全員一いつ緒しよに働く事はできねーんだぞ？　俺ら以外、みんな自分の道があるんだからよ」


　ジャンの言葉に、ズキッ、と胸むねに傷きずが入った様な痛いたみを感じた。


　ジャンも……ジャンも、やはり同じ様な事を考えていたのだ。


「連中がどう考えてるのかは知らねぇけどよ。武ぶ器き屋やエクス・ガリバーってのは……店があるとか、営えい業ぎようしてるとか、そういうんじゃなくて。人間──やっぱあの七人がいるから、エクス・ガリバーだったんじゃねーのか？」


「…………」


　オレは答えられない。


「マーガスとイッコが抜ぬけただけならまだ、二人がたまに戻ってくるなんて形で、エクスを存そん続ぞくさせる事はできたかもしんねぇ。けど今ん所、これからもフルで働ける保ほ証しようがあるメンバー、俺とお前、二人だけだぞ？　それでもお前は、店を建て直したいのか？」


「それは……」


「それだけじゃねぇ。最近俺、ノンとミニィ見てると、なんかいたたまれねーよ」


「い、いたたまれない……？」


「考えてもみろよ。ノンなんか、往おう復ふくで八時間かけてフランまで来るんだぞ？　どう考えても、いろいろ問題だろ……？　アイツの事だから、それでもちゃんと家事とかやっちまうだろうし……絶ぜつ対たいどっかで無理が祟たたるぜ？


　ミニィだってこのままじゃ、人材不足のエクスのためとか言って、そのうち学校だって辞やめちまいそーな勢いきおいだし……。無事卒業まで行ったとしても、本当に進みたい進路なんか無む視しして、エクスを優ゆう先せんするんじゃねぇか？　アイツらは、自分がどうなったって、エクスを見み捨すてない性せい格かくなんだよ。


　俺がマーガスから託たくされたのは、エクスと、エクスで働くお前達の事なんだぜ？　あの二人にそこまで無理させてまで……エクス復ふつ活かつにこだわれねぇよ、俺は」


　疲つかれ果てた様に、ジャンはかすれた声でそう呟つぶやいた。


　ジャンも……ここ数ヶ月、いろいろ葛かつ藤とうしてきたのかもしれない。


　ジャンの言う言葉は、全部理解できた。痛いほど気持ちが分かるとはこの事だろう。今フランに残っているメンツで、同じ立場にいるのは、やはりオレとジャンなのだ。


　けど。


「オレだって……みんなの人生犠ぎ牲せいにしてまで、エクスを再建させたい訳わけじゃないんです」


　オレは、まだいまひとつ纏まとまっていないけれど、自分の考えをジャンにぶつける事にした。


「だったらよぉ……」


「ただ……いくらなんでも、このまま終わりじゃ納なつ得とくいかないじゃないスか」


　ジャンは黙だまってオレの言葉を聞いている。


　続けた。


「オレだって、もう前みたいに全員で働けない事は分かってるし、今の状じよう況きようが、ノン姉さん達に負ふ担たんをかけてる事も分かりますよ。でも……だからって、このまま何も抵てい抗こうせず、なし崩くずしに解散なんて事になったら、そんなの、エクスらしくないっスよ。エクスの……エクスの正せい義ぎの精せい神しんに、反しますよ」


「せ、正義ぃ？　そんな立りつ派ぱな精神、俺らにあったっけか？」


　ジャンがぽかん、とした表ひよう情じようで聞いてきた。


　あ、改めて言われると、恥はずかしいものがあるが。


「い、いや、ほら。ホリィにエクスが乗っ取られそうになった時。マーガスが言ってたじゃないスか。ここでエクスを渡わたすのは、正義じゃないとかって」


「い、言ってたっけ？」


「言ってましたよ！　他ほかにも、詐さ欺ぎにあって竜りゆうと闘たたかう事になった時だって、オレ達、なんだかんだ言いつつ、最後は自分達の正義を貫つらぬいてきたじゃないスか！


　なのに、最後の最後で、人材不足、仕方なく解散なんて……絶対納得いきませんよ。営業が再開できないなら、もう、それは仕方ない事かもしれません。でも、それならそれで〝オレ達の正義〟を貫いた結末を……探さがすべきだと思いませんか？」


　オレはそう言い切った。


　ジャンは、黙って佇たたずんでいる。


　なんとなく、少し緊張してしまう様な沈黙の時間が生まれた。


「お前ってさぁ……」


　すると。黙っていたジャンが、突とつ然ぜん苦々しい顔で切り出してきた。


「へ？　な、なんスか？」


「ホント……実は熱血だよなぁ」


　呆あきれるように首を振ふりながら、ジャン。な……なんだそりゃ!?


「べ、別にいいじゃないスか、そんなの」


「いいけどよぉ……〝オレ達の正義を貫いた結末〟ときたか。いや、熱いね。参ったぜ」


　ジャンは、ニヤ、と笑いながらオレの顔を見てくる。


　くっ、だから……改めて繰くり返されると、恥ずかしいんスけど……！


「で？　その〝オレ達の正義〟を貫くにはどうすりゃいいか、何か考えあんのか？」


　ジャンは、ニヤニヤした顔のまま、聞いてきたが、


「い、いえ……。今、喋しやべって、初めて考えが纏まった様なもんなんで……」


「フン。ま、それはこれから、全員で相談すりゃいいか……。どうやれば、全員が納得した形で次に進めるのか……一回、全員で話し合ってみるかぁ」


　ジャンはそれだけ言うと。


　突然、火ひ床どこを離はなれ、扉とびらへ向かい始めた。


「帰るわ」


「へ？　は、はぁ……しかし唐とう突とつですね」


「なんか……妙みように納得しちまったしな」


　確たしかにジャンは、不思議とスッキリした顔つきになっていた。オレもちょっと気が楽になった気がする。こんな事だったら、もっと早くに話し合いをするべきだった……。普段から、こういう風に、すぐ素す直なおに意見を言ったりできない所がオレのダメな所だ……。


「あ、そうだ、ジャン。明日、夕方五時にスカイ・フォークに来れますか？　全員集合で、会議するんスけど」


　オレは、既すんでのところで思い出し、ジャンに言った。


「会議？　エクスに関してのか？」


「いや、そうじゃなくて、マーガスの……」


「マーガス？」


　不思議そうに聞き返してくるジャン。


　そう言えば、ジャンにはまだ、聖せい剣けんが送られてきた話をしていなかった。


「実は……そう、この剣が、マーガスから送られてきて……」


　オレは、聖剣エクスカリバーを掲かかげ、ジャンに見せた。そういえば無む意い識しきのうちに、ずっと鑢やすりをかけ続けてしまったな……。


「ほう？　マーガスから送ってきたにしちゃ、随ずい分ぶん綺き麗れいな剣じゃねーか」


　興味をそそられたのか、扉の所にいたジャンが、再ふたたびオレの元へ引き返してきた。


　ん……？　オレは、ジャンの態たい度どに違い和わ感を覚えた。綺麗？　この錆さびだらけの剣が？　気になって、ゆっくり持っていた聖剣に目を落として──オレは驚きよう愕がくした！


「ウ、ウソだろ……!?」


　錆だらけの剣などどこにも無かった！


　オレが握にぎっていたのは──そこらの鏡なんかより、よほど美しく対象物を投とう影えいする刀身を持つ、白はく桃とう色いろの剣だった。


「そ、そんな……簡かん単たんに磨みがいただけなのに、こんなに錆が落ちてるなんて!?」


「？　なんかしらねーけど、錆ならまだついてんぞ？　ほれ」


　ジャンが指し摘てきしたのは、剣の先せん端たん──座すわったままでは手が届とどかなかった部分に残っていた、錆のことだった。


　半信半はん疑ぎのまま、オレは軽く鑢をかける。すると錆は、まるで埃ほこりのように簡単に落ちてしまった。


「凄すごい……凄すぎる。何の金きん属ぞくで作れば、こんな事が……？」


　と、その時。


「おい！」


　出し抜ぬけに、ジャンが緊きん迫ぱくした声を出した。


　その理由は、オレにも瞬しゆん時じに分かった。


　聖剣が──オレの持つ聖剣が、小こ刻きざみに震ふるえ始めているのだ。


「オイオイオイ、何なんだその剣！　お前、まさかまた呪のろわれた剣持ってきたんじゃねーだろうな!?」


　本気で焦あせった声でジャンは言う。


「そ、そういえば、この光景どこかで……？」


　そう、くっきりと思い出す事はできないが……ミニィさんが以前、燈とうの国から持ち帰ってきてくれた刀〝ムラマサ〟が実は妖よう刀とうで、オレの精せい神しんが乗っ取られた時に、確かこんな事があったような……!?


「ケンジ、捨すてろ！」


　ジャンが短く叫さけび、


「クッ!?」


　オレはかろうじて聖剣を床ゆかに投げ出した！　が。


　ピァァァァァァ！


　床に落ちた聖剣は、今度は刀身をあり得ない光量で輝かがやかせ始めた！


　光はどんどん眩まばゆさを増まし、瞬またたく間に、目を瞑つむっても目が痛いたい程ほどの明るさになる！


「うぅ」


「おぉ!?」


　突然の展てん開かいに、オレとジャンは大だい困こん惑わく、しかし剣はますます輝きを増す！


　ピァァァァァァ！


「うぅぅ」


「おぉぉぉ!?」


「お・わ・わ!?」


　カッ！　訳わけが分からないうちに、最後に爆ばく発はつしたように大きく光り──


　ようやく聖剣は、元の状じよう態たいに戻もどった。


「ハァ、ハッ、ハァ、ハァ……」


　オレは、恐おそろしい程ほど汗あせをかきながら、自分の両手を見た。


「オイ、ケンジ、大だい丈じよう夫ぶか!?　呪われてねぇか!?　また妙みように素す直なおな性せい格かくになったりしてねぇか!?」


「なんで呪われたら素直になるのか分かんないスけど……今のところ、変化ナシですね」


　続いてオレとジャンは、床に放り出した聖剣エクスカリバーを、恐る恐る見た。


　しかし、あれほど輝いていた刀身はすっかり大人しくなり、光る前の状態と比べても、何の変化も見られない。


「ていうか、よく考えたらこの剣、聖剣エクスカリバーなんスよ。聖剣が呪われるなんて話、オレ、聞いた事無いっスけど」


「？　って事は、呪いじゃなかったんか……？」


「当たり前じゃ。失しつ敬けいな」


　聞きなれない声。


　ビクッ！　オレとジャンは同時に、稲いな妻ずまより早く振ふり返った。


　オレ達の背はい後ごに──人がいた。





「おおぉぉ!?　な、なんだコイツ!?」


「ど……どこから入って来たんスか!?」


　女だった。いや、正せい確かくに伝えるなら、オレ達の背後にいたのは女の子──それもどう見ても、まだ八やつつとか九ここのつとか、その辺りの年ねん齢れいの少女だった。


　ボリュームのある暗い銀ぎん髪ぱつには、きらびやかな髪かみ飾かざりが無数についている。瞳ひとみは切れ長で、墨すみ色いろ。


　オレ達は、恐きよう怖ふを覚えた。


　容姿にではない。一いつ般ぱん的な意味では、容姿上で、そこまで変わった所は見られない。


　恐ろしいのは、この少女の身体からだを透すかした向こうに、見み慣なれたオレの部屋の壁かべが見えている事だ。つまり、信じがたい事にだが、この少女の身体は半・透とう明めい……。
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「何で俺おれ達たち……いきなり幽ゆう霊れいと対たい峙じしなくちゃいけねーんだ……？」


　ジャンが泣きそうな声で呟つぶやいている。


　本当に何なんだ、この少女は……？


「妾わらわを眠ねむりから覚ましたのはお主か？」


　ぴょん、と一足飛びにオレの元まで飛んできた半透明少女は、出し抜ぬけにそう聞いてきた。


「ど、どういう意味っスか？」


「む？　つまり、剣つるぎの封ふう印いんを解とき、剣の中に眠っていた妾を呼よび起こしたのは、お主か？　と聞いておる」


　剣──エクスカリバーを差しながら、少女は言った。


　剣の封印を解き、剣の中で眠っていた少女を起こした……まさか、あの錆さびを落とした事が関係あるのだろうか？


　だとしたら、この少女を解き放ったのは、オレという事になるが……？


「よく……分かりません」


　本当にそうとも言えるので、オレはとりあえずそう答えた。


　すると少女は、ニッと歯を見せて笑い、


「そうか。ならお主の方か？　妾を眠りから解き放ったのは」


　と、今度はジャンの方を向いた。


「妾としては、お主が妾を解き放ってくれていた方が嬉うれしいのじゃが」


「そ、それは何なに故ゆえに？　呪のろいやすそうだから？」


　ジャンは嫌いやそうな顔で恐る恐るそう聞いたが、


「ほっほっほ！　まさか！　単たん純じゆんに、イイ男だからじゃよ。妾は、お主のような顔立ちの男を好いておる」


「くっ……なんか、あんま嬉しくねぇ」


　悔くやしそうにジャンは言う。


「あの……まず、こっちから聞かせて貰もらっていいスか？」


「なんじゃ？」


「いや、なんというか……何者ですか？　怨おん霊りよう……とかでしょうか？」


「妾が怨霊に見えるか？」


「い、いえ。だったら、精せい霊れいとかっスか？　もしくは聖せい剣けんの守しゆ護ご霊れいとか……」


「ことごとく失礼な奴やつじゃ。悪あく霊りようでも怨霊でも精霊でも守護霊でも……ともかく妾は、霊の類たぐいではない」


　そこまで言うと、少女は自分で納なつ得とくするように、ふむ、と一度頷うなずいて、


「妾の名はウラヌス・オム・セーヌ・アトラ。由ゆい緒しよ正しき、アトラ王家の王女じゃ」


　と、いやに自信たっぷりに自じ己こ紹しよう介かいを行った。


「アトラ王家の王女ぉ……？」


　胡う散さん臭くさそうにジャンが顔をしかめる。


「ア、アトラって……？」


　その単語に、オレは敏感に反応した。


　イッコ姉さんがさっき言ってた、天空郷アトラと同じだよな……。


「む？　知らぬか？　天てん空くう郷きようアトラを」


「し、知ってますけど……やっぱりそのアトラですか？　って事はアナタは、天空郷の王女？」


「そうじゃ。さっきから、そう言っておるではないか」


　平然とそう答える、ウラヌスと名乗った少女。そ、そんなバカな!?


「で、でも。天空郷って、どこにあるか分からない、おとぎ話にしか出て来ない場所だってイッコ姉さんが……」


「ほっほっほ！　おとぎ話などではない。よかろ、証しよう明めいしてやろうぞ。妾を眠りから解き放った者、エクスカリバーの柄つかを握にぎってみせい」


　偉えらそうすぎる口調でウラヌスは言ったが……オレは、思わずジャンの方を見た。


「眠りから解き放った者って……オレっスか？」


「ま、錆落としたのお前なんだし……とりあえず、握ってみれば？」


　ジャンが言うので、オレは少し嫌だったが、仕方なく落ちていた聖剣の元もとまで行き、少し緊きん張ちようしながら柄を右手で握り締しめた。


「…………」


「…………」


　が……特に変化は起こらなかった。


「ほっほっほ！　変化が無いという事は、妾を眠りから解き放った者ではないという証しよう拠こ！　という事は、やはりそちじゃな。ほれ、握ってみせい」


　オレとジャンは一いつ瞬しゆん顔を見合わせたが、とりあえずオレはジャンに聖剣を渡わたす。


　今度はジャンが、恐おそる恐る聖剣の柄を握り締めた。


「…………」


「…………」


　……が。やはり、特に変化は起こらない。


　拍ひよう子し抜ぬけの展てん開かい。オレとジャンの間に、白けたムードが流れた。


　しかし、


「馬ばぁっ鹿かなっ!?」


　突とつ然ぜん、ウラヌスだけが一人、ありえないほど取り乱みだし始めたので、オレとジャンは後ずさった。


「も、もう一度柄を握ってみてくれんか!?　頼たのむ！」


　あまりに必死に言うので、オレとジャンは交こう互ごにもう一度ずつ柄を握ったが──当然、変化は無い。


「オ、オイ……手品失敗したんか？　何が起こるハズだったんだよ……」


　ジャンが呆あきれながら言ったが、


「何な故ぜ!?　何故なのだ!?　エクスカリバーを抜き放ち、妾を解かい放ほうしたのはお主達！　なのに、何故!?」


　ウラヌスは一人、可哀かわい想そうになるくらい狼ろう狽ばいし続けている。


　ん？　抜き放つ……？


「もしかして、ウラヌスさん。ウラヌスさんが言ってるのは……一番最初に、大岩からエクスカリバーを抜いた人間の事じゃないですか？」


　オレが言うと、ウラヌスさんは小鳥のように首を傾かしげて、


「当然じゃ。剣けんを最初に抜いた人間以外、誰だれが妾を目覚めさせる事ができるのじゃ？　つまり、お主達のうちのどちらかが剣を抜いたからこそ、妾はここに……」


「違ちがいますよ？　オレ達は、エクスカリバーを最初に引き抜いた人間じゃないっス。言うなれば、誰かが抜いたエクスカリバーを送りつけられた者で……」


　ついでなので、オレはジャンへの説明もかねて、この聖せい剣けんエクスカリバーがどういう経けい緯いでここにあるのか二人に話した。


　この聖剣は、前人未踏領域ノース・エンデにいるマーガスという男が、意味不明なメッセージと共にオレ達の店に送りつけてきた代しろ物もの。だからオレ達は、全然最初に聖剣を引き抜いた人間ではない。


　さらに言えば、聖剣を送ってきた当のマーガスですら、今のところは最初に抜いた人間なのかどうか分からない。


　説明が済すむと、ウラヌスはますます狼狽うろたえた。


「そ、そんな……由ゆ々ゆしき事態じゃ……。では、引き抜かれた時、引き抜いた人間の指し紋もんは登録したが、覚かく醒せい装そう置ちは発動しなかったのか……!?」


　よく分からないが……どうやら、本来は剣を引き抜いた瞬間、このウラヌスは目覚める仕組みだったらしい。


　恐らくだが、その装置が作動しなかった原げん因いんに、オレは心当たりがあった。


「あの剣、すげぇ錆さびてたし……。それが原因じゃないスかね？」


　オレは、自分の知る情じよう報ほうを提てい供きようすべく、ありのままに説明した。


　そして……それは、そんなに悪い事なのだろうか？


「ヒッ」


　突然、しゃくりあげるような声が聞こえ、オレとジャンはまさか、と身み構がまえた。


「ヒッ！　ヒック。ヒィ……うっ。うぅぇぇぇぇえ」


　予想は的中した。


　ウラヌスは、誰かが止める隙すきもないまま……突然号ごう泣きゆうし始めた。何故だ!?


「ケンジ。お前、何泣かしてんだよぉ」


「えぇっ!?　オレのせいスか!?　いや、だって、そんな」


「うぁぁぁぁん！　ひぃぃぃっ」


　言ってる間にもウラヌスはしゃがみ込こみ、嵐あらしのように号泣し始める。


　工こう房ぼう内に漂ただよう、いたたまれない空気。


　本気で……一体どうすればいいんだ？


　こんな展開、初めてすぎる！


「泣きたいのはこっちだっつーの……なんなんだよ、この状じよう況きよう？」


　訳わけが分からない、と言わんばかりに頭を抱かかえるジャン。


「と、とりあえず、彼女を落ち着かせてあげましょうよ」


「くっそー、なんで俺らがこんな目に……？」


　そう言いながらもジャンは、ウラヌスにつかつか歩み寄よって、


「えーと……ウラヌスちゃん？　き、君はなんで泣いてるのかなあ？」


　ひきつった作り笑いを浮かべながら、精せい一いつ杯ぱい、赤ん坊ぼうをあやすような声でウラヌスに声をかけるジャン。


「ひぃぃ、ひぃっ。かえ。帰れないっ」


「な、なるほどぉ。どこに、帰れない？」


「ひっく。ひっ。天てん空くう郷きよう。聖剣を最初に抜いた人間、いない限かぎり。ひっ。妾、天空郷、帰れないうぇぇぇぇ」


　自分で言ってるうちにまた悲しくなったのか、ウラヌスは再ふたたび号泣した。おいおい……！


「あぁぁもう、分かった、大だい丈じよう夫ぶだって！　見つけてやる。その、最初に引き抜いた人間、一いつ緒しよに見つけてやる。だから一いつ旦たん泣くのやめよう！　なっ？」


　必死でご機き嫌げんを取ろうと奮ふん闘とうするジャン！


「ひっく。ひっ。本当、か？　本当に、探さがしてくれる？」


「本当に決まってんじゃねーか！　ケンジ、俺、ウソとかついた事ねーよな!?」


「無いっス。世界一正直な男ですよ、この男は」


　言ってて自分の口が腐くさりそうなセリフだったが、場を収おさめるためオレは悪あく魔まに魂たましいを売った……。


　その言葉を聞いたウラヌスは、しばらく、オレとジャンを交こう互ごに見つめていたが、


「……ひっ。ホントに探して、くれる？」


「探す。探すから、一旦落ち着け？　な？」


　しゃがみ込んだウラヌスの頭に手を置きながら（実じつ際さいには貫かん通つうしてしまったが）、ジャンはもう一度強く言った。


　そんなジャンを見て、かろうじて落ち着いたのか、


「分かった。妾、泣かない」


　と、ようやくまともな状じよう態たいで、ウラヌスは顔を上げたのだった。


「お、おっしゃ……。偉えらいぞ、ウラヌス」


　オレとジャンは、なんとか胸むねを撫なで下ろした。


「お主……名前は？」


　と。


　泣き止やんだウラヌスは、ジャンを見ながらおもむろに呟つぶやいた。


「へ？　あぁ……ジャンだけど」


「そうか、ジャン。お主……優やさしいな」


　半はん透とう明めいの頰を赤く染そめながら、ウラヌスは頭に置かれていたジャンの指を、小さな両手で握にぎり締しめようとする。


（……なんかジャン、気に入られた様ですけど）


　小声でそう言うと、


（半透明の幼よう女じよに気に入られても……なんか、素す直なおに喜べねー……）


　ジャンはほとほと疲つかれた顔で、ぐったりそう呟いて答えた。この人はつくづく、妙みような場面に限って女じよ性せいに好かれるらしい……。








　ようやく完全に落ち着きを取り戻もどしたウラヌスに、オレ達はさらに詳くわしい事情を聞き始めた。


「あの……まず聞いておきたいんスけど」


「む？」


　オレは、気になっていた事を尋たずねる。


「マーガスが〝アトラへ〟ってメッセージと一緒にエクスカリバーを送ってきて……その直後に、そのエクスカリバーの中からアトラ出身のウラヌスさんが現あらわれたんです。どう考えても、何か関係があると思うんスけど……マーガスの事は、知ってるんですか？」


「まーがす……」


　ウラヌスは、思い出そうとする様に首を傾かしげ始めたが、すぐさま考えるまでもない、と首を振ふった。


「少なくとも妾に、マーガスと言う名前の地上人の知り合いはおらん。と言うより、妾はついさっきまでエクスカリバーに封ふう印いんされておったし、お主達二人以外、地上人の知り合いなど、おるハズもない。


　天空郷へは、案内して欲ほしいのならできん事も無いが……どのみち今の妾には不ふ可か能のうじゃ。最初に剣を引き抜ぬいた人間のチカラを借りない限り、妾には天空郷へ自力で帰れない」


　困こまったように答えるウラヌス。


　という事は、ウラヌスとマーガスは直ちよく接せつ関係ないのだろうか……？


　結局、マーガスの送おくり物の真意は不明のままだった。


「質しつ問もんは以上か？　もっと聞きたい事があるなら、聞くが良いぞ？」


　嬉うれしそうに言うウラヌス。


「つーか、聞きたい事山ほどあるからよ……。マーガスと関係ねーのは分かったし、お前さんが天てん空くう郷きようの人間ってのもひとまず信じるとしても」


「し、失しつ敬けいな！　妾は正真正しよう銘めい、天空郷の王女であるぞ!?」


　ムキになって反はん論ろんするウラヌス。


「だから、その天空郷の王女であるお前さんが、何で聖せい剣けんエクスカリバーに封印されて、地上にいるんだ？　その辺教えてもらわねーと、俺らも何をどうすればいいのかさっぱり──」


「婿むこ探しじゃ」


　ジャンの言葉を遮さえぎり、ウラヌスは誇ほこらしげに言った。


「む？　婿探し？」


「そう。アトラの代々の王女には、一○歳さいの誕たん生じよう日びを迎むかえると、精せい神しん体をエクスカリバーへ封印し、地上へ降おり立つ掟おきてがある。そしてそこで、運命の婿を見つけるのじゃ」


「せ、精神体をエクスカリバーへ封印……？　意味わかんねーけど、聖剣エクスカリバーって、そんな機能ついてんのか？」


　ジャンは、オレに聞いてきたが、オレは首を傾げるしかない。


　オレも、そんな話は聞いた事が無い。


「ほっほ。エクスカリバーを聖剣などと呼よぶのは、地上人だけじゃ。エクスカリバーの持つ本当の意味は、天空郷王家に代々伝わる技ぎ術じゆつにより作られた、対地上人、婿選せん抜ばつ用、剣型精神転送装そう置ち。それを略りやくして、エクスカリバーと呼ぶだけじゃ」


「対地上人婿選抜……なんだって？　つーか、何をどう略せば、それがエクスカリバーになるんだ……？」


　ジャンは、訳わけが分からない、という顔をしている。


　オレはなんとか理り解かいできた。


「つ、つまり。エクスカリバーの正体は、天空郷の王女が、地上で婿を探すために作った婿探しの道具……そういう意味っスか？」


　恐おそる恐る聞くと、


「その通り！　頭の良い子は好きじゃ」


　とウラヌスは満面の笑えみになった。


　ウソだろ……伝説の聖剣の正体、そんなミもフタも無い話なのかよ……。いや、エクスカリバー、それでもオレは、お前を聖剣と呼び続けてやるぞ……。


「って事は、お前さんがいま半はん透とう明めいなボディなのも、エクスカリバーに入ってる精神体とかって状じよう態たいだからなのか？」


　ジャンが、半透明のウラヌスをまじまじ見ながら聞く。


「その通り！　本体は天空郷で冷れい凍とう保ほ存ぞんされて眠ねむっておる。そうすれば、運命の遭そう遇ぐうまでに何年かかろうとも、歳としはとらんからな」


「その運命の遭遇ってのは……どういう状じよう況きようの事を言うんだ？」


「当然、装置が引き抜ぬかれた瞬しゆん間かんじゃ。つまり本来は、最初にエクスカリバーが抜かれた瞬間に、婿は決定するというワケじゃな。だからこそ妾は、お主に装置を引き抜いた人間であって欲しかったんじゃが……」


　残念そうに言うウラヌス。反対にジャンは、少なくとも自分がこの少女の婿に選ばれる可能性がなくなり、ホッとしているようだった。


「その、誰に聖剣を引き抜かせるかっていうのは、中でウラヌスさん達が操そう作さするんスか？　エクスカリバー伝説と言えば、選ばれた人間しか引き抜けないって有名ですけど……」


「いや、判はん別べつなど不可能じゃ。妾達は、剣の封印が解とかれて実体化する瞬間まで意い識しきは無い。最初に見つけて引き抜いた人間が、選ばれた者じゃ」


「それって、言葉を変えれば単なる早い者勝ちって事っスけど……」


　ますますミもフタも無い気がする。


　なんとなく、エクスカリバー伝説のルーツが分かってきてしまった。


　天空郷から投下され、あまりにも地面に深く刺ささったエクスカリバーは、そう簡かん単たんには引き抜けず。やがて、選ばれた者だけが抜ける剣……そんな風に、段だん々だん話が大きくなっていったに違ちがいない。


「ま……お前さんがどういう事じ情じようで地上に来たのか、大体分かったよ」


　ややこしそうなため息をつきながら、ジャンは言った。


「最初にエクスカリバーを引き抜いた男は……今いま頃ごろどこにおるのかのう」


　ポツン、と呟つぶやくウラヌス。


「妾は……天空郷へ帰れると思うか？」


　寂さびしげに聞くウラヌスの姿すがたに、オレは、少しだけ同情の気持ちを感じた。


　彼女にとってこの地上は、全く孤こ独どくな世界。なんせ、世界中を探さがしても、自分の事を知ってくれている人間や、待ってくれている人間が、誰一人として存そん在ざいしないのだ。


　代々のしきたりとはいえ、一○歳でそんな状況に直面するのは、実はかなり壮そう絶ぜつな状況ではないだろうか？


「とりあえず。明日、俺おれ達たちの仲間で集まるからよ。そこで、いろいろ作戦立ててやるよ。俺ら、作戦考えるのは得意だし、期待してていいぜ？」


　ジャンも同じ様な事を思ったのだろう。


　再ふたたびウラヌスの頭に手を置きながら、安心させるような声で言った。





　こうして、オレ達とウラヌスの話し合いは終わった。


　ジャンは家へ帰り、また、ウラヌスは聖せい剣けんの中に自在に戻もどれるらしく、自分の部屋に帰るような調子で、工こう房ぼうの隅すみの聖剣内へ戻って行った。


「なんか今日、いろいろありすぎて……すげぇ疲つかれた」


　久ひさしぶりに心地ここちよい疲ひ労ろうを感じながら、オレもロフトの上にある布団ふとんに潜もぐり込こむ。


　その夜は、静かな夜だった。


　オレも、いつもでは考えられないくらい、ぐっすりと熟じゆく睡すいしてしまう。


　そして、人生最悪の一日が始まる。










　パート３・急きゆう転てん直ちよつ下かの少年







「あの……できれば、剣の中に入ってて欲ほしいんスけど」


　オレは、隣となりをピッタリくっつくように歩く暗い銀ぎん髪ぱつの少女に、できるだけ穏おん便びんな口調でそう告げた。


　夕方五時前。オレ達は集合の約束があるスカイ・フォークへ向かうべく、西二番街かい道どうを歩いていた。今日のフランはこれから雨でも降ふるのか、まだ日が落ちていないにもかかわらず、不気味に暗かった。


「剣の中へ？　何な故ぜじゃ？」


　隣のウラヌスは、不満そうに答える。


「何故って……無む駄だに世間を騒さわがせるからですよ」


　言ってるそばから、すれ違った通行人が、オレとウラヌスを見るなりぎょっと目を大きく見開き、しばらくこっちを凝ぎよう視ししている。


「ほら……目立つんですよ、やっぱり」


「うーむ……妾わらわも天てん空くう郷きようの王女じゃ、自分が美しい事は自覚してはおったが」


「違います。見み惚とれられてるんじゃなくて、街を闊かつ歩ぽする半透明の少女に、みんな仰ぎよう天てんしてるんです」


　人とすれ違うたびに、ビクッと震ふるえられるのはかなり堪こたえる。オレ、取り憑つかれたと思われてるんじゃないだろうか……？


　ちなみに、ウラヌスは一○歳さいという事だから、年上のオレは敬けい語ごを使う必要はないけれど、オレは面めん倒どうだから敬語のままで話していた。オレがタメ口で話す人物はめったにいない。


「ひっく」


　突とつ然ぜん、隣でしゃくりあげるような声が聞こえた。


　まさかと思いつつ、隣のウラヌスを見たオレは──絶望的な気分を感じた。


　予想通りウラヌスは、肩かたを震わせ暗く俯うつむき、今にも号ごう泣きゆうスイッチが入りそうな状じよう態たいになっている！　何故!?


「このまま天空郷に帰れなければ、妾は、ひっく、ずっと、この姿のまま……。ひっ。このままずっと怨おん霊りようの様に扱あつかわれながら、妾は、永えい遠えんに、生きて、うぇ」


「い、いきなりネガティブすぎでしょ……。だ、大だい丈じよう夫ぶ。いまからイッコ姉さん達に会いますから、なんかいいアイデアでますよ！」


　オレは、オレとは思えないような気休めの言葉を口にしていた。いや、泣かれるよりずっといい……。


「ひっ……本当、か？」


「ほ、本当です。命かけます」


「……ひっ。よか、ろう。お主を信じてやる」


　結局偉えらそうにそう言うとウラヌスは、水に潜もぐるように、オレが鞘さやから出したエクスカリバーに戻っていった。なんなんだ……。


　普ふ段だん偉そうなクセに、ささいな事で号泣するあの性せい格かく……厄やつ介かいだぞ。


　と、言ってる間に、


「ケンジー！」


　ノン姉さんがオレを呼よぶ声が聞こえてきた。いつの間にかオレは、スカイ・フォークの前まで歩いてきていたようだ。


「遅おそいわよ、アンタ」


　イッコ姉さんの声。


　確たしかに、珍めずらしくオレが一番遅かったらしい。


　見ると、そこにはエクスの面々……ノン姉さん、イッコ姉さん、ジャン、ミニィさん、そして帰って来たドノヴァンさんが集結していた。


「あれ？　ていうか、何やってんスか？　店の中で集合だったんじゃ……？」


　誰だれに聞いたものやら分からず、ひとまずオレはイッコ姉さんに聞いた。


「ん」


　イッコ姉さんはそれだけ言って、親指だけで一方を指した。


　親指の先を見て──オレは失礼ながら、思わずビクッと震える。


「デ、デクさん……いたんスか」


　この人、平へい常じよう時じは恐おそろしいくらいに気配が無い。


　イッコ姉さんの親指の先にいたのは、ノン姉さんの旦だん那な、目が隠かくれるほどボサボサに髪かみを伸のばした男性、デク・ライアンさんだった。フランにいるノン姉さんを迎むかえに来たのだろうか？


「ケンジー。デクさん、私達に大事なお話があって、仕事早そう退たいしてくれたんだってー。だよね？　デクさーん」


「ええ。それでですね、ハッキリ言って、あまり声を大にして話せるような話題ではないのです。できれば、みなさんと僕ぼくだけが話せるような、そんな場所でお話ししたいと思っていて……」


　少し神しん妙みような口調でデクさんは言う。


「だから、みんなでライブウィンドウ・ブレイドでも行こうかって話してたのよ。ケンジもそれでいいでしょ？」


　なるほど、だからスカイ・フォークに入ってなかったのか……確かにスカイ・フォークは、静かに話し合うような店ではない。


「いいっスよ」


　話はまとまる。オレ達はスカイ・フォークには入らず、ゾロゾロ連れ立って、そのままライブウィンドウ・ブレイドへ向かった。








　武ぶ器きや備び品ひんが所ところ狭せましと置かれた、ライブウィンドウ・ブレイドの奥おく。


「しかし、何からお話しすればいいのか……」


　むやみにリッチな応おう接せつ室しつで、エクスの六人を前にした、デクさんの話が始まろうとしていた。


　しかし……それ以前に気になるのが、ドノヴァンさんが手て際ぎわよく暖だん炉ろに火をおこしたり、ノン姉さんが置いてあるポットで普通にコーヒーを淹いれている姿すがただ。


　自分で武器を置きに来た時は気にしなかったけど、ここって本来他人ホリイの家なんだよな？　一応ホリィに了りよう解かいはとってあるという話だけど、オレ達、いくらなんでもこの家使いこなしすぎじゃないか……？


　万が一、前みたいにメンバーが全員普通に働ける状じよう態たいで、ここ以外に武器をタダで保ほ管かんできる場所を見つけていたなら、オレ達そのうちこの建物を乗っ取っていたかもしれないな……。


「デクさん、話してよ。仕事早退してフランまで来たんだから、タダゴトじゃあないんでしょ？」


　イッコ姉さんが言うと、デクさんは苦く悩のうするような表ひよう情じようで、少しだけ頷うなずき、


「……ええ、ただ事ではないんです。お話ししたいんですが……そうですね。その前にみなさんは、僕の職しよく場ばの事をご存ぞん知じですか？　そこから話が始まるんですが」


「騎き士し警けいでしょ？」


　イッコさんが即そく答とう。


　ドノヴァンさん以外はみんな知っているので、黙だまって頷く。


　騎士警。略りやくさず言うと、国こく際さい騎き士し警けい察さつ機き構こう。


　フランの聖堂騎士団テンプルナイツみたいな、街ごとに存そん在ざいする『秩ちつ序じよを維い持じする機関』を連れん携けいさせる、言わば聖堂騎士団テンプルナイツの上司みたいな機関だ。必要なら指し示じを出したりもする。


　デクさんは、ペジナの塔とうのドラゴンキラー試験の時、ドラゴンチュラが大量発生した現げん場ばで誰よりも冷静に動き、それが騎士警の人間の目に留とまって、騎士警に栄転する事になったのだ。


　しかし、騎士警に昇しよう進しんすると、必然的にフランを離はなれザーパン勤きん務むになってしまうので、もちろんデクさんは、


「ノンさんを不幸にしてしまう！　僕仕事辞やめます！」


　などと当初騒さわいでいたが、他ほかならぬノン姉さんが、デクさんが認みとめられた事を心から喜び祝福したので、二人は結局ザーパンへ旅立っていった。


　それが原げん因いんで、ザーパンの生活とフランの仕事を両立しようと、ノン姉さんが無理をする事になっているのだが……。


「そのエリート軍団の騎士警と、アタシ達と。全然関係無さそうだけど？」


「あるんです、今日からは……」


　デクさんはそう言うと──持っていた黒くろ革かわの鞄かばんから、一枚まいの紙を取り出した。


「？　なーにー、その紙ー」


「実はですね……今日、国際騎士警察ザーパン支し部ぶに、一枚の命令書が送られてきまして。いや、見てもらった方が早いな……どうぞ」


　紙をオレ達に手て渡わたすデクさん。


　訳わけが分からず、何気なくその紙を覗のぞき込むオレ達。


　しかしそこには──目を疑うたがうような事が書かれていた！














　・捜そう査さ協力の要よう請せい


　・指名手配犯はん『マーガス・アルニレックス』の件けんについて









　二週間前、前人未踏領域ノース・エンデにて共犯者一名と共に、魔ま導どう会社オズの技ぎ術じゆつ部長サラディン・オズ氏を襲しゆう撃げき、マジックドール三体を破は壊かいした上、聖せい剣けんエクスカリバーを奪うばって逃とう走そうした、元アスベルレンジャースクール訓練生マーガス・アルニレックス容よう疑ぎ者しやを、現げん在ざい、国際騎士警察機構北大陸支部では、伝説武器強ごう奪だつ・器物破は損そん・公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がいの罪ざい状じようで捜そう索さく中。


　よって、捜索、及および確かく保ほに関して、ザーパン支部に協力を要請す。





　ザーパン支部は、サラディン・オズ臨りん時じ協力指し揮き官が到とう着ちやく次し第だい、サラディン氏の指揮下に一時編へん入にゆう。サラディン氏の指示を仰あおぎながら、容疑者の故こ郷きよう、フランを重点的に捜査する事。


　以い降こう、この件に関しての全ぜん権けんを、サラディン特別指揮官に一いち任にんする。以上。




【国際騎士警察連れん盟めい・北大陸支部】














「えぇと……えぇ？」


　正直言って、オレはこの紙に書いてある事がすぐには理り解かいできなかった。


　指名手配犯『マーガス・アルニレックス』が、サラディン・オズ氏とやらを襲撃。マジックドール三体を破壊して、聖剣エクスカリバーを奪って逃走……現在、伝説武器強奪・器物破損・公務執行妨害の罪状で指名手配をかけられている……？


「つまり、これってよ」


　妙みように間の抜ぬけた声で言ったのは、ジャンだった。


「マーガスが犯罪者として、今、世界中の騎士警察から追われてるって事だよな？」


　ジャンの言葉に、全員が顔を見合わせる。


「ハハ……」


「アハハ……」


　最初の一いつ瞬しゆん、何な故ぜか平和な笑い声が聞こえた。


　──しかし。


「ウフフ……」


「ハハ……って犯罪者ぁぁ!?」


　誰かが正気に戻もどった瞬間！


　オレ達は、かつてないほどの激げき震しんパニックに襲おそわれる！


「犯罪者ぁ!?　犯罪者マーガス!?」


「な、何やってんのアイツ!?」


「指名手配って何だっけー？」


「ていうか、マーガスの名みよう字じってアルニレックスって言うんスか!?」


「ボクも初めて知った……マーガスに名字、存そん在ざいしたのか……」


　とにかく、混こん乱らんするだけ混乱し尽つくした後、


「ど、どういう事よ、デクさん！　これなんなの!?」


　バン、と用紙をテーブルに叩たたきつけながら、イッコ姉さんが、ようやくこの紙を持ってきた人間、デクさんに話を振ふる。


「ど、どうもこうもありません。書いてある通り、現在マーガスさんは、聖剣エクスカリバーを奪った罪つみで、指名手配されています」


「あのねぇ。エクスカリバーだろうがなんだろうが、アイツが人の物盗とったりするワケ──ん？」


　ぴくっ、とイッコ姉さんが言葉を押おし留とどめた。


　その瞬間、イッコ姉さん、ノン姉さん、ジャン。この三人が、一いつ斉せいにオレの方に視し線せんを向ける。


　すぐにその視線の意味は理解できた。三人が見ているのは、オレではなく、オレが抱かかえている剣。


　なんてこった。


　指名手配の原げん因いん。聖剣エクスカリバーは、ココにあるじゃないか……！


「？　ケンジ君がどうかしたのですか？」


　一気にオレに視線が集まった事に気づき、デクさんが不思議そうに言ったが、


「べ、別に、なんでもないわ」


　イッコ姉さんはごまかす。


　確たしかに、今はまだこの事は伏ふせておいた方がいいかもしれない。


「でもデクさんー、やっぱりその紙間ま違ちがってるよー。マーガスは、自分がされてヤな事は、人にも絶ぜつ対たいしないコだよー？　人から物を盗ったりするワケないと思うー」


　のんびりとだが、ハッキリ言い切るノン姉さん。


　結けつ構こうマーガス、ノン姉さんから評ひよう価かされてるんだな……。


「安心して下さいノンさん。僕も、彼の事は知っています。僕は、この指名手配を信じていません」


　デクさんは、堂々と言い切った。おぉっ？　と声が上がる。


「なによりこの指令書、おかしな部分ばかり目立つんですよ。気づきましたか？」


　デクさんは、もう一度オレ達に指令書が見える様に持ち上げてみせた。


「おかしな所？」


「ボクには、マーガスにフルネームが存在した事くらいしか……」


「この男ですよ。サラディン・オズ。おかしいと思いませんか？　最初、サラディン氏はマーガスさんに聖せい剣けんを奪うばわれた被ひ害がい者しやとして書かれています。なのに指令書によると、今からこの男はザーパンに来て、臨時協力指揮官として、僕達を指揮下に置くとあります」


　デクさんは、紙に書いてある部分を指しながら言う。確たしかにそう書いてあった。


「ありえませんよ。この男は、オズの社員というだけで、国こく際さい騎き士し警けい察さつの人間でもなんでもないんですよ？　そんな男にこれほどの権けん限げんを与あたえると言うのは、何か裏うらがあるとしか考えられません」


　やや憤ふん慨がい気味に言い切るデクさん。


「このサラディンがザーパンに到とう着ちやくするのは、恐おそらく数日後。それまでは、みなさんの生活に大きな変化は無いと思いますが、問題はこのサラディンがザーパンに到着した後、フランを訪おとずれてからです。マーガスさんと関係の深かったエクス・ガリバーのみなさんは、かなりマークされ、執しつ拗ように事じ情じよう聴ちよう取しゆを受ける事になると思います」


　事情聴取……オレ達は、顔を見合わせた。


　まずいかもしれない。なんせオレ達の手元には、エクスカリバーがあるのだ。


「念のために聞いておきますが……みなさんは、マーガスさんの居い場ば所しよをご存知ではないですよね？」


　心配そうに、デクさんは聞いてきた。


　全員が、すぐさま頷うなずく。本当に知らなかった。


「マーガスさんと一いつ緒しよに、サラディン氏を襲しゆう撃げきしたという、共犯者については？」


　聞かれたが、これも本当に心当たりが無い。全員首を横に振る。


　マーガスと共に追われる男……一体誰なんだろう？


「では、何か連れん絡らくを受けたりは？　こっそり会ったり、手紙を受け取ったり」


　この質しつ問もんにだけは、さすがにオレ達は固まった。


「イッコちゃん……」


「……そうね。ケンジ。アタシ、デクさんには話しておいた方がいいと思うんだけど」


「……確かに」


　ドノヴァンさんとミニィさんもいるし、ここで話しておくべきかもしれない。


　オレは承しよう諾だく。


　そしてイッコ姉さんは、昨日、マーガスから〝この剣を守ってくれ〟というメッセージつきで聖剣が送られて来た事を、一同に説明した。


　オレは、流れでウラヌスも紹しよう介かいすべきかとも考えたが、いまこの状じよう態たいで説明してもますます混こん乱らんを招まねくだけだ。ウラヌスも聖剣の中で大人しいし、その件けんについてはひとまずオレは口を閉とざした。


「──というワケで。これが、指名手配犯はんマーガスが強ごう奪だつしたとか言われてる、聖剣エクスカリバーなのよ」


　イッコ姉さんは、最後にオレの抱えるエクスカリバーを指差し、説明を終える。


「マーガス……一体、どうしてエクスに聖剣を送ってきたりしたのかな？」


　ドノヴァンさんとミニィさんもかなり衝しよう撃げきを受けていたが、


「そうですか……そうですか」


　と辛つらそうに頭を抱えるデクさんが、どうも一番衝撃を受けているようだった。


「デクさんー、どうかしたのー？」


「い、いいですかみなさん」


　デクさんは、言いにくそうに、重い口調で語り始めた。


「真相はどうあれ、みなさんは指名手配を受けている仲間のマーガスさんから、強ごう奪だつしたとされている盗とう品ひんエクスカリバーを預あずかっているのです。これは……共犯者として見られてもおかしくない状じよう況きようです」


〝共犯者〟


　さすがにその言葉に、全員の表情が固くなった。


　強盗共犯者の罪つみの重さはよく知らないが、少なくとも、伝説武ぶ器き関連の犯はん罪ざいがのきなみ重罪なのは有名だ。


　大昔、大陸最強と呼よばれていた勇者が、伝説武器の窃せつ盗とうが原げん因いんで死し刑けいになったっていう話もあるくらいだし……。


「マーガスさんが勝手に送りつけてきただけで、預かる気なんて無い！　と騎士警に聖剣を突つき出してしまえば、共犯者扱あつかいもされないと思うんですが──」


　デクさんはそう言い、オレ達を見み渡わたしたが、すぐにため息をついた。


　全員がデクさんをギロッとにらみつけている。


　確たしかに共犯者になどされたくはない。


　でもこの聖せい剣けんはマーガスから預かっているんだ。共犯になるのが怖こわいからって、簡かん単たんに騎き士し警けいに渡したりはできない。


「──そういう事を、みなさんはしてくれませんよね……」


　諦あきらめたように、デクさんは弱々しく言う。


「こうなったらさ、今度来るそのサラディンとかっていうのから、聖剣を隠かくし通すしかないわ……！」


　イッコ姉さんが、低い声で言った。


「アタシ達が聖剣を持ってる事さえ悟さとられなきゃ、共犯者扱いもされずに済すむし、もちろん、マーガスから預かってる聖剣を渡さずに済む」


「なるほど」


　全員が頷うなずいたが、


「アナタ達は、またそんな危あぶない橋を……」


　デクさんは、ますます頭を抱かかえて唸うなってしまった。


「仕方がない……」


　デクさんは弱々しくそう言うと、ふらふらと立ち上がった。


「？　デクさん、どこ行くんスか？」


「僕ぼくも、ひとまずマーガスさんの巻まき込こまれた事件の真相を探さぐってみますよ……。マーガスさんの無実が証しよう明めいできれば、みなさんが聖剣を持ってても罪にはならないだろうし……」


　肩かたを落としたまま、デクさんは言う。


「あら、それは心強いわ。騎士警の人間に協力してもらえれば、百人力だし」


「というか騎士警の人間なのに、僕は何をしてるんだ……？　バレたらクビじゃ済まない……」


　ますます肩を落としてデクさんは言う。確かにデクさんは騎士警の人間なのに、マーガスを捕つかまえる作戦を、阻そ止しする側に回ってるんだもんな。かなり危ない橋を渡る事になるのかもしれない。


　しかし。


「デクさーん……ゴメンねー？」


　ノン姉さんが声をかけた瞬しゆん間かんだった。


「え!?　い、いえ、そんな！　ノンさんは謝あやまらなくてもいいんですよ!?　僕はノンさんにそんな顔をさせるために言った訳わけじゃないですし！」


　焦あせったように言うデクさん。


　そして、それがスイッチだったのだろうか？　デクさんは、周囲を置き去りにして、いきなり燃もえ上がり始めた。


「そうだ……何を弱気になっているんだ僕は？　この馬ば鹿か野や郎ろうが！　ノンさんが無実と言うなら、誰だれがなんと言おうと、マーガスさんは無実に決まってるじゃないか!!」


　自分の頭をガンガン殴なぐりつけながら、デクさんは叫さけぶ。


「え、えぇぇ……？」


「あ、あのさ、デクさん？」


「ようし、そうと決まれば結果を出すんだ。まずは情じよう報ほう収しゆう集しゆうだ。以前のコネを最大限に利用、アイツとアイツにアポを取る、それから次に──」


　ブツブツ凄い勢いきおいで独ひとり言を言いながら、デクさんはそのまま挨あい拶さつもせずライブウィンドウ・ブレイドからスタスタ歩き去ってしまった。


「け、結局やる気満々になってくれたわね、あのお方……」


　イッコ姉さんが、全員の気持ちを代だい弁べんするように呟つぶやく。


「だってデクさん、エクスのみんなの事、大好きだもんー」


　ノン姉さんが嬉うれしそうに言ったが……あの人、明らかに姉さんの言葉にだけ、異い常じような反はん応のうを見せてたと思うんスけど……？





　　　　※




　デクさんは行ってしまったが、オレ達はライブウィンドウに留とどまって、いろんな情報を確かく認にんし合う事にした。


　謎なぞの聖剣を送りつけてきたと思ったら、送り主のマーガスは、指名手配で世界中から追われていた。しかもオレ達も、後日来る騎士警の人間から、聖剣を隠し通さなければならない羽は目めになった……事じ態たいのややこしさは、ある意味過か去こ最高かもしれなかった。


　なんせ今度の相手は、世界中の正せい義ぎの象しよう徴ちよう、騎士警察なのだから。


「まず、最初から教えて欲ほしい。確か、昨日、マーガスから聖剣と手紙が送られてきたんだよね？」


　不思議そうに聞いたのはドノヴァンさんだった。ドノヴァンとミニィさんは、その辺りの事情をまだよく知らない。


「どんな風に送られてきたの？」


「どんな風？　確か、布ぬのに包まれた状じよう態たいで、あのエクスのオブジェに突つき挿ささってたんでしょ？　ケンジ」


「そうです」


　オレが言うと、ドノヴァンさんはゆっくりと頷いた。そして続ける。


「その布とか手紙ってまだある？　ボクも見ておきたいんだけど」


　もちろん、こっちは初めから見せるつもりで持ってきている。


「どうぞ」


　オレは、持ってきていた聖せい剣けん、聖剣を包んでいた布、例の手紙、全すべてを取り出し、ドノヴァンさんに手て渡わたした。


「あの……ミニィも見てないし、ミニィにも見せて欲しいんですけど」


　何な故ぜか少し不ふ機き嫌げんな口調で、ミニィさんがドノヴァンさんに呟いた。


「う、うん。いいよ」


　それにぎこちなく答えるドノヴァンさん。


　この二人、何ともいえない雰ふん囲い気きだが……大だい丈じよう夫ぶなのだろうか？


　二人は、まず手紙の方に目をやった。


「〝この剣で、アトラへ向かえ〟……だって☆　ホントに短いお手紙ですねぇ」


　手紙を一瞬で読み終えたミニィさんが、呆あきれたような感想を漏もらす。


　続いて二人は包みの方もチェックし始めたが……わざわざチェックするような部分が何も無いのは分かりきっていた。


　当然、ドノヴァンさんはすぐに顔をあげた。


「……情報、これだけなの？」


　本気で困こまったようにドノヴァンさん。


「これだけなんだよ」


　と、ジャン。


「他ほかに、何か手掛かりになりそうなものは？」


「残念ながらねーな。……手掛かり少なすぎて、ビックリすんだろ？」


　皮肉っぽく笑いながら、ジャンは言う。


「…………。騎き士し警けい察さつに追われて、手紙書いてる余よ裕ゆう無かったのかな？」


「さぁな。一体どこから送ってきたのかもわかんねーし……。アイツ、今いま頃ごろどこで、何やってんだか……」


　ジャンが、遠い目で独ひとり言の様に呟く。本当にその通りだ。


　マーガス、アンタ一体、どこで何をやってるんだよ……？





「ちょ、ちょっと待って下さい！」


　そんな雰囲気の中だった。


　包みを見ていたミニィさんが、唐とう突とつに叫さけんだ。


「な、なによ？　何か発見したの？」


「こ、これ！　切手！　切手が貼はってあるじゃないですかっ！」


　興こう奮ふん気味に言うミニィさん。


　しかしオレ達は、困ったように顔を見合わせた。


「そりゃ……郵ゆう便びんで来たんだから、切手くらい貼るんじゃないの……？」


　イッコ姉さんも、冷静に言葉を返している。


「ち、違ちがいますぅ！　みんな、この切手に見覚え無いんですか？」


　切手をこっちに向けて、必死に訴うつたえかけるミニィさん。


「見覚え？」


　なんだなんだ、と全員が切手に注目し始めた。


　どういう事だ？　オレは、昨日もその切手はしっかりと見たが、見覚えなんて無かった。昨日も今日も、貼ってあるのは大型郵便専せん用ようの、見た事も無い特とく殊しゆな切手だ。


「ほら、この切手に書いてある黒い山みたいなの……見覚えないですか？」


　切実な口調で訴えるミニィさん。確かに切手には、何やら山脈が連なったようなイラストが書き込まれていた。


「悪いけど、アタシ達別に山に詳くわしくないから……」


「違う違う！　これ、山みたいだけど、山じゃないんですぅ！」


「はあ？」


「モウ！　ノンセンパイやジャンジャンも、覚えてないんですか？」


　相当悔くやしそうにミニィさんは言った。


「プラムローズさんの作品集みたいなの、一度みんなで見た時あったじゃないですか☆　これ、載のってたでしょ？」


「お、思い出した」


　最初に反はん応のうしたのは、ドノヴァンさんだった。


　そしてドノヴァンさんは、自分自身もまだ信じられない、といった表ひよう情じようで、


「コレ……ダークセイバーだよ」


　と衝しよう撃げきの解答を繰くり出した。


「ダ、ダークセイバーだぁ!?」


「ダークセイバーってー、トッドやサエちゃんの働く、あのダークセイバー？」


　ダークセイバーとは、天下一武ぶ器き屋や祭の時に仲良くなった、他よ所その武器屋。


　レイムーヴ、クロエさん、トッドさん、サエ、この四人しかスタッフはいないが、天下一武器屋祭を三連覇ぱするなど、世界的に活かつ躍やくする強きよう豪ごう武器屋だ。


　そうだった──オレもようやく思い出した！


　何の因いん果がか、ダークセイバーの店てん舗ぽは、新生エクスと同じく、天才プラムローズ・ファミリアが建けん設せつした物なのだ。


　プラムローズさんの作品集に載のっていた、まるで黒い山脈のような武器屋の姿すがたが、鮮せん明めいに記き憶おくに蘇よみがえる。


「それからこの切手。これ、ダークセイバーのある、フォースの街限げん定ていの切手なんです☆　フォースの街から送った郵便にしか使われないんです！」


「マ、マジで!?」


「ていうかミニィ、なんでそんな詳しいのよ？」


「えへ。だってミニィ、ダークセイバーのお友達と、文通してるもん☆」


　ニコッ、と会心の笑えみを浮うかべるミニィさん。


「ダークセイバーの友達？　そ、それは、誰？」


　ドノヴァンさんが聞くが、


「やだ。ナイショだもん」


　ミニィさんはぷいっ、とそっぽを向いた。


　そういえば、ダークセイバーには、ミニィさんが長年探さがし求めていた初はつ恋こいの男レイムーヴがいる……。


　まさか……という雰ふん囲い気きが場に流れたが、真相を確かく認にんする勇気のある人間は、ここには一人もいなかった。


「しかし、その文通のおかげで、いきなりでっかいヒント見つかったじゃねぇか……」


　言ったのは、ジャン。


「ですね。この切手が、フォースの街から送った物にしか貼られないって事は……少なくともマーガスも、剣けんを送った時は、フォースの街にいたって事になる」


　オレの言葉に、全員、興奮気味に頷うなずく。


　今もまだフォースにいるかどうかは分からない。しかし、何一つ分からなかったさっきまでに比くらべれば、格かく段だんに道が開けた気がした。


「つーか、ダークセイバーの連中がいるフォースの街にいたって事は、あの野や郎ろうもしかして、ダークセイバーに匿かくまって貰もらってたりするんじゃねーか？」


　ジャンが言ったその展てん開かいは、十分有り得そうにも思えた。


　相変わらず、分からない事だらけだったが……少しだけ、マーガスの足取りは摑つかめてきた。


　これは……大人しく取り調べなんて受けてる場合じゃないんじゃないか？


　みんなも、同じ結けつ論ろんに辿たどり着いていたんだろう。


「ねぇ、こうなったらさ。みんなでフォースへ──」


　実じつ際さいにイッコ姉さんは、そこまで言葉を口にしていた。


　しかし……そこで事じ件けんは突とつ然ぜん起こった。





　ドンドドドド！


　明らかに、友好的では無い、乱らん雑ざつなノックの音。


　ライブウィンドウ・ブレイドの扉とびらが、激はげしく叩たたかれていた。


「誰よ、せっかくいいトコだったのに──」


　不満そうに言い残し、仕方なさそうにイッコ姉さんは応おう接せつ室しつを出て、玄げん関かんへと向かった。


「ホリィがいねぇライブ・ウィンドウに、誰が来るんだ？」


「新聞の勧かん誘ゆうかなんかじゃないスか、どーせ」


　その間オレ達は、全く緊きん張ちよう感の無い会話を繰り広げていたが、


「は？　え？　ちょ、ちょっと待ちなさいよ！」


　その緩ゆるんだ空気を張はり詰つめさせたのは、ライブウィンドウ中に響ひびき渡わたった、イッコ姉さんの声だった。


「な、なんだ!?」


　異い変へんに気がつき、オレ達も応接室を出ようとしたが、その必要は無かったようだ。


　騒そう動どうの主は、向こうの方から、応接室に乗り込こんできたのだ。


「は？　だ、誰ですか？」


　一番先頭で応接室から出ようとしていたオレは、思わず聞いていた。


　目の前に立っているのは、三○歳さい前後の、かなり肥ひ満まん体型の男だった。


　人を蔑さげすむような目つきで、一目で感じの悪い雰囲気が見て取れる。


　さらにその男を挟はさむように、左右に一人ずつ、オリーブグリーンの軍着と軍ぐん帽ぼうを着用した、表情の見えない不気味な男がつっ立っている。


　なんなんだ、この三人は……？


「ちょっと！　何勝手に上がり込んでんのよアンタ達!?　ここ、アタシ達の家なんだけど!?」


　かなり怒いかり狂くるいながら、イッコ姉さんも応接室に戻もどってきた。


　ていうか姉さん、ここ、ホリィの家っス……。


　しかし、イッコ姉さんに怒ど鳴なられた肥満の男は、別段気にする風もなく、ニヤニヤと下品な笑えみを顔に貼はり付けていた。


「何がおかしいのよ？」


「悪いがな。僕ぼくは許きよ可かされてこの家に上がり込んでいるんだ」


　そう言うと、肥満男は手て帳ちようの様な物を取り出した。


「なっ」


　その手帳を見て、思わず凍こおりつくオレ達。


　なんと取り出された手帳には、『国こく際さい騎き士し警けい察さつ』の文字が大きく記されている。


「ま、まさか──アンタが、サラディン・オズじゃないでしょうね？」


　押おし殺すような声で、イッコ姉さんが聞く。


　サラディン・オズ。


　現げん在ざいオレ達が、絶ぜつ対たい会ってはならない相手……なのだが。


「ほう、驚おどろいたな。知っているなら話は早い」


　絶望的なくらいあっさり、肥満男は自分がサラディンである事を認みとめた。


「僕は国際騎士警察機き構こうのサラディン・オズ特別指し揮き官。エクスカリバー強ごう奪だつの容よう疑ぎ者しや、マーガス・アルニレックスの行方ゆくえを追うため、フランに捜そう査さに来た」


「ウソだろ……」


　あまりに最悪の展てん開かいに、全員凍りつく。


　馬ば鹿かな、サラディンが到とう着ちやくするのは、数日後じゃなかったのか!?


　もちろん、聖せい剣けんを隠かくすヒマなど無かった！　指名手配犯はんマーガスから託たくされた聖剣は、今まさに、ここにあるのだ！


　オレはひとまずエクスカリバーを背せ中なかの後ろに隠し、サラディンから徐じよ々じよに距きよ離りを取る。


　どうやらマーガスの情じよう報ほうを聞きに来ただけで、聖剣を探さがしに来た訳わけではなさそうだが……


「指揮官が来たって事はさ……ザーパンの騎士警連中も、店の前に待機してるの？」


　イッコ姉さんが、青い顔で聞く。


「いや。彼らには悪いが、僕は騎士警の協力なんて、最初から受けるつもりは無いよ。人間はどうも信用しきれないんでね。僕には優ゆう秀しゆうな人形がついてるし、権限さえ貰もらえれば、後は僕達だけで十分さ」


　ニッと笑って両りよう脇わきの軍服に目配せするサラディン。


　人形……って事は、左右のこの二人は、マジックドールか……？　そういえばサラディンは、あの魔ま導どう会社オズの技ぎ術じゆつ部長とか手配書には書いてあったが……。


　この様子では、どうやらサラディンはザーパンに寄よりもせず、フランに直行したらしい。どうりでデクさんの予想より早く、フランに辿たどり着いた訳だ……！


「しかし、随ずい分ぶんな驚おどろきようだな？　何か後ろめたい事でもあるのか？」


　いくらなんでも驚きすぎていたのだろう。サラディンは眉をひそめながら聞いてきた。固まるオレ達。


　なんとか、唯ゆい一いつこの状じよう況きようで軽口を叩たたけた男、ジャンが、


「い、いやぁ。なんつーか。俺達育ちが悪わりぃもんで、騎士警なんてお方にこられると、変に身み構がまえちまうっつーか。なぁ？　みんな」


　そう取り繕つくろい、オレ達もぎこちなく頷いたが──どう考えても、恐ろしく挙動不ふ審しんだろう。


　サラディンは、ますます不審げに首を傾かしげて、


「……まぁいい。とにかく、手間が省けて助かった。お前達はここにいるかもしれないと言うので来てみれば、重要参考人、全員集合とはな。お前達が、『エクス・ガリバー』とかいう武ぶ器き屋やで、マーガス・アルニレックスと共に働いていた連中だな？」


　サラディンは、早さつ速そくオレ達に質しつ問もんを投げかけてきた。


　さすがに騎士警相手にシラを切きる事はできない。


「それは……そうです」


　オレ達は渋しぶ々しぶ認める。


「よろしい。アルニレックスの親類は、この街にはいない。頼たよるとすれば、まずお前達だろうからな。国際騎士警察の権けん限げんの下もと、お前達は、徹てつ底てい的にマークさせてもらう」


　容よう赦しやの無い口調でサラディンはそう言う。


　……ん？　親類が、この街にいない？


「あれ？　マーガスの両親って……もうとっくに世界旅行から帰ってきてる筈ですよね？」


　オレはふと気になって、隣となりのイッコ姉さんに聞いてみた。


「ああ。マーガスのオバちゃん達は、旅行先のカジノでボロ儲もうけして、世界旅行を強ごう引いんに継けい続ぞく中。なんだかんだ言いながらあの人達、一生世界旅行するつもりなんじゃないの？」


「えぇぇ……？」


　なんて親だ……！　よくグレなかったな、マーガス。


「アルニレックスの両親の行き先は、二人の思いつくままなので、恐らくアルニレックスにも予よ測そくできない。おかげで僕は、お前達にターゲットを絞しぼる事ができるがな」


　ニヤッと嫌いや味みに笑うサラディン。


「さぁ、無む駄だ話はこの辺にしよう。時間が惜おしい。早速だが、ここで事情聴ちよう取しゆをさせて貰もらうよ」


　それだけ言うと、サラディンはパチンと指を鳴らし、マジックドールに何か合図をした。


　ジィィ……という音がマジックドールから響ひびき始める。オレ達の会話を記き録ろくしている……？


「単刀直入に聞くが。お前達は、アルニレックスが今どこにいるか知っているか？」


　淡々と聞いてくるサラディン。


「いえ……知りません」


　これは、本当に知らない。


「では、心当たりは？」


　フォースの街──全員、その言葉が、脳のう裏りをよぎったと思うが、


「……ありません」


　ジャンが、かろうじて平静を装よそおってそう答えた。


　しかし……サラディンは既に、オレ達の妙みような空気に気がつき始めている。


　疑うたがわしそうに、ぎろっとオレ達を睨にらみつけるサラディン。


「……何か妙だな。貴き様さまら、噓うそをついてるんじゃないだろうな？」


「い、いえ」


「一つだけ言っておこう。国こく際さい騎き士し警けい察さつ相手に噓をついて、ゴメンなさいで済すむと思うなよ？　こっちは犯はん罪ざい者しやを相手にしてるんだ、任にん務む遂すい行こうのためなら、ガキ相手でも一いつ切さい容赦はしない」


　完全に脅おどす口調でサラディンは言う。


　これには、さすがにオレ達も静まり返った。


　実際この男には、捜そう査さを邪じや魔ました場合、その人間をひっ捕とらえるくらいの権限が与えられているのだ……。


「あのー」


　そんな中。いつもと変わらない口調で質問したのはノン姉さんだった。


「なんだ？」


「本当に、マーガスがエクスカリバーを盗とったんですかー？　私、何かの間ま違ちがいだと思うんですけどー」


「フン……昔の仲間を信じたい気持ちも分かるがな。残念ながら、間違いない。なにせ僕は、アルニレックスにマジックドールを破は壊かいされ、聖せい剣けんを奪うばわれた当人なんだからな」


　自信満々に言い切るサラディン。


「ホントにホントにマーガスでしたー？　人違いだったんじゃー？」


「くどいな。悪いが僕のマジックドールには、破壊される瞬しゆん間かんまで見ていた映えい像ぞうを記き憶おくする装そう置ちがついている。アルニレックスが僕の人形を破壊している映像が、証しよう拠ことしてあるからこそ、現げん在ざい奴やつは正式に指名手配されてるんだ。仲間を想おもう事は素す晴ばらしいが、少しは被ひ害がい者しやの僕の気持ちにもなって欲ほしいものだな」


　不ふ愉ゆ快かいそうにサラディンは言う。


　サラディンのマジックドールを、マーガスが破壊する映像──。


　マーガス……まさかアンタ、本当にサラディンからエクスカリバーを奪ってしまったのか？　オレは、アンタの無実を信じ続けていいのか？


　背せ中なかの後ろで聖剣を握にぎりながら、オレは段だん々だん迷まよい始めていた。


　その時だった。


「事じ情じようはイマイチ分からんが……つまり、お主が、最初にエクスカリバーを引き抜ぬいた地上人か？」


　偉えらそうな少女の声。


　オレは凍こおりついた。いつの間にか、オレの右横に、半はん透とう明めいの銀髪天てん空くう郷きよう少女──ウラヌスが出現していた。


　な、なんてタイミングで出てくるんだ、コイツ!?


　今オレ達が、聖剣を必死に隠かくし通そうとしてる状じよう況きようだって、把は握あくしてるんだろうな……？


「ア、アンタ、誰だれ!?」


　唐とう突とつに現あらわれた半透明の少女に、オレとジャン以外は驚きよう愕がくしている。当たり前だ！


「ケンジ君、この人知ってるの？　幽ゆう霊れいさん？」


「い、いえ、幽霊というか……」


「失礼な。幽霊ではない。ところで、そこの太っちょ。お主が、エクスカリバーを最初に引き抜いた人間か？　妾わらわは、天空郷に帰るため、どうしても最初に剣を抜いた人間を探さがさねばならんのだが」


　相変わらず、偉そうな口調で言うウラヌス。


　さすがにサラディンも少し驚いた様子だったが、


「そ、そうだ。いかにも、僕が最初にエクスカリバーを抜いた人間だ」


　と、サラディンは自分に言い聞かせるようにそう答えた。


　次の瞬間だった。止める暇ひまも無かった。ウラヌスは、絶ぜつ対たい言ってはならない言葉を口にした。


「よかろう。ここに、お主が引き抜いたと言う、エクスカリバーが置いてある。柄つかを握にぎって、自分が選ばれた人間なのかどうか、証しよう明めいしてみせい」


　あっさりオレの後ろを指差しながら、エクスカリバーの位置をサラディンに教えてしまうウラヌス。やっぱりコイツ、悲しいくらいに事情が分かってねぇ！


　エクスのメンバーからも、


〝な、何言ってくれてるんだこの女!?〟


　そんな視し線せんが、ウラヌスへ集中した。


　そして当然、サラディンの顔色は、みるみるうちに変わる！


「エ、エクスカリバーだと？……おいチビ、お前の後ろにある物を見せろ」


　その言葉に、オレは完全に固まった。


　くっ、見せたくない……！　オレは無言の抵てい抗こうを試みたが、


「早く見せろ!!　無理やり奪ってもいいんだぞ？」


　サラディンがそう言うと、軍服マジックドールが、こっちに向かって動き始めてしまう。


「ケンジ。……しゃあねぇ、出せ」


　ジャンも言う。


　クソォ……！　恨うらむぞ、ウラヌス。


　オレは抵抗を断だん念ねん。エクスカリバーをサラディンに見える様、前に差し出した。


「お、おお!?　そ、それは……！　鞘さやから抜いてみせろ！」


　興こう奮ふん気味に言うサラディン。


　オレは仕方なく鞘から刀身を抜き、露ろ骨こつに嫌いや々いやな態度でサラディンに見せた。


　剣を見たサラディンの両目が、大きく見開かれる！


「こ、小こ僧ぞう……！　それを！　どこでどうやって手に入れた!?」


「そ、それは……。答えたく、ありません」


　オレは、なんとか言い逃のがれようとする。が、サラディンは気にもしない様に笑った。


「フッ……構かまわんさ。予想はつく。あの小僧、逃にげ切れないと悟さとり、聖せい剣けんだけを仲間に送ったんだな……！　ふははははは！」


　突とつ如じよ、壊れたように笑い始めるサラディン。


「なんて事だ……ふっ、なんて事だよ!?　小僧を追ってこんな田舎いなかに来てみれば、聖剣そのものが見つかりやがった！　どこまで強運なんだよ、僕ぼくは……！」


　そしてサラディンは、とうとうオレ達に向かって、最後の仕事を開始する。


　サラディンは最初に見せた騎き士し警けいの手て帳ちようを再ふたたび掲かかげ、


「ありがとう。助かったよ。国こく際さい騎士警察機き構こうの指し揮き官として、その剣を預あずからせて貰もらおう」


　と、こっちに歩み寄よってきたのだ。


　聖剣が没ぼつ収しゆうされる……！


　オレは、危き機き感を覚え、一歩、二歩と無む意い識しきのうちに後ずさった。


　応接室の、サラディンが塞ふさいでない方の扉とびら──あそこまで行けば、裏うら口ぐちに辿たどり着ける。


「おいおい。僕は騎士警察の意思で、マーガス・アルニレックスが強ごう奪だつした聖剣エクスカリバーを追っている人間だぞ？」


　そんなオレの動きに気づいたのか、サラディンが呆あきれた様に忠ちゆう告こくしてきた。


「僕も被ひ害がい者しやだが、ある意味、キミ達も被害者だ。元仲間に、盗とう品ひんを一方的に送りつけられたんだからな。だから安心していい。状じよう況きようを考えても、キミ達が罪つみに問われる可か能のう性せいは、今のところまず無い」


　何な故ぜかそんな事を言いつつ、サラディンは少しずつオレとの距きよ離りをつめてくる。


　しかし、オレを庇かばうように、オレとサラディンの間に、イッコ姉さんが立ちはだかった。


　それを見て、サラディンはニッと笑い、続ける。


「ただ……ここで大人しく聖剣を渡わたさなければ、どうなるだろう？」


　冷れい徹てつに声こわ色いろを変え、脅きよう迫はくする様な口調でサラディンは言う。


「分かるだろう？　盗品であるエクスカリバーを、目の前の国際騎士警察に引き渡さず、抵抗なんてすれば──その瞬しゆん間かんキミ達は、正しよう真しん正しよう銘めい、誰もが認めるアルニレックスの共犯者になってしまうんだ。伝説武器関連の犯はん罪ざいは重罪、僕の証言次し第だいで、牢ろう獄ごく入りも十分有り得るぞ？


　まぁ、キミ達はそれでもいいと言うかもしれない。が、自分の子こ供どもを犯罪者として投とう獄ごくされた親おや御ごさんの悲しみは、計り知れないぜ？　よーく考えな」


〝親御さんの悲しみ〟


　その言葉を聞いた瞬間。


　オレの目の前にいたイッコ姉さんは、すべての力を失ったように立ち尽つくした。


「しゃーねーよ……」


　言ったのは、ジャン。


「マーガスだって、自分の送った剣が原げん因いんで、俺おれ達たちに捕つかまって欲ほしくはねーだろうし……くれてやれ、ケンジ」


　舌した打うちしながら言う。


　分かってる……。


　向こうには、マーガスがマジックドールを破は壊かいした証しよう拠こがあるというし、どう言い繕つくろおうとマーガスは、現状、指名手配犯なのだ。


　ここで聖剣を渡さなければ、オレはマーガスの共犯者として捕まり、サラディンの言う通り、親父おやじにも迷めい惑わくがかかる……オレだって、この状況で聖剣を渡さないほど馬ば鹿かじゃない。


　しかし。


「ケンジ……」


　イッコ姉さんが、オレの名前を呼よんだんだ。


　姉さんの声は、「ケンジ、大人しく渡せ」と言う意味だったのか、「渡すな」と言う意味だったのか、どちらともとれる様な声色だった。


　しかし、それがどっちだったのかは、今は大した問題じゃない。


　ただ、イッコ姉さんの声を聞いた瞬間。オレの脳のう裏りに、連れん鎖さする様に、かつてイッコ姉さんが言った言葉が蘇よみがえった。





　あれは、まだ無事だった頃ころのエクス・ガリバーの店内。


　従じゆう業ぎよう員いん部屋で、オレと、イッコ姉さん、ノン姉さん。マーガスにジャン、それからドノヴァンさんとミニィさん……全員が集合して、何やら手を重ね合わせ、そこにイッコ姉さんが、鞘さやつきの剣を振ふり下ろし、結束を確たしかめ合う儀ぎ式しきをしている最中だった。


　はっきり覚えている。その時、イッコ姉さんは言ったじゃないか。








「いい？　アタシ達は、もう運命共同体よ。これから先……どんな絶ぜつ望ぼうが待ってたとしても、全員でそれを乗り越こえなくっちゃいけない。知ち恵えを出し合い、励はげまし合い、心の底から仲間を信じてそれを乗り越える……その覚かく悟ごが、みんなにある？」








　心の底から仲間を信じる……！


　弾だん丸がんのように胸むねに響ひびいたその言葉に衝つき動うごかされ、オレは迫せまってくるサラディンを見み据すえ、もう一度手の中の聖せい剣けんを握にぎり締しめた。


　マーガスは、オレ達を信しん頼らいして、この聖剣を送ってきた。


　だったらオレ達は、たとえ周りがどう言おうと、マーガスの信頼を裏うら切ぎっちゃいけないし──オレ達もマーガスを信じてやらなくちゃいけないんじゃないのか!?


　そう、少なくとも、オレ達だけは。





「本当に……本当にこの剣は、マーガスがあなたから奪うばった物なんですか？」


　ライブウィンドウ・ブレイドの応おう接せつ室しつ。


　目前に迫ったサラディンを前に、オレは思わず、もう一度確たしかめていた。


　サラディンは、ウンザリとした表ひよう情じようを浮うかべる。


「……くどいな」


「ケンジ？」


　他のエクスの面々も、不思議そうにオレを見ていた。


「……気になるんスよ。マーガスは、絶対そんな事しないし。だいたいサラディンさん。マーガスに、アンタから聖剣を奪う動機がありますか？」


「フン、知らないよそんな事は。ただ単に装そう備びしてみたくなったんじゃないか？　聖剣を」


　吐はき捨すてるようにサラディンは言うが……そんな事、あるだろうか？　それに、マーガスは仮かりにもアスベルのレンジャー候こう補ほ生だ。もし本気で奪う気があったなら、気づかれないよう、こっそり盗ぬすんだりできた筈はず……。


「とにかく、いきなり襲おそい掛かかってきたんだよ！　アイツは指名手配犯はんなんだよ！」


　急にヒステリックに叫さけび始めるサラディン。やっぱり、何かおかしい……！


　マーガスがこの男から聖剣を奪ったって言う話を、オレは、一○○％信じる事はできない。


　オレは──覚悟を決めた。


「やっぱり……この剣、渡わたせないっス！」


　オレは、真正面からサラディンを見据えながら、ハッキリ言った！


「はぁ!?」


　唐とう突とつに言い放ったオレの言葉に、サラディン、そしてサラディンだけでなく、エクスの面々、全員が目を点にしていた。


　サラディンが、絶ぜつ句くしつつ、オレに言う。


「お前は……僕の話を聞いていたのか？　ここで騎き士し警けいに逆さからえば、貴き様さまは完全に共犯者、つまり犯罪者だぞ？」




[image: ]


「……分かってます。でも、オレはマーガスを信じる。マーガスは、絶対アンタから聖剣を奪ったりしてない。それさえ証しよう明めいできれば、状じよう況きようはきっと変わる……！」


　オレは言いつつ、体を裏うら口ぐちの方へと向ける。


　共犯者にされてしまうか。大人しく聖剣を渡すか。こういう時、普ふ通つうの人は、どっちを選ぶだろう。


　以前のオレなら、間ま違ちがいなくリスクを避さけ、聖剣を渡していた気がする。オレも、いつの間にか、随ずい分ぶんエクスに染そめられてしまったのかもしれない……。


　でも、オレはもう決めた。


　マーガスは、絶対サラディンから聖剣を奪ったりしていない。最後まで、それだけは信じる。だったらこの剣は、誰にも没ぼつ収しゆうされたりする訳わけにはいかない。マーガスは、守ってくれって言ったんだ！


　オレは、じりじりと、裏口の方へ体を寄よせていく。


　この辺の地理は、オレの方が詳くわしい。外にさえ出れば、なんとかなる。


　そんなオレを見て、サラディンは焦あせり気味に、ヒステリックな叫び声をあげた！


「無む駄だな抵てい抗こうはやめろ小こ僧ぞう！　逃にげ切れるとでも思っているのか!?　いいか？　外に出ても、僕はお前がフランを出るより早く門を封ふう鎖さする。お前はこの街から出られない！　その後僕は、朝も昼も夜も、僕の人形全すべてで徹てつ底てい的にお前を探さがし尽つくすぞ！　最終的にお前はエクスカリバーを僕に渡すハメになり、おまけに牢ろう獄ごく行きのプレゼントまでつく。どうせ渡す事になるんだ、ここで大人しく渡しておけ！」


「ケ、ケンジ！　アンタ、マジで行く気!?」


　イッコ姉さんも、オレを止めるような口調で言ってくる。


　見れば、全員がオレを心配そうな目で見つめていた。


「大だい丈じよう夫ぶ」


　それに、聖剣強ごう奪だつの共犯者として追い回されるのは、オレ一人で十分だ。


「絶対、マーガスの無実を証明して帰ってきますよ。みんなも、元気で」


　オレがそう言った瞬しゆん間かん。


　とうとうサラディンの横の軍服マジックドールが、オレを捕とらえる気なのか、ピクッと体を動かし始めた。


　しかしそれと同時に、どんっ！　と誰だれかがオレを裏口の方へ強く突つき飛ばした。


　ジャンだった。


「行って来い」


　ジャンは短く言い──そしてオレは、何も言葉を返さず、それを合図にするように、そのまま足を踏ふみ出した！


　何やらイッコ姉さんが、サラディンと言い争っているのが聞こえる中、オレは、自分に出せる限かぎりの最高速度で、裏口に向かった！


「逃げたぞ！　追え、マジックドール！　貴様ら、道を開けろ！」


　サラディンの悲鳴のような叫び声。


　騒さわがしい怒ど号ごうと混こん乱らんの叫びを背はい後ごに聞きながら、オレはとうとう裏口から、死に物もの狂ぐるいで夜の西二番街かい道どうへと飛び出した！





　　　　※




　数分後──。


　手て頃ごろな大きさの樽たるの中で息を殺しながら、オレは目の前でウロウロしているオリーブグリーンの軍服男が遠ざかってくれるのを祈いのっていた。


　自分の呼こ吸きゆうの音すら命取りな気がして、オレは無理やり息を止める。


　が、走って逃げてた後だけに、息を止めると酸さん欠けつを起こしそうなくらい苦しかった。オーバーヒートを起こしそうな心しん臓ぞうが、異い常じようなくらい大きな音で動いている。


　しかし、そこまでやっているにもかかわらず、樽の前でキョロキョロ辺りを見渡す軍服男は、中々この場から去ってくれなかった！　オレがここにいる事を察知しているのか？


　気の遠くなるような時間、息を止め続けた結果──


　軍服男は、何の感かん情じようも無さそうに、オレの前から立ち去っていった。


　その瞬間、オレはどう、と息を吐はき出し、むせるようにしながら酸さん素そを吸すい込こんだ。


　クソ、見つかったら牢ろう獄ごく行き──。オレの人生に、こんな場面が待ってるとは……！


　なんとか呼吸を整えていると、降ふりそうだとは思っていたが、いよいよ濁った色の夜空から、雨がぱたぱたと石いし畳だたみに降りつけてきた。数秒もしないうちに、夜のフランを、ザァァと本降りが襲おそい始める。


　イッコ姉さん達は、大丈夫だったろうか……？


　自分のとった行動に後こう悔かいは無かったが、雨でずぶ濡ぬれになりながら、夜の路地裏うらに一人立ち尽つくしていると、恐おそろしいほど孤こ独どくな気分になってくる。


　これから……


「これからどうするのじゃ？」


　いきなり背後から少女の声がしたので、オレは馬ば鹿かみたいに飛び上がって驚おどろいた。


「ウラヌスさん!?」


　オレの背後には──いつの間にか、半透明少女ウラヌスが現あらわれていた。


「つ、ついてきてたんスか!?」


「ついてきたも何も無い。妾わらわは、エクスカリバーから半径三メートル以上は離はなれられん。剣けんが離れていけば、妾も引っ張ぱられてゆくのじゃ」


　オレが持つ聖せい剣けんを見ながら、自信満々に言うウラヌス。


「お主がいきなり飛び出していったので驚いたぞ」


「い、いや、いきなり飛び出したも何も」


　アンタが聖剣の位置をバラさなければ……とも思ったが。オレは、首を振ふって自重した。


　いきなり目の前に、エクスカリバーを最初に引き抜ぬいたって言う男が現れたんだ。天てん空くう郷きようへ帰るためにも、柄つかを握にぎらせたくなる気持ちは分からないでもない。


「ひょっとして……あの男に聖剣がある事を教えてはいけなかったか？」


　自分でも気にしていたらしい。ウラヌスは、恐おそる恐るな口調で聞いてきた。


「いえ……ウラヌスさんの立場で考えると、いけない、とは言いきれないんスけど……」


「では、教えて良かったのか？」


「いや、オレの立場からすると、相当困った事をしてくれた事になりますし……」


　言ってるうちに、オレは気づいた。


　この聖剣を、マーガスの伝言通り守り続けるという事は……これから先、最初に剣を引き抜いたと名乗る人間が現れても、オレはこの剣を渡わたせないという事。つまり、オレの目的を果たそうとすると、ウラヌスの目的が果たせなくなってしまう事になる……。


　現げんに、最初に聖剣を引き抜いた可か能のう性せいのあるサラディンを振り切り、オレは逃にげ出してしまっているし……。


「構かまわぬ」


　が、オレの気持ちを見み透すかしたように、ウラヌスは短く言った。


「先にお主の用事を片かた付づけようではないか。妾はしばらくお主についていくぞ？」


　ニッと笑ってウラヌスは言う。


「へ？　で、でも、いいんスか？　それじゃ、天空郷に帰るのが、遅おくれる事になりますけど……」


「構わぬ。先せん刻こく、あのサラディンとやらに剣が渡りそうになったとき、妾は思ったのじゃ。もし本当にあやつが剣を引き抜いた男だとしたら、妾はあの男の妻つまにならねばならん。それは運命さだめじゃ、避さける事はできん。しかし、あの瞬しゆん間かん、妾は猛もう烈れつにそれが嫌いやになった。掟おきてに逆さからう気は無いが……もう少し、自由な時間も欲ほしい」


　ちょっと真ま面じ目めな顔で言うウラヌス。


　オレは、同情を通り越こして、天空郷の制せい度どに怒いかりすら覚えた。


　ウラヌスの言う通りだ。最初に剣を引き抜いた人間なら、自分が何の魅み力りよくも感じない男とでも結けつ婚こんしなければいけないなんて、拒きよ否ひしたくならない方がおかしい。


「一いつ緒しよに行きましょう、ウラヌスさん。あのサラディンは、きっと最初に剣を抜いた男じゃないっスよ！　この剣を送ってきたマーガスっていう男も、聖剣を最初に引き抜いた候こう補ほの一人なんス。サラディンよりは、一○○倍見所ある男ですよ」


「ほう。妾の婿むこにぴったりか？」


「それは……」


　答えようとして、オレは一瞬迷まよった。


　マーガスがウラヌスの婿になる事になったとして……マーガスはそれをどう思うだろう？　そういえば、イッコ姉さんのお母さんが、マーガスはイッコ姉さんの旦だん那なに適てき任にんみたいな事を言ってたけど……マーガスの方はイッコ姉さんをどう想おもってるんだ？


　いや、でも、考えるまでもないか……。オレは、割とニブいとよく言われるが、さすがにそれくらいは分かる。


　たぶんマーガスは、イッコ姉さんに、特別な恋愛感情は抱いていないだろう。


　いつもあんなに振り回されているんだ、さすがにそんな女子、好きになる訳ないよな？


「よかろう。そのマーガスとやらに会うのが楽しみじゃ」


　期待に胸むねを膨ふくらませてしまったらしい、笑え顔がおでウラヌスは言った。


「でも、ジャンはいいんスか？　気に入ってたんじゃ……」


「それは……許ゆるされるならあのお方が一番良いが……」


　途と端たんに不満そうな表ひよう情じようでウラヌスは言った。あのお方？


「剣を引き抜いたのはあのお方ではないからな。妾とあのお方は、運命に引き裂さかれたのじゃよ……」


　遠くを見つめながら、訳わけの分からない独ひとり言を呟つぶやくウラヌス。


　どうやら本気でジャンは見込まれたようだが……しかし、ここまでジャンを評ひよう価かする人も珍めずらしい。


「それで？　どうするのじゃこれから。そのマーガスとやらに会いに行くのじゃろ？」


　ウラヌスに今後の方ほう針しんを尋たずねられて、オレは頷うなずいた。


「そうっスね……もうオレは完全に共きよう犯はん者しやだし。自分の無実を証しよう明めいするには、まずマーガスの無実を証明しないと……。フォースにいたっていう手がかりはあるんだ。なんとかサラディン達を振り切って、フォースを目指しましょう」


　言って、オレは辺りを見渡した。


　オレを追っていたあの軍服も、そろそろかなり遠ざかった頃ころだろう。


　それに逆ぎやくにこの雨が、オレの身を隠かくしてくれる気がする。


「行きましょう」


　オレは自分に気合を入れなおし、フランを脱だつ出しゆつすべく、再ふたたび走り出した！





　　　　※




　──しかし、オレは相当に甘あまかったらしい。


「おいケンジ。いつになったら、マーガスとやらに会いに行くのじゃ？」


「ちょ、ちょっと黙だまってて下さい」


　オレは壁かべにぴったりと背せ中なかをつけて、角かどの向こうの様子を確かく認にんした。


　いる。そこには、二、三体の軍服マジックドールがウロウロしている。


『お前がフランを出るより早くフランを封ふう鎖さする』


　というサラディンの言葉は本当だった。


　この辺りだけじゃない。さっき確認に行ったら、南の正門辺りには二○体以上、凄すさまじい数の軍服が待機していた。竜りゆう避よけの壁に囲まれているフランは、東西南北のどれかの門を抜ぬけないと外には出られないが、その門はどうやら全すべて抑おさえられてしまったらしい。


　いまのところ、本ほん格かく的な接せつ触しよくは無く、かろうじて振り切る事ができているけど、これじゃ、見つかるのは時間の問題だ。獲オ物レの顔は、間ま違ちがいなく全マジックドールに伝達済ずみだろうし……！


「ケンジ……お主、足が震ふるえておるぞ」


　ウラヌスに言われたが、言われるまでもない。元々オレは、あまり走ったりする事に慣なれていないのだ。かつて有り得ないほど全力疾しつ走そうを繰くり返したオレの膝ひざは、ガクガクと震えだしていた。





　それでもオレは、なりふり構かまわず雨の中を逃にげ続けた。


　家の中に入りたいが、ライブウィンドウ・ブレイドや工こう房ぼう、その他ほかオレが自由に出入りできる場所は、とっくに厳げん重じゆうマークされていて、遠くから見る事も危き険けんだった。


　あれから一体何時間経たったんだろう？


　疲つかれと焦あせりで、もはや自分の正せい確かくな位置も分からなくなっていたが、多分オレは東か西の三番街かい道どうのどこかの路地裏うらにいた。


　逃げても逃げてもヤツらはどこからともなく現あらわれ、オレを追い詰つめてくる。


　オレはとりあえずゴミを収しゆう集しゆうする木箱の様な物を見つけ、そこに入って身を隠かくした。ここならしばらくは、見つからないとは思うが……。木の蓋ふたは雨を遮さえぎってくれるが、既すでに服はずぶ濡ぬれ、靴くつの中までグチャグチャで、とにかく耐たえられないくらい寒かった。ガチガチと歯が鳴るのを止められない。


　その時だった。


　ギギィー、と鈍にぶい音を立てて、突とつ然ぜんオレの入っている木箱の蓋が開けられた。


　何な故ぜか一いつ瞬しゆん、味方か──？　などという甘い妄もう想そうが頭を過よぎったが、とんでもなかった。


　身体からだが稲いな妻ずまに打たれたように硬こう直ちよく。


　箱の前に立って、オレを見下ろしているのは、当然の様にオリーブグリーンの軍服だった！　な、何故こんなにアッサリ見つかったんだ!?


「くそ！」


　オレは精せい一いつ杯ぱいの力を込めて軍服に体当たりをかました！　その勢いきおいで、そのまま木箱から飛び出し、ぬかるんだ地面に着地と同時に走り出す！


　が！


　しゅるる、と妙みような音がどこからともなく聞こえたかと思うと、オレの体は突然外から何かに縛しばり上げられた！


「うっ!?」


「ニンソウをデータとショウゴウ──データとのイッチリツ一○○％……ターゲットを、ケンジ・ムラマサとダンテイ」


　オレの体当たりを喰くらってズレた軍ぐん帽ぼうの下から覗のぞく、不気味な赤いモノアイを光らせながら、ブツブツ呟くマジックドール。


　マジックドールは、掌てのひらからワイヤーのようなロープを発はつ射しやし、オレを瞬時に捕ほ縛ばくしていたのだった！


「く、くそ……なんだ、これ！」


　オレは必死に抵てい抗こうしたが、もがけばもがくほどロープは体に食い込こむようだった。


　まずい、なんとかしないと……！


「何をしているケンジ!?　そのままではお主、捕つかまってしまうぞ!?」


　ウラヌスが、憤ふん慨がいしながら言ってるが……ていうか、待てよ？　まさかオレがやたら発見されるの、この人が原げん因いんなんじゃ……。


「と、とにかくウラヌスさん、オレ、もう捕まってるんスよ！　なんとかできませんか!?」


「馬鹿者、妾わらわは精せい神しん体じゃ！　自力でなんとかせんか！」


「なんとかできるなら、とっくになんとか──うっ!?」


　言ってる間に、オレは物もの凄すごい力で後ろに引っ張られ、そのままズルズルとぬかるんだ地面を引きずられた。


「ターゲットをホカク。コノママ、マスターのモトへレンコウスル」


　マジックドールはオレに背せを向けたまま、ブツブツ呟つぶやいてオレを引っ張って歩き出す。


「ヤ、ヤバイ……！」


　このままサラディンの元へ連れていかれれば、牢ろう獄ごく行きだけでなく、エクスカリバーも奪うばわれてしまう。せめて、剣けんだけでもどこかに隠かくしたいが──聖せい剣けんごとロープに縛り付けられてもはやどうする事もできない！


「こ、この痴しれ者が！　ケンジを放はなさんか！」


　ウラヌスが、激げき怒どしながらマジックドールを殴なぐりまくってくれてるが、半透明パンチに攻撃力がある訳わけも無く、全すべてのパンチが空むなしくすり抜ぬけている。


　クソ……ダメか。やっぱり、オレなんかには、どうする事もできなかったのか……!?


　そんな考えが、脳のう裏りを過った瞬間だった。


「させないぞ！」


　オレの前から響ひびく声。


　恐おそらく、誰だれも予想できない──オレと同い年の救世主が、オレの前に光こう臨りんした。





「えぇい！」


　ゴッッ！　という殴りつける様な音が、雨の三番街かい道どうに響き渡る。


　次の瞬間、突然、オレを引っ張っていた筈はずの軍服マジックドールが、地面に倒たおれこんだ。


「え!?　な、何だ!?　何が起こった!?」


　どうやら、誰かが、マジックドールを殴り倒してくれたらしいが……辺りを見渡すと、見慣れぬ青年が一人、マジックドールのそばに立っているのが見える。誰だ!?


　困こん惑わくするオレをよそに、その男は倒れたマジックドールの首くび筋すじ辺りを手で探さぐり、何かを操そう作さしていた。


　数秒後、ポチッという音とともに、倒れていたマジックドールがさらに力なく地面に寝ね転ころがる。


「これでよし、と。基き本ほん的にマジックドールは、首の裏うらに記録抹まつ消しよう装そう置ちがあるんだよ？　ケンジ」


　雨の中、今度は青年は振り返り、オレに親しげにそう話しかけてきたが──オレには、どう考えても、その男に見覚えが無かった。誰だ？


　オレより一五センチ程ほど高い身長。


　たくましく美しく、小麦色に焼けた肌はだ。


　雨に濡ぬれて黄金のように輝かがやく、金色の髪かみの毛。


　程良く声変わりした、甘あまく穏おだやかな声。


「ア、アンタ一体、何者なんだ……？」


「え？　アンタって、僕ぼくの事？」


　屈くつ託たく無く聞き返してくる、どこかで聞いた事があるそのセリフに──オレは、人生最大級の衝しよう撃げきを受けた。


　まさか……まさかなのか？


　オレは、わなわな震ふるえながら、目の前に立つ青年に言った。


「もう一度だけ聞く。アンタは……誰だ？」


「やだなぁ、知ってるでしょ？」


　そう言うと青年は、女じよ性せいなら誰もが顔を赤らめてしまいそうな、天使の如ごとき微笑ほほえみを浮うかべ──言うのだった。


「僕の名前はホリィ・ライブウィンドウ。ただの煙えん突とつ掃そう除じ夫ふ見習いさ！」


　爽さわやかすぎる口調で、青年はオレの予想通りの答えを言ったが……ホリィだとぉぉぉ!?


　オレは叫さけびたくなったが、自分のキャラクターではないので、かろうじて押おし黙だまった！
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「ば、馬ば鹿かな……有り得ない！　ほ、本当にホリィなのか？」


「え？　ほんとにって？　どういう事？」


「な、何もかもがだ！　い、いくらなんでも、成長しすぎだろう!?」


　確たしかに、半年以上あっていないのは事実だ。それにしたって、半年で強く、たくましく、美しくなりすぎてはいないか!?


「成長って……やだなぁケンジ、僕達もう一四歳さいだよ？　一番成長する時期なんだから、半年あればこれくらいは身長伸のびるよ！」


　笑ってホリィは言うが……では、オレの身長がここ一年でほとんど伸びていないのは何な故ぜだ!?


「そ、それにしたって、さっきはマジックドールを殴り倒していたようだが……？」


「うーん？　まぁ、ここ半年は、ずっとよそで煙突掃除夫修しゆ行ぎようしてたから……ちょっとは鍛きたえられたのかなぁ？」


　不思議そうに自分の体を見つめるホリィ。どう贔屓ひいき目に見ても、オレの六倍は屈くつ強きような肉体を手に入れている。なんだこの敗北感……同い年の人間に負けるというのは、こうもショックなのか……？


　オレは正直、動どう揺ようしている事をホリィに悟さとられないようにする事に必死だった。


　しかしホリィはそんなオレの様子を気にする風でもなく、オレの体に巻まきつけられていたロープをほどいてくれる。


「す、すまん。それにしても、いつフランに帰って来たんだ？」


「今日の夕方！　それから、ずっとケンジを探さがしてたんだよ？」


　ニッコリ笑って、ホリィは意外な事を言い出した。


「は？……オレを探してた？」


「ライブウィンドウ・ブレイドに帰って、事じ情じようをぜんぶ聞いたんだ。ケンジ、マーガスから預あずかった聖せい剣けんを守るために、騎き士し警けい察さつから逃にげたんでしょ？　勇気あるよねー！」


「い、いや……」


「その後、エクスのみんなに頼たのまれたんだー。ケンジを探して欲ほしいって。確かに、騎士警察にマークされてないの、もう僕くらいのものだもんね！」


　いとも簡かん単たんにホリィはそう言ったが、


「ちょ、ちょっと待て。みんなに言われてオレを探したって……オレがどこにいるか、見当ついてたのか？」


「ううん、全然？　だから見つけるのに、三時間もかかっちゃった！　あはは、ゴメンね？　僕、勘かんが鈍にぶいからさぁ」


　照れ笑いを浮うかべるホリィ。


　この雨の中、嫌いやな顔一つしないで、あてもなくオレを三時間も探してただと……？


　コイツ、人間的にも異い常じようなほど成長してる……？


　まさかとは思うが、オレの周りの人間でここ一年、総そう合ごう的に一番成長したのは……このホリィ・ライブウィンドウなのか？


　ホリィは、オレがそんな驚きよう愕がくの眼まな差ざしを向けているとも知らず、


「さぁ、行こうよ。丁度、そろそろ、いろんな準じゆん備びができてる頃ころだよ？　はい」


　と、なんとかオレが一人入れそうな大きさの革かわ袋ぶくろを広げ、置いた。


「？　なんだこれ。まさか、これに入れって事か？」


「もちろん！　さぁ行こう」


「ぐっ!?」


　ホリィはオレを無理やり革袋に押し込め、ズルズル引きずりながら歩き出す。同調するように、何な故ぜかウラヌスも聖せい剣けんの中に引っ込んだ。


「お、おい！　どこに行くんだ？」


　袋の中から聞いたが、ホリィは鼻歌を歌いながら、ひたすらオレを引っ張ぱっていくだけで答えない。





　そして、どこをどう連れまわされたのか、随ずい分ぶんな時間が経たった頃。


　どこに連れて行かれるのかも分からず、ずっと袋の中で縮ちぢこまった姿し勢せいを取らされ、いい加か減げん不安になってきたその時──


　いきなり袋の口が開き、オレは誰かに両手で持ち上げられ、袋の外へ引っ張り出された。


「オオッ！」


　その瞬しゆん間かん、周りで突とつ然ぜん小さな歓かん声せいが上がった。


「ケンジ！」


「ケンジー！」


　何やら目の前の連中は盛り上がっているが──オレには、さっぱり自分の置かれた状じよう況きようが把は握あくできなかった。


「ご苦労様。大変だったね、ケンジ」


　オレを抱かかえている大男の優やさしい声に、オレはようやくピンときた。


「まさか……ドノヴァンさん、ですか？」


　まさかと言うのも無理は無い。


　何故なら目の前の大男も、オレを取り囲んでる人ひと影かげも、ここにいる人間は全員、オレを追っていたマジックドールと同じ、オリーブグリーンの軍服と軍ぐん帽ぼうを装そう着ちやく。


　ここは妙に薄暗く、軍帽で顔が隠かくれているせいで、この連中が敵てきなのか味方なのか判はん断だんがつかないのだ。


「アンタにバレないって事は、案外アタシらの変装も悪くないのかしら？」


　そう言うと、右前方に座すわっていた人が、軍帽をスッと外した。


　するとそれを合図にするように、残りの連中も全員軍帽を外す。


「な、何やってんスか……アンタ達!?」


　軍帽の下から表れた顔を見て、オレは呆あきれるように呟つぶやいていた。


　そこにいたのは、ライブウィンドウ・ブレイドで別れを告げた筈の、イッコ姉さん、ノン姉さん、ミニィさん、ジャン、ドノヴァンさん。見み慣なれた五人の顔だった！


　さらにオレは、もう一つとある事に気づいた。


　自分の立っている足元が、ガタゴトと振動している。


　竜りゆう車しや……？　どうやら今オレがいるのは、竜車の後ろについている、食パンのような形の屋根つき荷に台だいの中らしい。


「な、なんで竜車に……？　いや、それより、姉さん達、自由に動いて大丈夫なんスか!?」


　オレは焦あせって聞いたが、


「だいじょうぶ！」


　オレの質問に答えたのは、何な故ぜかホリィだった。


　ホリィはそのまま、手の中にある、カタツムリみたいな形の装そう置ちをオレに見せてきて、


「これ、マジックドール用のリモコン。イッコ達の監かん視し用ようのマジックドールを、今、僕が操そう作さしてるんだ！　乗っ取ってる事に気づかれないようにやるのが、ちょっとだけ大変だけどね！」


　屈くつ託たくなく笑いながら言うホリィ。


　そ、そうか。忘れていたけど、コイツはかつて、一○○体のマジックドールを従したがえていた男だったのだ。


「でも、監視のマジックドールをつけられただけで捕つかまってないって事は、とりあえず姉さん達、聖せい剣けん強ごう奪だつの共きよう犯はん者しやにならずに済すんだんですね？」


「ま、アタシ達今のところ、捕まるほどの事何もしてないからね。アンタと違って」


　苦笑するイッコ姉さん。オレは少しホッとした。一応、一人で逃げた甲か斐いはあったようだ。聖剣強奪共犯者として扱われるのは、オレ一人でいい……。


　と、ホッとしていると。


「バカ、ホッとするのはまだ早いよ！　そろそろだから、準備しときな！」


　イッコ姉さんがいきなりオレの胸めがけて、ドサッ、だいぶサイズは大きめのオリーブグリーンの軍ぐん服ぷくを投げてよこしてきた。


「へ？　そろそろって？　ていうか、竜車に揺ゆられてるみたいっスけど、みんな、何してるんスか？」


「は？　何言ってんのアンタ？」


　呆あきれるように答えたのはイッコ姉さん。


「へ？」


「決まってるでしょ？　全員で聖剣持って、フォースへあの馬ば鹿か探しに行くのよ」


　あっけらかんと言い切る姉さん。


　オレは、聞き間違えかと思った。


「な……何言ってんスか？　そんな事したら、全員共犯者扱いになるじゃないスか!?　オレが一人で逃げた意味が無くなる！」


　オレは全員に向けて言ったが、誰だれも、考えなおす様な素そ振ぶりは見せない。どうやら聞き間違えではないらしい。オレは焦あせった。


「ば、馬鹿な事は止やめて下さい！　オレ、絶ぜつ対たいなんとかします！　指名手配されようがなんだろうが、死んでもマーガスと落ち合って、無実を証しよう明めいして帰ってきますから！　みんなはフランで待ってて下さい！」
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「馬鹿野や郎ろう」


　オレの言葉を遮さえぎったのはジャンだった。


「一三歳さいで、一番年下のお前がそこまでやってんのに、一いつ緒しよに闘たたかおうとしねー年長者って何なんだよ？　何のためにいるんだ、俺おれ達たちは」


　不ふ機き嫌げんに言い捨すてるジャン。


　イッコ姉さんも、


「心の底から仲間を信じて、絶望を乗り越こえる。まさかアンタに、それを思い出させてもらうとは思わなかったけど……ま、それがエクスの精せい神しんだもんね」


　苦く笑しようしながらそう言う。


　さらにノン姉さんが、


「それにマーガスもケンジも、何にも悪い事してないじゃーん。悪い事してない人に協力する事は、悪い事じゃないよー？」


　と、理り屈くつが通ってるのか通ってないのか分からない様な事を堂々と言う。


「で、でも。指名手配されながらフォースなんて向かったら、いつフランに帰ってこれるか分かんないスよ？　イッコ姉さんとか、お母さんフランに残して大だい丈じよう夫ぶなんスか？」


　オレは不安になって聞いたが、


「そんなの、こっちが聞きたいわ」


　イッコ姉さんは、何な故ぜか怒おこりながらそう答えた。


「は？」


「怒られたのよ。当のママに、殺されそうな勢いきおいでね。将しよう来らいの婿むこが無実の罪つみで追われているのに、家でじっとしてるなんて何事なの!?　とかなんとか言って」


「えぇ……」


「ま……本気でアンタとマーガスの事、心配なだけだと思うけどね。なんだかんだ、アンタらの事気に入ってるみたいだから。という訳わけでアタシは、どっちにしろ親の命令であの馬ば鹿か探しに行かなくちゃいけないのよ」


　照れ隠かくしなのか、イッコ姉さんは機嫌悪そうにそう言う。


　改めて竜車の中を見み渡わたすと──全員、腹はらをくくったような表ひよう情じようをしていた。


「ドノヴァンさんも、いいんスか？　なんか、その、いろいろあるんじゃ……」


　オレは、昨日の夜一緒にいたロクサーヌさんの事を思い出しながら聞いたが、


「いまのボクに、ケンジとマーガスより優ゆう先せんする事は何も無いよ」


　何の迷まよいも無い表情で、ドノヴァンさんは言い切る。


「マーガスさん、きっと私達が来るの待ってますよ☆　みんなで行こっ！」


　ミニィさんも、華はなやかな笑え顔がおで力強く言った。


　すげぇ。


　少なくとも指名手配、おまけにこれで結局マーガスが無実じゃなかったら、全員牢ろう獄ごく行き決定の大おお博打ばくちなのに……誰も、降おりようとしない。


　オレは改めて確かく信しんした。


　この人達……馬鹿だ。


　馬鹿だけど、そんなアンタ達が、オレは大好きだぁぁぁ！


「は？　ケンジ？　何か言った？」


　イッコ姉さんが不思議そうにこっちを見てきた。


「フン……あんまり能のう天てん気きなんで、呆あきれてたんスよ」


　嫌いやみにオレは即そく答とうする。


　って、何言ってんだオレ!?　何故ここで素す直なおになれない!?


「と、とにかく」


　オレはごまかすためにも話を続けた。


「フォースへ行くのはいいっスけど、具体的にどうする気スか？　フランの門は全部、マジックドールに封ふう鎖さされてるんスよ？」


「だから、デクさんに協力してもらうんじゃない！」


　イッコ姉さんは不ふ敵てきに笑ってそう宣せん言げん。


　デクさん？　デクさんもどこかにいるのか？





　ガタゴトガタゴト！


　竜りゆう車しやは、ますますスピードを増ましている！　けたたましい音を立てながら、雨の降ふりつける石いし畳だたみを疾しつ走そう！


「そろそろです！　準じゆん備びはいいですか、皆みなさん！」


　突とつ然ぜん、デクさんの声が前方から聞こえた。


　そうか、デクさん、竜車を操そう縦じゆうしてくれていたのか。


「で、でも、マジでどうするんスか？　門の前にいるマジックドールの数、半はん端ぱじゃなかったですよ!?」


「バカ。あんなよそ者に、フランの事が分かってたまるもんですか。見な」


　イッコ姉さんが指差したのは、竜車の荷台と操縦席の間にある、通話用の穴あな。


　そこから前方の景色が確かく認にんできる。


　穴を覗のぞくと、前方にはいつの間にか、フランの端はし──東西南北どこの場所かは分からないが、門ではなく、竜避よけの壁かべが目前に迫せまりつつあった。一体どうするつもりなんだ……？


　ガガゴゴゴ……やがて竜車は、竜避けの壁寸すん前ぜんで、緊きん急きゆう停車した。


「じゃ、お願いね、デクさん」


「任まかせて下さい」


　そう言うと、デクさんはひらりと運転席から飛び降おり、竜避けの壁の方へ駆かけて行った。


　何をするつもりなんだ、あの人？


「さて。それじゃ、僕ぼくもそろそろ降りなくっちゃね！」


　と、デクさんを気にして見ていると。オレの隣となりのホリィが唐とう突とつに言った。


　降りる……って事は。ホリィは一緒にフォースへ行かないのか……？


「ホリィ君ー、何から何までホントにありがとねー？」


　ノン姉さんが、深々と頭を下げる。


「ううん、いいんだ！　あーあ、僕も、実家に帰らないでいいなら、みんなと一緒に行けたのになぁ」


　悔くやしそうに言うホリィ。


　実家……そうか。そういえばホリィは、期間限げん定ていの商売修しゆ行ぎようのため、フランに来ていたんだ。もう修行が終わる時期なのか……。


「あれ？　て事は、オレ達がフランへ帰ってきても、ホリィはもうフランにはいないのか？」


　オレは、ちょっと驚おどろいてそう言った。


　するとホリィは、少しも寂さびしそうな雰ふん囲い気きを出さずに頷うなずいて、


「うん！　でも、僕フランでやりたい事ができたから、きっとフランに帰ってくるよ！　みんな、僕の事忘わすれないでね！」


　満面の笑みで答える。


「お前みたいなヤツ、忘れるワケないだろが……」


　ジャンが呆れたように言っている。


「そうそう。アンタが私達にやった仕打ちを、アタシ達は一生忘れてやらないんだからね！」


　イッコ姉さんが、面おも白しろそうに言う。


　確たしかに、最初は買ばい収しゆう騒そう動どうで、たっぷり迷めい惑わくかけられたもんな……。


「お待たせしました！」


　と、ホリィと喋しやべっていると、今度はデクさんが運転席に帰ってきた。


「お、お待たせしましたって？　デクさん、一体何を？」


「ほら、あれですよ」


　デクさんが言うので、オレは再ふたたび。運転席との通話用穴から、前方の様子を見た。


　すると、ドドドドド──！


　まさに今、竜避けの壁の一部が、観音開きに開き始めているではないか。


「!?　なんスか、あれ!?」


「僕とノンさん専用の、緊急脱だつ出しゆつ口ですよ。役所勤づとめの時に、税ぜい金きんを使って、災さい害がいの時逃にげ出せるよう作っておいたんです！」


　デクさんは爽さわやかに言ったが……アンタ、一組の夫ふう婦ふのためだけにこんなの作ったのか……!?


「ここから脱出すれば、絶ぜつ対たい足はつきません！　フン、マジックドールに頼たより、フランの人間を警けい護ごに回さなかったサラディン氏のミスですよ。ノンさんを捕つかまえようなんてしなければ、僕も黙だまって従したがってやったものを……！」


　ブツブツ暗く呟つぶやくデクさん。この人、ノン姉さんがからむとホント過か激げきな性せい格かくになるな……！　今回は助けられたけど。


「ではイッコさん。操縦はお任せしますよ？」


　そう言うとデクさんは立ち上がり、イッコ姉さんに操縦席を譲ゆずった。


「ありがと、デクさん。こんな竜車まで用意してくれてさ」


「いえ。飛竜が用意できれば一番良かったんですが……既すでに僕も養よう殖しよく課かの人間じゃないんで。僕が個こ人じんで使ってるこれを用意するので精せい一いつ杯ぱいでした……」


「ううん、感かん謝しやしてる。デクさんも頑がん張ばって！　ノンと離はなれ離ばなれになるからって、暴あばれちゃダメよ？」


　イッコ姉さんは、デクさんの肩かたをぽんと叩たたき、そして操縦席に座った。


「あれ？　離れ離れって事は……デクさんも、行かないんスか？」


　オレは意外に思い聞いてみた。


「ええ。僕は、僕にしかできない事をやろうと思います。せっかく今、騎き士し警けい内部のポジションにいるし、内部からサラディン氏の足止めとか、捜そう査さの妨ぼう害がいとか、いろいろやってやりますよ……！」


　危き険けんな口調でデクさんは言う。


「デクさん、わがまま言ってホントにゴメンねー？」


　ノン姉さんが、オレの隣となりに来て、デクさんに言った。


　デクさんは、がくっと肩かたを落としながら、答える。


「本当に……。僕は結けつ婚こんしてつくづく、ノンさんが、エクス・ガリバーのためならわりと無む茶ちやでわがままを言う女ひとだという事を思い知りましたよ……」


「うふふー。でも、デクさんも、エクスと一いつ緒しよくらい愛してるよー？」


「またそういうずるい事を言う……」


　困こまったように頭を抱かかえながら、デクさんは言った。


「あのさ……コドモも見てるから、ラブコメやるなら、外でお願いしていい？」


　イッコ姉さんが、二人を見ていたオレを後ろに引っ張ぱり上げながら、そう注文をつけた。


　と、目の前にジャンの姿すがたがあった。ジャンは目め頭がしらを押おさえ、何やら苦々しい表ひよう情じようを作っている。


「？　どーかしたんスか？　ジャン」


「う、うるせーな。あれを笑って見れるほど、俺は超ちよう人じんじゃねーんだよ……」


　？　訳わけが分からん。


　結局、デクさんとノン姉さんは二人で一分程てい度ど竜車の外で話し、ノン姉さんだけが竜車に戻もどってきた。


「デクさんにも納なつ得とくしてもらったよー！」


　ノン姉さんは、嬉うれしそうにピースサインを作ってそう言ったが、一体どういう話し合いが行われたんだ……？





　デクさんとホリィに別れを告げ、竜車に乗っているのは、とうとうエクスの六人だけになった。


「さて、あんまりグズグズしてると、ここだって嗅かぎ付けられちゃうわね……」


　イッコ姉さんが、気合を入れて、操縦席に座すわる。


「急ぎましょ。みんな、覚かく悟ごはいいのよね？」


　イッコ姉さんの言葉に、全員が頷く。ここまできたら、全員もう腹はらはくくっている。


「んじゃ、行きましょ。さらばフラン、よ」


　そう言うと姉さんは、竜に鞭むちを入れる。


　ガタゴトガタゴト──竜車が通れる程度に開いた壁かべの穴をくぐって、竜車は加速を始めた。


　急速に遠ざかっていくフランの街並なみ──オレは振ふり返って、フランの街並みを目に焼き付けようとする。


　夜で、しかも雨のせいで、ロクに見えないけど……それでも、ここがオレが生まれ育った街だ。指名手配をかけられて、飛び出して──果たして、帰ってこれるのは、いつになるだろうか……？


　ふいに、あれだけ苦手な人間の、親父おやじの顔が頭に浮うかんだ。


　いきなり息子むすこが失しつ踪そうしたら、さすがにあの親父もオレを心配してしまうだろう。迷めい惑わくかけちまうな……。


「おお、そうそう。ケンジの親父から預あずかりもんがあるぜ？」


「はっ？」


　あまりにタイミング良く言われ、オレは一いつ瞬しゆん混こん乱らんした。


　言ったのはジャンだった。


「親父？　どういう事っスか？　親父に会ったんスか!?」


「当たり前だろうが……。だからお前はガキなんだよ。事情も知らず、いきなり息子が指名手配、そのまま行方ゆくえ不明じゃ心配すぎだろ？　お前は会いに行けねーだろうし、俺おれが代表して説明しに行っといたよ」


　そう言うと、ジャンはオレに一本の刀を手て渡わたしてきた。


「こ、これは……!?」


「これが工こう房ぼうの中にあるお前の刀で、一番マシだったんだってよ」


「えぇ……!?」


　オレは、かなり面食らっていた。


　絶ぜつ対たいにオレの事を認みとめてくれなかったあの親父が、そんな事を？


　しかも、よりによって、オレの趣しゆ味みに走りまくったこの刀に対して……？


「有ゆう罪ざいでも無罪でもいいから、とにかく、生きて帰って来さえすりゃいいってお前の親父さん言ってたぞ？」


「……そうスか」


　不覚にも、その言葉にオレは少し胸むねが熱くなった。そして、後こう悔かいした。一言二言でも、親父にちゃんと説明してから、フランを飛び出せば良かった……。


　しかしオレ達の乗る竜車は、既すでに南門を通つう過かし、ガタゴトガタゴトフランから遠ざかっていく。


　親父……オレ、絶対帰って来るから。その時は、いつも通り、ボロクソにけなされてやるから。だから、できるだけ心配しないで待っててくれ……！


　こうして、様々な想いを抱いだいたオレ達を乗せ、竜車はひたすら闇やみの中を進み始めた。


　目的地は、フォース。


　目的は、マーガスと接せつ触しよくし、聖せい剣けんを送ってきた真相を確たしかめる事。


　騎き士し警けい察さつを敵てきに回し、何を信じていいのか分からないまま、オレ達六人の大だい逃とう亡ぼう生活が幕まくを開ける──！










　パート４・東とう奔ほん西せい走そうの少年







　時じ刻こくはもう夕刻──思わず見み惚とれてしまう様な夕日が、山の向こうへと沈しずんでいく。


　この辺りは本来畑なのかもしれなかったが、冬だからなのか、ガタゴト音を立てて後ろに流れていく風景は、ひたすら味気ない枯かれ草ばかりだった。


　それでもオレは、竜りゆう車しやの一番後ろに腰こし掛かけて、夕日に染そまる枯れ草をぼんやりと眺ながめ続ける。





　フランを出て、四日が過すぎた。


　竜車の旅は、驚おどろくほどスムーズに進んだ。


　追っ手や、よその街の騎き士し警けいの待ち伏ぶせを覚かく悟ごしていたが、少なくともフランを脱だつ出しゆつして四日目の現げん段だん階かいでは、一度もそういう事じ態たいに陥おちいってない。さすがにそろそろ、オレ達がフランを脱出した事に気づいてるとは思うが……ひょっとして、内部にいるデクさんが、本当にサラディン達を足止めしてくれているのかもしれない。





「ケンジ。アンタも寝ねてていいんだよ？」


　ふいに背せ中なかの後ろから声がかかった。


　荷台ではなく、運転席にいるイッコ姉さんだった。


「アンタ、フラン出てから起きっぱなしじゃん。寝とかないと、後できついよ？　そいつら誰だれか起こして、見み張はり代わって貰もらいなよ」


　イッコ姉さんの言うそいつらとは、もちろん一いつ緒しよに竜車に乗ってるエクスの面々の事だ。


　ジャンとドノヴァンさん、ノン姉さんとミニィさんが肩かたを寄よせ合うようにしてこっくりこっくり眠ねむっている。四人とも、ついさっきまで起きていたが、ミニィさんが寝たのを皮切りに、次々眠りの中に落ちていた。


「いえ……みんな疲つかれてるみたいだし。オレ起きてます。全然眠くないんです」


「ふーん……」


　それだけ短く言うと、イッコ姉さんは、もう喋しやべりかけてはこなかった。


　ああ。


　良い。


　みんな寝てる竜車の中で、起きてる人間だけが、ポツリポツリけだるい会話を交かわす。


　確かく実じつに、そんな大したシチュエーションではないだろうけど、オレはこういうシチュエーションにも妙みような感動を覚える。変わってるだろうか……？


「地上の景色というのも、風ふ情ぜいがあって悪くないのう」


　隣となりで声がしたかと思うと、いつの間にかそこには銀ぎん髪ぱつ少女、ウラヌスが座すわり込こんで、オレと並ならんで後ろに流れていく景色を見る格かつ好こうになっていた。


　ウラヌスに関する説明は、フランを出てすぐ、オレがみんなに対して行った。


　聖剣を最初に引き抜いた人間を探さがさない限かぎり、天てん空くう郷きようには帰れない少女で、とりあえずはその人物を探すより、マーガスを探す事を優ゆう先せんしてくれている、と。


　エクスの面々は、予想通りアッサリ半透とう明めいの少女を受け入れ、ウラヌスは早くもエクスの雰ふん囲い気きに馴な染じんでいた。


「この辺の枯れ草も渋しぶくていいスけど、大陸横おう断だん鉄てつ道どうから見えた小こ麦むぎ畑はもっと良かったっスよ」


　夕日に染まる枯れ草に、あの時の景色を重ねながらオレは言った。


「そうか……それも、いつか見てみたいのう。妾わらわは、天空郷の景色しか見た事がない。それも、王おう宮きゆうの近くの、いつも代わり栄えしない同じ景色じゃ」


　どこか寂さびしそうな眼まな差ざしでウラヌスは言い、


「こんな風に、仲間と旅をした事も無かった」


　ため息交じりに付け加えた。


「そうだったんスか……」


「だが、お主達のおかげで知る事ができた。良いものだな、旅というのは。旅先で、同じ景色を目にしている者同士が会話すれば、他愛たわいのない会話すら、色いろ鮮あざやかな想おもい出に変わる……そんな良さがあるのう」


「う……うまい事言いますね」


　あまりに見事なウラヌスの言い回しに、オレは脱だつ帽ぼうした。


　旅先の会話は、他愛の無い会話すら、色鮮やかな想い出に変わる、か。


　オレが感じていた感覚を、的確に言葉にしている……すげぇ一○歳さいだ。


「ケンジ、妾が天空郷へ帰る時には、お主もジャン様やエクスの連中と、天空郷に遊びに来い！　妾が地上に感動した様に、きっと天空郷の景色もお主達の心を動かすと思う。一年中、天空桃とうと言う実がなっておる美しい森があるんじゃ！　旅を教えてくれた礼に、妾自ら案内するぞ？」


　嬉うれしそうに誘さそうウラヌス。なんだかんだ言っても、やはり故郷の天空郷を愛してるんだな。




[image: ]


「いいですね。全部片かた付づいたら、きっと行きますよ。案内して下さい」


「約束だぞ？」


「約束です」


　短く約束を交わすオレとウラヌス。


　それきり言葉は交わさず、オレ達は日が沈しずむまで、後ろへ流れる紅あかい枯かれ草畑をぼんやり眺ながめていた。





　　　　※




　そして、フランを出発して五日目の深夜。


　とうとうオレ達は、フォースの街まで、竜りゆう車しやで残り半日の距きよ離りまで辿たどり着いていた！


「間ま違ちがいないわ。ここが、ジェダの湖」


　竜車の荷台に全員集合、イッコ姉さんが地図を指さしながら言う。


「このまま道なりに西に向かうと、」


　言いながら姉さんは、つつ、と地図の上の指を西の方角に滑すべらせ、


「半日程てい度どで目的地に辿り着く」


　ほどなく指先に現あらわれる、〝フォース〟の文字。


「んじゃ、どうする？　このまま一気に突つっ走っちまうのか？」


「いや、この先おっきい森があるみたいだし、夜に突っ込むのは危き険けんすぎるわ。日の出まで休きゆう憩けいして、朝一出発にしましょうよ」


　イッコ姉さんは言う。


「それじゃ、ゴハンにするー？」


　ノン姉さんの言葉に、全員頷うなずく。


　という訳わけでオレ達は、竜車を降おり、食事の準じゆん備びに入る事にした。


　確たしかに明日には確かく実じつにフォースに着く。ここまで来れば、焦あせって進む事も無いかもしれない。





　背せの高い枯れ草に囲まれただけの、殺さつ風ぷう景けいなジェダの湖だったが、ほとりに一軒けん、風を避よけるには丁度いい、レンガの壁かべだけを残して崩ほう壊かいした廃はい屋おくがあった。


　竜車の中で火をおこすわけにもいかないので、オレ達はそこで火をおこし、食事の準備を始めようと動き始める。


　が……そこで、意外な、小さな問題が発生した。


「おい」


　廃屋に先頭で踏ふみ込んだジャンが、困こまった様な顔で外に出てきた。


「？　どうしたんスか？」


「いや、大した問題じゃねーんだけどよぉ……。先客がいるんだよ」


　廃屋の奥おくの方を親指で指すジャン。


　言われたオレ達も、なんだなんだ、と奥のスペースを確かく認にんした。すると──。


「ンゴォォォ……」


　そこには──ボロボロの、砂すな色いろのマントを纏まとい、カウボーイ帽ぼうを被かぶって爆ばく睡すいしている、放ほう浪ろう者しや風の男の姿すがたがあった。


　しっかり観察すると、口元にチョビ髭ひげを生やしていて、けっこう年──四○歳くらいにはなってる事が分かる。完全に、見た事の無いオッサンだった。


　オッサンを見たオレ達は、顔を見合わせた。


　イッコ姉さんが、肩かたをすくめて言う。


「ま……いいんじゃない？　見たとこあのオッサンも、ここを宿代わりにしてるみたいだし。ちょっと場所貸かして貰いましょーよ。文もん句く言うなら、メシごちそうしてもいいし」


「ま、どう見ても騎き士し警けいとかとは関係なさそーだもんな……」


「おじゃましまーす。あのー、ここ、少し借して貰っていいですか──？」


　という訳で、オレ達はそのオッサンに断ことわりをいれようと、声をかけた。


　しかし、


「ンゴォォォ」


　爆睡するオッサンは、オレ達が何度声をかけても目覚めない。


　オレ達は顔を見合わせる。


　まぁ、起きないなら起きないで、その間に食事を済すまさせて貰もらおうか……？　オレ達はオッサンをムシし、食事を決行する事にした。





　　　　※




　オッサンが爆睡している間にも、食事は完成。


　今夜のメニューは、ノン姉さん特とく製せいのシチューだった。


　オレ達は、温かいごちそうを囲み、久ひさしぶりに暖かい気分になっていた。


「でも、ここまで思ったより順調に来れたわねぇ」


　女性ながらメンバーで一番早食いのイッコ姉さんが、三杯目のシチューにとりかかりながらそう呟つぶやいた。


　この人、ドラゴンキラーになって、ますます早食いに磨みがきがかかってきたな……。


「マーガス、まだフォースにいるかなー？」


　全員の分のお茶を淹いれながら、ノン姉さんがわずかに心配そうにそう呟く。


「そうね……。ダークセイバーの連中が、なんか知っててくれる事を祈いのるしかないわね」


　イッコ姉さんも、覚かく悟ごを決めた声でそう呟いた。


　確かに、フォースから聖せい剣けんを送ったとはいえ、今もマーガスがフォースに滞たい在ざいしてくれている保ほ証しようは無い。もしこれでマーガスと会えず、さらに手がかりすら摑つかめなかったりすれば、オレ達のフラン脱だつ出しゆつはかなり無む駄だな努力に終わってしまう……。


「しかしケンジよぉ。お前、ダークセイバーに行くの、楽しみだろ？」


　いろいろ考えていると、ジャンが、いきなり意図の読めない事を言ってきた。


「は？　いえ……そりゃ、トッドさん達に会うのも久しぶりだし。よその武ぶ器き屋やも見てみたいから、楽しみと言えば、楽しみですけど？」


「おいおい、無理すんなって。お前が会いたいのは、サエちゃんだろ？」


「はぁ!?」


　この男はまだ言ってるのか？　オレは呆あきれ返った。


　ジャンは何な故ぜかデルガドでの合同勉強会以来、けなげが取り得のダークセイバー看かん板ばん娘むすめ〝サエ〟とオレが、何か親しん密みつな関係にあるのではと疑うたがっているのだ。サエはオレより一つ年下で、確かに年ねん齢れいが近いこともあって勉強会では少し一いつ緒しよにいたが、ただそれだけで、お互たがい特に何の感情も持ってないのだが……。


「確かにケンジ、勉強会の時ずっとサエと一緒にいたもんねぇ」


　イッコ姉さんまで、意地悪い笑顔で訳の分からない事を言い出した。はぁ？


「確かにケンジとサエちゃん、お似に合あいかもー？　きっとサエちゃんなら、武器ばっかり見てるケンジでも許ゆるしてくれるよー！」


　さらに、嬉うれしそうにノン姉さんも続いてくる。だから許すって何をですか？


　最後のウラヌスに至いたっては、


「ほう。そのフォースとやらにいけば、地上人の恋れん愛あい模も様ようが観察できるのか？」


　と、大きな勘かん違ちがいをし始めてるし……。


　くだらない。なんでこの人達は、こんな話で盛もり上がれるんだろう？


　ますます盛り上がった四人は、


「そういえばさ、ミニィ。アンタ、ダークセイバーの誰かと文通してるんでしょ？　サエとケンジの事、何か書いてなかった？」


　と、ひやかし半分にミニィさんに話を振ふった。


　が。


　ミニィさんは、じっとシチューが入った皿を見つめたまま、ウンともスンとも言わなかった。


「えっと……ミニィ？」


「は、はい☆」


　イッコ姉さんの二度目の呼びかけに、ビクッと体を震ふるわせるミニィさん。


「ゴ、ゴメンなさいですぅ。聞いてませんでした☆　何のお話でしたっけ？」


「いや、別に、馬ば鹿か話ばなしだからいいんだけどさ……アンタ、何か調子悪いの？」


「まさか。あんまりシチューがおいしいから、ついうっとりしちゃって☆　ホントにノンセンパイってお料理上手ですよね！」


　取ってつけたように、シチューを食べ始めるミニィさん。


　そんなミニィさんを見て──オレ達は顔を見合わせた。


　どうもミニィさんは、フランを脱出した前後から、様子がおかしい。


　天下一武器屋祭の時のように暗くなったりしてる訳じゃないが、時折、何か考え事をしているようにボーっとしている。


　そして、妙みような事に、その症しよう状じようにかかっている人物はもう一人いた。オレ、イッコ姉さん、ノン姉さん、ジャンは、示しめし合わせたように、視し線せんをその男に移い動どうさせる。


　勿もち論ろんその男とは、ミニィさんと対角の位置に座すわって黙もく々もくとシチューを食べている男、ドノヴァンさんの事だ。


　この人もここの所、ミニィさんと全く同じで、たまに考え事をしているように、上の空の時がある。


　当然、逃とう亡ぼう生活なんだから、元気潑はつ溂らつでいるのもおかしな話だが……それにしても、何かあったのか？


　そういえば、ドノヴァンさんはフランで会った時、〝オレ達に言わないといけない事〟があるとか言ってたけど……あれはどうなったんだろうか？　こんな騒そう動どうに巻まき込こまれたせいか、未いまだに聞かせて貰もらってはいないが……。


「薪たきぎが、足りないね」


　と。


　自分に視線が集中している事になど全く気づいていない様に、ドノヴァンさんがポツリとそう言った。


「あ……ホントだ」


　全員同時にその言葉に反はん応のう。見ると、シチュー鍋なべの下の炎ほのおは、情なさけないくらい小さなものになっている。


「ボク、もう食べたから拾ひろってくるよ」


　と、ドノヴァンさんは立ち上がり、火を離はなれて薪拾いに向かっていった。


「ケンジ」


「はい？」


「アンタも行ってきなさいよ」


「へ？」


　オレは、イッコ姉さんの言葉に思わず文句。


「な、なんでオレが？」


「だってアンタ、もう食べ終わってんじゃない」


　イッコ姉さんは客観的に指し摘てき。確かにオレは、一杯目で腹はらが膨ふくれて、既すでに食事は終しゆう了りようしていた……。何も反論できない。


「……分かりました」


　多く食べる人の方が仕事が少ないのは不公平な気もするが……オレはドノヴァンさんを追うべく立ち上がった。


　まぁ、どうせ獣けもの避よけに火は焚たき続けなければいけないし、ドノヴァンさん一人に任まかせるのも悪いしな。


　オレは灯あかりを持って、ドノヴァンさんの背中を追った。





　オレとドノヴァンさんは、二人とも口数の少ない部類の人間だ。


　合流したオレ達は、ほとんど会話も交わさず、黙々と、湖のほとりで薪を拾っていた。


　いつもならオレは、ドノヴァンさんと二人で作業する時のこの静かさが、落ち着いた雰ふん囲い気きで好きなんだが……今夜は、〝オレ達に言わないといけない事〟の話を、聞かなければいけない気がする。


「あの……ドノヴァンさん？」


　オレは、薪を拾いながら、恐おそる恐る切り出した。


「ん？」


「ドノヴァンさん、フランで会った時、オレ達に言わなきゃいけない事があるって言ってませんでしたっけ？　あれ……何でした？」


　言った瞬しゆん間かん。


　隣となりを歩く大きなドノヴァンさんの体がビクッと震えた。


　オレは焦あせる。き、聞いてはいけない事だったか？


「あ、あの。言いたくないなら、全く言う必要無いんスけど」


「……ゴメン。この騒動が終わるまでは、やっぱり言わない事にしようと思って……。みんなが大変な時だし、ボクだけわがまま言ってみんなを困こまらせたくないし」


　ドノヴァンさんは言う。


「そ……そうですか。それじゃ、一件けん落着して、フランに帰った後で聞かせて下さい。はい」


　オレは焦りながらも、そう答える。


　でも、よく分からないな。わがまま……？


　それきりオレ達はほとんど会話を交わさず、黙々と作業。


　二○分程ほど経けい過かした所で、オレ達は作業を切り上げ、薪を担かついで集合場所に戻もどり始めた。


　しかし。


　遠目にだけれど、イッコ姉さん達がいる廃はい屋おくの炎が、視界に見え始めた頃ころ──突とつ然ぜん、ドノヴァンさんは足を止めた。


「？　ドノヴァンさん？」


「ケンジ。ケンジには言っておく。ボクは、フランには帰れない」


　決意した様に、唐とう突とつに告げるドノヴァンさん。


「は……？　え、何です？」


　間ま抜ぬけのような声で聞き返すオレ。


　フランに帰れない？　何の……何の話をしているんだ、この人は？


　オレは、すぐにはドノヴァンさんが何を言っているのか飲み込めなかった。ドノヴァンさんはそんなオレにゆっくり口を開いた。


「みんなに言わなくちゃいけない事は、その事……。ボクは……フランを出て、ソーニョの村へ帰る事に決めた」


　湖に、風が吹ふきつけている。


　オレはいきなり告げられた衝しよう撃げき的な言葉に、身動きが取れなくなった。


「な……何言ってるんスか!?　ソーニョに帰るって……え？」


　混こん乱らんするオレ。


「だ、だって、ソーニョは、もう落ち着いたんですよね!?　ドノヴァンさん言ってたじゃないスか」


　オレは言う。しかしドノヴァンさんは、意外にもゆっくり首を振った。


「落ち着いたっていうのは、救助活動がやっと終わっただけ。ソーニョは、あった家がほぼ破は壊かいされて、今も全員が、瓦が礫れきを利用して生活するような状じよう態たいが続いてる」


「えっ!?」


　予想していなかった言葉。ドノヴァンさんは続けた。


「ソーニョは北にある。おまけに山村。環かん境きよう的に厳きびしいから、復ふつ興こう作業は全然進まない。冬だし、家が無い状態で体調を悪くする人もたくさん出てる。それでも、あの村の人達は、あの村を絶ぜつ対たい見み捨すてない」


　ボソボソと語るドノヴァンさん。オレは衝撃を受けた。オレの想そう像ぞうは、随ずい分ぶん甘あまかった。ソーニョは、想像以上に、シビアな状態だったんだ……！


　けど、冷静に考えれば、三ヶ月間連れん絡らくが取れない程の状じよう況きようにあったんだ。そんな楽観的な状況じゃない事くらい、ちょっと考えれば、オレにも分かった筈なのに……！


　オレは何も口を挟はさめなかった。ドノヴァンさんは続けた。


「ソーニョは立地的に、今まで竜りゆうに襲おそわれた事は無かった。でも、何が変わったのか、突然竜が襲ってくるようになった。次にいつ来るかも分からない。ボクのチカラがいる。だから……ゴメン。ボクは、フランに戻もどれない」


　弱い声でドノヴァンさんは言う。


「な、何謝あやまってるんスか？　別に謝るような事じゃないでしょ？」


　オレは驚おどろいて言ったが、ドノヴァンさんは首を振り、


「ケンジ。ボクもみんなも、ケンジが一番エクスの再さい建けんを望んでるのを知ってる。でも、肝かん心じんな時にボクは結局エクスを見捨ててしまう……だから……謝らせて欲ほしい」


「見捨てるなんて……何言ってるんスか!?」


　オレは、ドノヴァンさんの勘かん違ちがいぶりに、泣きたい気持ちになった。


「自分の故郷がそんな悲ひ惨さんな事になってるんだ！　自分の親も！　それを救いに行くのは当然でしょ!?　なんでこんな時まで、オレ達に気を遣つかうんスか？　そんな事じ情じようがあったなら、エクスやオレ達の事なんて、放っておけばいいんだ！　馬鹿ですよ、絶対……」


　これ以上言ったら、本当に泣きそうだ……。オレはそこで言葉を切る。


「うん……ゴメン」


「でもドノヴァンさん……本当に、いま、オレ達なんかとマーガス探してていいんスか？」


　オレは心配になり、聞いてみた。ドノヴァンさんは言う。


「うん……。ボクは今回、みんなにお別れを言いにフランに来ただけだから、ボクもすぐソーニョに戻るつもりだった」


「だったら……」


「でも、ボクがフランに帰った途と端たん、今回の騒そう動どうが巻まき起こったんだ。それはきっと偶ぐう然ぜんじゃない。ケンジやマーガスのチカラになれって事だと思う。ボク自身、最後だからこそ、今回だけはケンジやマーガスのチカラになりたい」


　力強く言い切るドノヴァンさん。この人は、オレ達七人が運命に導みちびかれて集まったと固く信じているんだ。決意は固いに決まってるよな……。


　しかし、ドノヴァンさんが、こんな想おもいを抱かかえていたとは……そりゃ、時々上うわの空にもなるかもしれない。


「あれ？」


　と。オレの頭に、もう一つの疑ぎ問もんが浮うかび上がってきた。


「じゃあ、あの女の人……ロクサーヌさんは、誰だれなんですか？　ソーニョの村から一いつ緒しよに来たんですよね？」


　オレは気になって聞く。


「うん。あれ、姉さん」


　するとドノヴァンさんは即そく答とうした。


「お……お姉さん!?」


　オレは、度ど肝ぎもを抜かれた。


　あ、あの人、お姉さんだったのか……！　そういえば、大おお柄がらで、パーマもかかっていたが……目は開いていたぞ。


「弟がお世話になったからって、みんなに一言お礼言いたかったみたいだけど……それどころじゃなくなっちゃったから。無理やり説得して、ソーニョに先に帰って貰った」


「そ、そうだったんスか……」


　次々明らかになるドノヴァンさんの新事実に驚おどろきっぱなしだ……。


「ドノヴァンさん。この話、他のメンバーには……？」


　いつ言うのだろうか？　オレは気になって聞いた。


「うん。ボクが、自分の口から言う。でも、やっぱりもう少し落ち着いてから話そうと思う」


「そうですね……」


　確たしかに、ただでさえややこしい現げん状じよう、この話はショックが大きすぎるかもしれない。


　と。


　同意しかけたところで、オレはもう一人、上の空になりがちな女ひとの顔を思い出した。


「ド、ドノヴァンさん。みんなはいいですけど、ミニィさんにはどう説明するんスか？」


「うん……ミニィには、特別な説明をしなくちゃいけないと思う」


　ドノヴァンさんは、少し暗い声でそう答えた。


「ひょっとして……一緒にソーニョに連れていってあげるんですか？」


　何も知らないオレは、深く考えずにそう言った。


　が、ドノヴァンさんは、


「まさか。ソーニョは今ひどい状態だよ？　それにミニィはまだ学生だ。ソーニョに付いて来てなんて、とても言えないよ……」


　と寂さびしげな笑え顔がおで答えてくれる。


　その時だった。


「ミ、ミニィ……!?」


　ドノヴァンさんが、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。


　その言葉に従い、オレも、ドノヴァンさんと同じ方向に目を向け──驚きよう愕がくで、背せ筋すじが凍こおった。


　ドノヴァンさんのすぐ後方──いつの間にかそこに、ミニィさんが立っていた！　片かた手てに松明たいまつ、片手でバケツを持ち上げているが、どうやら、水みず汲くみに来ていたらしい。


　オレ達の話は、聞かれていたのか……!?


　自分でも信じられないくらい、オレは動どう揺ようしたが、


「どうかしたんですか☆　ケンジ君、ドノヴァンさん」


　ミニィさんは、小首を傾かしげて笑いながら、いつもと何一つ変わらない様子でオレ達に話しかけてきた。心底ホッとするオレ。どうやら、聞かれてはなかったらしい……。
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「ミ、ミニィさんこそ……どうしたんスか？　急に水汲みなんて」


「ん☆　ほら、さっきまでイビキかいてたオジサンいたでしょ？　お水飲みたいって言うから、とりあえず汲んできたの☆」


　満面の笑みで言うミニィさん。


　あの人、起きたのか……。でも、起きて早々ミニィさんに水を汲みに行かせるなんて、どういう人だ……？


「気になるね。急ごう」


　ドノヴァンさんは早歩きで、レンガの廃はい墟きよの方へ向かい始めた。


「オレ達も行きましょう」


　残されたオレは、同じく残されたミニィさんに言った。


　が。


　ミニィさんは何な故ぜかまだ、歩き出そうとしていなかった。


「？　ミニィさん……？」


「ケンジ君。ドノヴァンさん、ソーニョに帰るんでしょ？」


「えっ！」


　オレは、一いつ瞬しゆん心しん臓ぞうが止まったような衝しよう撃げきを受けた。


　人形のようにぎこちなく首を回し、隣となりを見ると、そこでミニィさんは苦く笑しようしている。


「や、やっぱり……聞こえてたんスか？」


「あはは、もっちろん☆　ミニィ、ゴンネスで耳だって鍛きたえてるんだよ？　それに、そんなの聞かなくたって、フランで顔見た時から、ずっと分かってたよ……」


　いつもの様子からは考えられないような寂しげな声で、ミニィさんは言う。


「ミ、ミニィさん。あの……」


　オレは、この時ほどなんて言葉をかければいいのか分からない場面は初めてだった。愕然となった。


　そんなオレにミニィさんは、


「ケンジ君、気にしちゃダメダメ☆　ミニィは全然平気だよ？　だって、ドノヴァンさん、自分のふるさとがボロボロになっちゃったんだもん。仕方ないよ☆」


　と平然と言うのだが……。


「ミニィさん……もしかして、ドノヴァンさんと一緒にソーニョへ行きたかったんじゃ……」


　オレはそう考えずにはいられなかった。


　しかしミニィさんは、くるっとオレに顔を向け、明るく笑う。


「あはは、まっさかぁ。ミニィ、寒いところ嫌きらいだもん☆　学校だってあるし！　誘さそわれたってソーニョになんて行きたくないよ？」


　ニコッとミニィさんは笑っているが……これは、本心なのか？　しかし、演えん技ぎでここまで感かん情じようを殺せるものだろうか？


　結局ミニィさんは、


「さ、このお話はもうお終しまい☆　早く戻もどろ？　オジサン、喉のど渇かわいて大変だよ☆」


　まるで何事も無かったような軽い足取りで、みんなのいる廃はい屋おくへと一直線に走って行く。


「ミ、ミニィさん……」


　何故かは分からないが、オレは圧あつ倒とう的なショックを受けていた。頭が回らない。


　なんというか、完全に、オレの人生経けい験けんの外の話じゃないか……？　オレがしゃしゃり出るには、あまりに重い問題だった。だからといって、ジャン達に報ほう告こくする訳にもいかないし……。


　オレは、よろよろになりながら、数分遅おくれで、ミニィさんの後を追った……。





　　　　※




　フラフラとした足取りで、なんとか火を囲む一同の元もとへ辿たどり着くオレ。


　しかし、火の周りは火の周りで、何やらややこしそうな展てん開かいになっていた。


　さっきまで寝ねてた、あの放ほう浪ろう者しや風のオッサンが、ジャンに向かって喚わめき散らしている。


「あ、ケンジ。やっと帰って来た」


　帰って来たオレを見るなり、イッコ姉さんが少し緊きん迫ぱくした表情で言った。


「……何やってるんスか、一体？」


　言い合っているジャンとオッサンを見ながら、オレは呟つぶやく。


　こっちは、ドノヴァンさんとミニィさんの間に挟はさまれて、大ダメージを負っているというのに……。


「雲行が怪あやしくなってきたのよ。あのオッサン、マーガスの知り合いらしいわよ」


「はっ!?」


「お前もか！　お前もアルニレックスの知り合いか!?」


　驚おどろいていると、オッサンはオレに顔を向けて、凄すごい剣けん幕まくで迫せまってきた。


　ど、どうなってるんだ、一体……？


　ジャンが、疲つかれたように首を振ふりながら、オレに状じよう況きようを説明。


「マーガスの話してたら、いきなり起きて喰くいついてきたんだよ……。なんか、迷めい惑わくかけられたとか言って」


「迷惑などという言葉では説明しきれん！　あのマーガス・アルニレックスのせいで、私は共きよう犯はん者しや──指名手配犯として、命を狙ねらわれるハメになってしまったのだ！」


　鼻息荒あらく、オッサンは言う。


　共犯者……!?


　そういえばマーガスの手配書に、共犯者一名がどうとか書いてあったが、それじゃこのオッサンがマーガスの共犯者……!?


「いいから、一回落ち着いてよ。オッサン、アンタ何者なのよ？」


　イッコ姉さんは聞いたが、


「悪いが、名前は名乗れん。波は乱らん万ばん丈じような人生を送ってるものでな。まぁ──聖せい剣けんエクスカリバーを探さがす者、とでも言っておこうか」


　わざとらしく、カウボーイ帽ぼうを中指で押おし上げ格かつ好こうつけながら、オッサンはそう言う。


　エクスカリバーを探す者って……また、聖剣関係者の登場か？


　オレ達は驚くというより、ウンザリした。あまり慌あわてもしない。


　念のため、オレのマントの中の聖剣を、しっかり隠かくれるように奥に押し込める程度だ。


「私は訳わけあってもう一○年以上、聖剣を探し続けている。人は私を、聖剣に魅みせられた青年と呼よぶよ」


　聞いてもいないのに、オッサンは自分の歴史を語りだす。ていうかアンタ、もう青年じゃないんじゃ……。


「という事は。お主が最初に聖剣を引き抜ぬいた者か？」


　例によって例の如ごとく反はん応のうしたのは、いつの間にか出現したウラヌスだった。


　またウカツな事を……！　と一いつ瞬しゆん肝きもを冷やしたオレ達だったが、


「私は、最初に引き抜いた人間ではない。私が最初に聖剣を見たのは、アルニレックスが持ってるのを見た時だ」


　カウボーイ帽は、ウラヌスに驚きもせず、意外にあっさり自分が最初に抜いた人間ではない事を明言。


「なんじゃ……」


　ウラヌスは、ガッカリした様子でそう言った。


「？　でもおかしくないスか？　最初に聖剣を引き抜けなかったのなら、聖剣はもうアンタの物にはならない。なのになんで聖剣を探すんスか？」


　オレは引っ掛かかりを覚え、聞いた。


「フッ。おいおい少年。さっきの話を聞いてなかったのか？」


「は……？」


「私は、一○年も聖剣を追っている男なのだぞ？　一○年も追ったら……それはもう、私の物だ」


　自信満々に、根こん拠きよの無い事を言うオッサン。


　なんて……大人になりきれてない大人だ。


「そんな事より、オッサン」


　イッコ姉さんは、オッサンに聞く。


「アンタ、マーガスに迷めい惑わくかけられたって事は、マーガスに会ったのよね？」


「ああ。会ったよ」


　あっさりとした口調でそう言うオッサン。


「ど、どこで!?」


「前人未踏領域ノース・エンデで聖剣を探す旅の途と中ちゆうに会ったのだ。聖剣を手に入れた小こ僧ぞうがいるという噂うわさを聞いて探してみれば、あの小僧、本当に聖剣を持っていた」


「それで!?」


「それでも何もあるものか。あの聖剣は、私の物だ。という訳で当然、私は奪うばってやろうとアルニレックスに襲おそい掛かってやったんだが……なんの偶ぐう然ぜんか、私と全く同じタイミングで、アルニレックスに襲い掛かったオリーブグリーンの軍服共がいてな」


　その言葉に、オレ達は顔を見合わせる。


　サラディンのマジックドール──！


　もしかして、マーガスがサラディンから聖剣を奪ったんじゃなくて、マジックドールが、マーガスから聖剣を奪おうとしたのか？


「そ、それで!?　その後、どうなったのよ!?」


「どうもこうも。命からがら、私とアルニレックスはそいつらから逃にげた。たまたま一いつ緒しよにいただけなのに、私もいつの間にか共きよう犯はん者しやに仕立てられ、中央大陸に戻もどってからも追われる日々。いい迷惑だよ」


　忌いま々いましげに吐はき捨すてるオッサン。でも、それはアンタがマーガスから聖剣を奪おうとしたからで、わりと自じ業ごう自じ得とくなんじゃ……？


「そこで別れて以来、アルニレックスの情じよう報ほうは知らんな」


「そ、そう……」


　残念そうに言うイッコ姉さん。


「しかし……君達のおかげで助かったぞ」


　カウボーイ帽は、すっくと立ち上がって言った。


「アルニレックスは、フォースにいるのだろう？」


「えっ……」


　絶ぜつ句くするオレ達。どうやら、マーガスの居い場ば所しよに関する話も、聞こえていたらしい……！


「私は、マジックドールの追っ手から逃げながら、もう一度アルニレックスの聖せい剣けんを奪い返すチャンスを窺うかがっていた。ルートを考えると、アルニレックスがこの辺りにいる事は分かっていたからな。私はフォースへ向かう」


「ちょ、ちょっと待って下さい！」


　みすみす、マーガスを襲う気満々の男をフォースに向かわせる訳にはいかない。


　オレは立ち上がり、なんとかして止めようとしたが──そのオレの肩かたを、誰だれかがガシッと摑つかんだ。


　ジャンだった。ジャンはゆっくり首を振ふっている。行かせろ、という事だろうか……？


「さらばだ、少年、少女達。また会おう」


　くいっ、とカウボーイ帽を押し上げながら、そのままオッサンは廃はい屋おくから出て行ってしまった。





「い、いいんスか？　行かせて」


　オッサンが出て行ってすぐ、オレはジャンに詰つめ寄よった。


「なーに言ってんだ。よく考えろよ。あっちは歩きだぞ？　フォースまでどんなに急いだって、二日はかかる」


「そうそう。こっちは竜りゆう車しやで半日。余よ裕ゆうで先に到とう着ちやくできるわ」


　余よ裕ゆう綽しやく々しやくの表情で、イッコ姉さんも言っている。


　た、確たしかに、それもそうか……？


　オレは、一いつ瞬しゆん納なつ得とくしかけたが──。


　──ガタ──


　その瞬間、どこからか、どこかで聞いたような音がした。


　オレだけでなく、全員に聞こえていたようだ。


「ん？」


「何の音？」


　全員の頭上に、疑ぎ問もん符ふが浮うかんでいる。


　──ガタゴト──


　もう一度、似にたような音が聞こえた瞬間、


「竜車だ！」


　最初に叫さけんだのは、ドノヴァンさんだった。


「え？」


「ウ、ウソ!?」


　イッコ姉さんが素す早ばやく反はん応のう。


　まさか──。オレにも、ようやく事じ態たいが飲み込こめてきた。


　ガタゴトガタゴト……遠ざかっていく聞き慣なれた音……間ま違ちがいない！


　廃はい墟きよの外につないでおいた竜車が、何者かに乗っ取られ、ここから遠ざかっていってる!?


「ま、まさかあのオッサンか!?」


　ジャンが凄すごい勢いきおいで立ち上がったが、


「ありがとう、少年、少女！　この竜車はありがたく使わせていただくよ！」


　廃屋の外から、馬ば鹿かでかいオッサンの声が響ひびいてきた。


　な、何がありがたくだ!?


「私の名はロト・ヘブン。英えい雄ゆう王おうロト・ヘブンだ！　困こまった事があったら、いつでも私を呼よべ！　ハイヨーッ！」


「ロ、ロト・ヘブンだぁ!?　お、おい、待ちやがれ英雄王！」


　ジャンが言ったが、それより早く、


「潰つぶす！　ミニィ！　行くわよ！」


「ま、待って下さい！　流星の石が、リュックの、奥おくで、」


「くっ！」


　獣けもののような身のこなしで、ビッグバン・ソード・グラビティを携たずさえたイッコ姉さんが、一人、廃墟の外へ飛び出していった！


　オレ達も数秒遅おくれで外に飛び出したが──辺りは既すでに闇やみ一色。


　竜車の走る音は、あっという間に遠ざかっていった。一人なら、六人も乗っていたオレ達の時とは加速力が違う……！


「くっそぉぉぉ！」


　少し先まで行っていたイッコ姉さんが、殺気をみなぎらせながら戻もどってきた。


「追いつけない！　結局なんなのよぉ、あのオッサンは!?」


　ガッ！　地面を蹴けり上げながら、イッコ姉さんが叫んだ。


　やられた──静まり返るオレ達。


　完全に油ゆ断だんしきっていた……。


「荷物を全部外に出しておいたのが救いだね……」


　ドノヴァンさんが言ったが、


「マ、マジかよ……。また、途と中ちゆうから歩きかよ……？」


　ジャンがガックリきたように、肩かたを落としながら言った。


「まぁ、ブラッド・キャニオンの時よりはマシでしょ。ここからなら、歩いて二日あれば、絶ぜつ対たい到着できる……」


　イッコ姉さんは言うが……全員、ショックを隠かくしきれていなかった。


　なんてことだ。竜車なら、あと半日揺ゆられてれば到着していたのに……！


「仕方ない……。朝まで寝ねて、死ぬ気で歩きましょう」


　イッコ姉さんのその声は、まるで地じ獄ごくから聞こえたようだった。








　そしてオレ達は翌よく日じつから──本当に死ぬ気で残りの道を進んだ！


　歩きすぎで、足のマメは潰つぶれ、爪つめは割われ、皮はむけ、筋きん肉にくは悲鳴を上げ、骨ほねは軋きしんだが──マーガスに会う事、そしてそれ以上に、あのオッサンへの怒いかりをエネルギーに換かえ、オレ達は一丸となって、がむしゃらに突き進んだ！


　あのオッサンに、マーガスが襲われてないかも心配だったが……。


　そして、歩き始めてちょうど丸一日──フランを脱だつ出しゆつして七日目の早朝。


　オレ達は、目的地、フォースの街へ辿たどり着いたのである！










　パート５・欣きん喜き雀じやく躍やくの少年







「どうもこの辺ではまだ、ミニィ達の指し名めい手て配はいは出回ってないみたいですねぇ☆」


　フォースの街に到とう着ちやく後すぐ。


　素早い身のこなしで街の様子を探さぐっていたミニィさんがそう報ほう告こくした。


「なんだ。顔が割われてないなら、変へん装そうの必要も無いわね」


　イッコ姉さんは拍ひよう子し抜ぬけした様に言う。


　ちなみにオレ達の格かつ好こうは、既すでにいつも通り。誰だれが用意したのか、微び妙みようなセンスのお揃そろいのニットキャップを被かぶっているくらいで、ほとんど変装はしていない。


「あのカウボーイ帽ぼう、どこかにいるんスかね……？」


「いや、それよりも、マーガスがまだこの街にいるかどうかが心配よ」


　イッコ姉さんは言う。


　確たしかに。もう既にマーガスがこの街にいなかったら、オレ達がフランを脱だつ出しゆつした意味が無い。


「考えてたって仕方ねぇ。さっさと指名手配犯はんマーガス・アルニレックスを探さがそうぜ？」


　ジャンの言葉に、全員が頷うなずく。その通りだ。ここまで来たら、探すしかない。


「とりあえず、ダークセイバーから当たってみましょう。まずは、店を探さなくちゃいけないんだけど……」


「ま……探すまでもねぇな」


　ジャンが、呆あきれたように街の中心部を見上げて言った。


　フォースは商業都市だった。


　まだ朝なので、それほど活気は無いが、地図を見る限かぎり、大きさはフランの半分くらい。本ほん格かく的ではない、簡単な竜りゆう避よけの壁かべが円形に街を囲っていて、壁の中では、中心に向かって渦うずを巻まくように、ひたすら商店が連なっている。


　そして、その渦の中心だ。


　オレも顔を上げて、その〝中心〟を眺ながめてみた。


　馬ば鹿かげているとしか言い様がない大きさの、黒い塔とう。おまけにそれが、横に五本連結して、山脈の様に聳そびえ立っている。塔のてっぺんには、不ふ吉きつとしか言い様がない、おびただしい数の鴉からすが集結。どこからどう見ても、間ま違ちがいない。


　ダークセイバー……！　あれがダークセイバーだ。


　間近で見ると、プラムローズさんの写真集で見た時の比ひじゃない迫はく力りよくがある。


「なんで武ぶ器き売るのに、あんな大きい店が必要なのかしら……？　ダークセイバーって、全スタッフ合わせても四人でしょ？」


　イッコ姉さんも、不思議そうに言っている。まぁ実は新生エクスも、よその事言えない程ほど大きいのだが……。


「とりあえず顔出しに行こうや。ダークセイバーの永えい遠えんのライバル、エクス・ガリバー様の陣じん中ちゆう見み舞まいだ」


　という訳わけで、オレ達は意い気き込ごんでフォース中央、ダークセイバーにぞろぞろ向かい始めた。





「えーと？　まずこの中央の塔に入ればいいのかしら？」


　オレ達は、五本連結する中の、中央の塔の麓ふもとまで到着。


　死神が剣けんに土ど下げ座ざしている、意味不明なレリーフがついたゲートを通つう過かし、『準じゆん備び中』の置き看かん板ばんも素す通どおり、店内に入ってみた。


　ダークセイバー内部は、鍾しよう乳にゆう洞どうの中にいるような、自然の岩の質しつ感を基き調ちようにした渋しぶい佇たたずまいだった。カウンター、武器ディスプレイ、商品台、全すべて同じ雰ふん囲い気きで作られている。


「ていうか……こんだけ巨きよ大だいな建物造っといて、なんで店に使ってるスペースこれだけなのよ」


　イッコ姉さんが、呆れたように呟つぶやく。


　確かにそうだった。どうやらダークセイバーの売り場は、目の前に広がる、旧きゆうエクスの一・五倍程てい度どの大きさのスペースで終わりらしく、後の場所は武器屋に全く関係が無いらしい。


　と、その時だった。


「うわ、開店までもうあと一○分!?　リーダァァァァ！　どこ行ったんです!?　帰ってきて下さいよぉぉ!?」


　店の奥おくから、いきなり悲ひ痛つうな叫さけび声が響ひびいてきた。


「ト、トッドさん！　いいから、モップがけやりましょうよ！」


　続いて、まだあどけない女子の声。


「ウックク」


　最後に喉のどに何かが詰つまったような妙な笑い声が聞こえてくる。


　オレ達は、顔を見合わせた。


「間違い、ねぇな」


「そうね。あんな掛かけ合あいができるのは、世界広しといえども、多分あの三人しかいないだろうし……」


　あの三人。瞬しゆん間かん的に、その三人の姿すがたが脳のう裏りに蘇よみがえる。


　礼れい儀ぎ正しくまっすぐな性せい格かくで、いつも「リーダァァ」と言っていた印象のある、赤あか髪がみの炎ほのお使つかい、トッド・ライネさん。


　そのトッドさんに、「リーダーばっかりひいきして！」と文もん句くを言っていた、第七四回天下一武器屋祭ＭＶＰ──けなげでがんばりやと噂うわさの看板娘むすめ、紫し紺こんの髪の少女サエ。


　そしていつも薄うすく笑っている神しん秘ぴ的な女性で、星せん天てん術じゆつという百発百中の占うらないが使える大人の女性、クロエ・ナバールさん。


　……さすがに三人ともインパクトが強いから、まだまだくっきり思い出せるな……。


　そんな、まさに三人の事を思い出している最中だった。


　どたどた、と慌あわただしい音が響き、奥の部屋から売り場に、人ひと影かげが一つ駆かけ出してきた。


　モップを持った、赤髪のまっすぐな瞳ひとみの──ほとんど外見の変わっていないその人は、オレ達を目に留とめるなり、礼儀正しく頭を下げてきた。


「あ、すいません。ウチ、八時開店なんです。あと一○分、お待ちいただけないでしょうか？」


　どうやらトッドさんは、まだオレ達だと気づいてないらしい。


　イッコ姉さんが、ほら、とオレの背せ中なかを押おしたので、オレは二、三歩前に踏ふみ出し、そのままトッドさんに声をかけた。


「あ、あの……トッドさん」


「はい？」


　トッドさんは、顔を上げてオレを見て、二秒ほど硬こう直ちよく。


　ほどなく、わなわなと震ふるえ始め、


「ウ、ウソだろ!?　ケンジ君!?　それに──エクス・ガリバーのみなさん!?」


　目をびっくりするくらい大きく見開いて、驚おどろいてくれた。


「オツカレ！　景気はどう？　ちょっと聞きたい事があって、寄よらせて貰もらったの」


　イッコ姉さんも、トッドさんにフレンドリーに近づいて行ったが、その前に、トッドさんは驚きが納おさまらない様子でこう言ったのだった！


「ど、どうしたんですか？　マーガスさんに続いて、みなさんまで」


　マーガス。そのキーワードを聞いた瞬間、オレ達はグッと体を乗り出した！


「マーガス!?」


「や、やっぱり！　ここにマーガスがいるのか!?」


「そ、それが──もう、ダークセイバーには……というか、フォースにはいないんですけど」


「えぇぇ……!?」


　いとも簡かん単たんに言われたその言葉に、オレ達は全員落らく胆たんの色を隠かくせなかった。


「そ、それじゃ、マーガスはどこに……？」


「それが──」


　と、トッドさんは説明しようとしてくれたが、その瞬間。


「トッドさん！　大変です！　お釣つりが全然足りませんよ！」


　奥の部屋から血相を変えて飛びだしてきた少女の声に、トッドさんの言葉はかき消された。サエだ。が、サエはよほど慌てていたのか、オレ達に気づくことなく、再ふたたびまた奥の部屋へ戻もどっていった。外見、ほとんど変わってなかったな……。


「ああ、時間が無いな……！　みなさん、すいません！　お話ししたいんですけど、今は、ちょっと。申し訳わけ無いんですが、夜に、また来て貰ったりできますか!?」


　トッドさんが、かなり焦あせった様子でそう言って来た。


「それはいいけど……夜？　何、この時期、そんな忙いそがしいの？」


「ハッキリ言って──半はん端ぱじゃないです。天下一武ぶ器き屋や祭さいは、四年に一度しか開かれませんから、今年は無いんですけど……。


　武器屋祭が無い年でも、ウチは武器屋祭のシーズン──ちょうど今の時期になると、天下一大セールと銘めい打うって、全品大おお幅はば割わり引びきで武器売るんです。今の時期は、店が開いたら洪こう水ずいみたいにお客さん集まってくるから、店閉しめる夜の一○時まで、だいたい一○秒に一人くらいのペースで接せつ客きやくし続けなくちゃいけなくて……」


　真ま面じ目めな顔でトッドさんは言う。


　じゅ、一○秒に一人？　もはや、オレ達には想そう像ぞうすらできないレベルの忙しさだ。


　エクスなんて、最初の頃ころは一週間で三、四人の客しか来なかったのに……さすが、天下一武器屋祭、三年連続一位のダークセイバー……。


「どーもこりゃ、俺おれら最悪に迷めい惑わくなタイミングで来ちまったらしいな……」


　恐るべきダークセイバーの忙しさに圧あつ倒とうされるオレ達。


「そうスね……マーガスもいないみたいだし」


　こうなったら、夜まで待って、トッドさん達から情じよう報ほうを聞き出すしか方法は無いか……。


「邪じや魔まになる前に、とっとと退たい散さんしよーぜ……」


　オレ達はそのまま、夜に来る約束だけを取り付けて、すごすごとダークセイバーを後にしたのだった。





　が。


「ちょっと待ったぁ！」


　店から出る寸すん前ぜん。いきなり、イッコ姉さんがオレとジャンの襟えり首くびをガシッと鷲わし摑づかみにした。


「な、なんだよ？」


「アンタらさぁ。アタシ達も一いち応おう、去年の天下一武器屋祭、準じゆん優ゆう勝しようの武器屋なのよ？」


「だ……だから？」


「だったら……この状じよう況きようで燃もえなきゃ、ウソでしょ？　早く仕事終わらせて、話も聞きたいし」


　ギラッ、と瞳を刃やいばの様に輝かがやかせ、イッコ姉さんが言う。


　ギラギラッ！　次の瞬間、伝でん染せんした様に、周りにいたノン姉さん、ドノヴァンさん、ミニィさんの瞳も輝いた。


　キラーン！　何な故ぜか、隣となりにいたジャンの頭部も輝く。


「ま、まさか……」


　その大胆な考えを前に、オレは脇わき役やくの様なセリフを呟つぶやく。


　オレの〝まさか〟はよく当たる。





「いらっしゃいませ、いらっしゃいませぇぇ！」


　この一年の鬱うつ憤ぷんを晴らすような声が、店の前から聞こえてくる！


　オレは、目の前に広がる、ある意味でのオールスター状況に、ただ圧倒されていた。


　とにかく、店内は、エクス・ガリバー＆ダークセイバーの相そう乗じよう効こう果かで凄すさまじすぎる事になっていた！


「天下一武器屋祭、一位と二位がタッグを組んだら、天下無む敵てきだぜ!!」


　かつてないほど絶ぜつ好こう調ちようにジャンケン払ばらいで客を撃げき破はし続けるジャンの隣で、


「な、なんだこの一体感──魔ま力りよくが……魔力が噴ふき出してくる！　体が熱いぃ、リーダァァァッァ！」


　ゴウッ！　何故か体中から赤き闘とう気きを立ち上らせるトッドさんが、獣けもののように叫んでいる。


「来いよ──誰だれでもいいから、叩たたきのめしたい気分なんだ」


　何のスイッチが入ったのか、完全に人が変わった様なセリフを吐きながらアムレス払いで連勝街かい道どうをばく進するドノヴァンさんの横に、


「や、やだ。これが、わたし──？」


　同じく何のスイッチが入ったのか、剣けんに映うつった自分の顔にうっとりしている少女（けなげが売りだった筈の）サエが、今まで持ち合わせていなかった積せつ極きよく性せいを発はつ揮きし、凄すごい勢いきおいで客を店に呼よび寄よせている。


　店の前では、


「馬ば鹿かな！　ロト・セブン以外に、剣話が使えるヤツは現げん在ざい一人もいないハズなのに──この女、使ってるぅ!?」


「さぁ、剣話が使いたいならこの店で武器を買いな！　アタシがタダで教えてアゲル！」


　と、イッコ姉さんが究極のアビリティ『剣話』をなんの威い厳げんも無く使い、死神看かん板ばん娘むすめの役やく割わりを買ってでれば、


「星がぁ……三○○年前の流星が、闇やみが、虹にじも、重なるのよ!?」


　本気で心配になるようなテンションで、神しん秘ぴ的な女性クロエ・ナバールさんがブルブル震ふるえて水すい晶しよう玉だまを見つめている！


「これが、友情……!?」


　何を感動しているのか、ウラヌスはそんな事を呟いていたが、たぶん違ちがうと思う。





　夢ゆめの一位二位連れん携けい接せつ客きやくは、夕方になっても勢いを落とさず、その頃にはエクス・ガリバーとダークセイバーという〝所しよ属ぞくする店の違い〟すら曖あい昧まいになり始めていた！


「トッドくーんー！」


　ノン姉さんが斧おのを構かまえ、


「ノンさん！」


　そこにトッドさんが、ピンポイント炎ほのお魔ま法ほうで点火！


　ジュッ！　途と端たんに斧の上の食材が奇き跡せきの様な香こうばしい香かおりを発生させ始める！


　ほ、炎のクッキング・ウェポン？　あ、あの二人、いつの間にあんなコンビネーションを……と驚おどろいていたら、


　さらにその周りを、ミニィさんとサエの〝ダブル看板娘〟がやたら高速で動き回っている。


「サエちゃん、その調子その調子☆　段々スピードついてきたね！　やっぱり今時の看板娘は、分身くらいできないと☆」


「そ、そんな。分身なんて、まだまだ私には無理です！　きゃ、ゴメンなさい」


　サエが、お客さんにぶつかって謝あやまっているが、あの二人、普ふ通つうに邪じや魔まだと思うんだけど……？　あ、でも、サエにぶつかられたお客さん、喜んでる……何な故ぜだ!?
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　そして最終的に客を一番店に招まねき入れているのは、一番理り解かい不ふ能のうなコンビ、ジャンとクロエさんだった。


「すげぇ、あの女！　あの勝しよう率りつ一○○％ハゲに、ジャンケンで負けてねぇ!?」


「いや、本当に凄いのはあのハゲだろ！　クロエさんは、絶対未来を見通せる能のう力りよくあんのに、ジャンケンで勝てねぇんだぞ!?」


　やけに盛もり上がってる野や次じ馬うまの中心で、ジャンとクロエさんはじりじりと睨にらみ合っている。


「やりますね、クロエお姉さま。ここまで俺を手こずらせたのは、あの時のデク以来──俺はあれから、格かく段だんに強くなってるのに」


「ウックク。あなた、何者？　私は星を読んでいるのに、何故か勝てない。これができるのは、王者の星を持つものか、レイの様に、星を持たない人間のみなのに……不ふ可か解かいね」


　クロエさんは、常つねに浮うかべていた薄うす笑わらいすら顔から消して、真ま面じ目めな声でそう言っている。なんでこの二人、かつてないほど真面目な雰ふん囲い気きなんだ……？


「ちょっと、ケンジ！」


　と。いきなりオレの目の前に、イッコ姉さんの顔がアップで現あらわれた。


「な、なんスか？」


「アンタも、ツッコミばかりやってないで、オーナー・コンボ発動させてよ！」


「えぇ!?　だ、だってオレのオーナー・コンボは」


　そう、オレのオーナー・コンボは伝説武ぶ器き無む断だん増ぞう殖しよく。とてもじゃないが、一日で実行できるオーナー・コンボじゃないのだ。そのせいで少し、仲間外れな気分を味わっていたのだが……。


「バカ、そういう時は、なんか新しいの考えればいいじゃない。そうだ！　余あまってる者同士、ウラヌスとコンビでオーナー・コンボやれば？」


「はっ？　オレとウラヌス？　ですか？」


「やりたい！　妾わらわも一いつ緒しよに商売したいぞ！」


　と、ウラヌスは大喜びで立りつ候こう補ほ。


「で、でも、どうやって？」


「そーね。……せっかく、ウラヌスは半はん透とう明めいで、亡ぼう霊れいに見せかける事もできるんだから、〝亡霊に取り憑つかれた少年ケンジ〟ってのはどう？　ウラヌスを背はい後ごに立たせて、アンタは、武器買ってくれなきゃ呪のろうぞーって言うの」


「な、なんだそりゃ……絶ぜつ対たい嫌いやですね」


　オレは即そく拒きよ否ひしたが、


「ケンジ……妾とコンビを組むのが嫌なのか？　ひっく。ひ」


　久ひさしぶりにウラヌスが号ごう泣きゆうし始めそうだったので、やむなく承しよう諾だく……。


　その後、営えい業ぎよう終しゆう了りよう間近、他のメンバーに見られないように、こっそりオレとウラヌスは〝亡霊に取り憑かれた少年ケンジ〟を実じつ践せんした。


　あまり売り上げには結びつかなかったと思うが、まぁ……ほんの少し、楽しかった。





　　　　※




「いやぁー、燃もえ尽つきたな！」


　営業終了後。


　エクス・ガリバー＋ダークセイバーの一同は、ダークセイバーの最上階にある星の見える客室で、ようやく再さい会かいを祝し、乾かん杯ぱいをしていた。


　売り上げを計算し、店の掃そう除じも全員で済すませたので、もう時じ刻こくは夜の一二時を回っている。


「いや、凄い売り上げでしたよ。もしかしたら、過去最高記録だったかもしれない。ホントにありがとうございました。ちゃんとみなさんの分、お給料出しますからね！」


　テーブルの向かいに座すわっている赤あか髪がみの青年トッドさんが、礼れい儀ぎ正しく頭を下げている。


　イッコ姉さんはそれに答えず、


「それよりトッド、今こん晩ばんダークセイバーに泊とめてくんない？　もう、チェックインできる宿無いだろうし」


「そんなの当然じゃないですか！　それとは別に、お給料も払はらわせて下さい！」


「そこまで言うなら」


　ニッとイッコ姉さんは笑い、トッドさんもホッとした表ひよう情じようを作った。


「お待たせー！」


　ガチャッ、と扉とびらが開き、ノン姉さんとサエが二人で料理を運んできた。


「うぉぉ、すげぇな！」


「すっごいおいしそうですぅ☆」


　ジャンとミニィさんが感動。メニューは、チキンの丸焼きやポテトやピザなど、ノン姉さんがあまり作らないパーティ系けいの料理だった。


「せっかくだもん。たまにはこういうお料理も楽しいと思って、がんばってみましたー。サエちゃんにいろいろ教えてもらったんだけどねー」


　とノン姉さん。


「そんな、私の方こそ。ノンさん本当にお料理上手で、わたしすごく勉強になりました。憧あこがれちゃいます、いいお嫁よめさんて感じで！」


「そんな事ないよー？　私、ダンナさんにはわがままだもーん」


「きゃー！　なんか……なんかそういうのっていいなぁ！」


　ウットリした顔でサエはノン姉さんを見て喜んでた。


「なんか機き嫌げんいいわねぇ、サエちゃん？」


　イッコ姉さんが、トッドさんに言う。


「ええ。サエは、ミニィさんと文通もしたりして、本当にエクス・ガリバー大好きなんですよ」


　苦く笑しようするトッドさん。


　ミニィさんと文通……サエがやっていたのか。


　ミニィさんを見ると、聞いているのかいないのか、クロエさんと何かを話していた。


「そうそう、ケンジ君の話もよく出るんですよ？　カッコいいって」


　トッドさんが、オレ、イッコ姉さん、ジャンに聞こえる程てい度どの声でそう言う。


　また余よ計けいな事を……。


「テメェケンジやっぱり……」


　ジャンはまたインネンをつけてきたが、だからそんなんじゃないと言うのに。オレは、恋れん愛あいとかそういうのに興きよう味みが無いんだ。


　だからサエの事も、興味無いし──いや、興味無いっていうのは言いすぎか。


　どちらかといえば、サエは好印象を持つ人間に部類する女子だったかもしれない、だからといって、女じよ性せいとして好きな訳わけでは決してなく……オレは、誰に言い訳をしているんだ？


「そういや、アンタんとこのボスはどこ行ったの？　レイムーヴだっけ？」


　イッコ姉さんが、思い出した様に聞いていた。


「ああ、リーダーは二、三日前に、海が見たいって言って出てったきり、行方ゆくえ不ふ明めいです！」


　満面の笑えみで言うトッドさん。


「いや……そんな嬉うれしそうに言われても。そんなしょっちゅう失しつ踪そうされて、困こまらないの？　アンタ達……」


「うーん、困りますけど……でも、リーダーは失踪するからリーダーなんじゃないですか！」


「そ、そういうもんかしら……？」


　さすがのイッコ姉さんも、それ以上深くは踏ふみ込こんで聞こうとはしなかった……。





　　　　※




　そんな風に盛もり上がりながら、出された料理を全すべて平らげ、全員が一息ついた頃ころ。


「さてと。そろそろ本題に入りましょうか」


　イッコ姉さんの言葉で、一いつ瞬しゆんにして場の雰ふん囲い気きが変わった。


　そう、オレ達は、ダークセイバーの助すけっ人とスタッフとして駆かけつけたのではない。


　マーガス。


　オレ達に聖せい剣けんを送り、現在、指し名めい手て配はい犯はんとして世界中の騎き士し警けい察さつが追う男を探さがしに、ここまでやって来たのだ。


　店が開く前、トッドさんは、マーガスはもうここにはいないと言っていたが──どういう事なんだろう？


「マーガスさんの事ですね？」


　真しん剣けんな表情で言うトッドさん。


「そう。朝のアンタの口ぶりだと、マーガスはダークセイバーに居いたみたいな感じだったけど……ココに、アイツはいたの？」


　身を乗り出してイッコ姉さんは聞く。


　トッドさんは──頷うなずいた。


「はい。マーガスさんは、確たしかにダークセイバーにいました」


「そうか……！」


　ざわつくオレ達。


　けれどトッドさんは朝、マーガスはダークセイバーにも、フォースにももういないと言っていた。何な故ぜだ？　どこへ行った？


　トッドさんは続けた。


「僕ぼくの知ってる事は、全部お話しします。ただその前に、先にみなさんの話を聞かせて貰えませんか？　実は僕も、全然状じよう況きようが分かってなくて……」


　トッドさんの言葉に頷き、イッコ姉さんはオレ達がここに至いたるまで──マーガスから聖剣が送りつけられ、それを守るため、指名手配をかけられながらフランを脱だつ出しゆつ。途と中ちゆうで竜りゆう車しやを英えい雄ゆう王おうに奪うばわれたりしながらも、真相を求め、なんとかフォースに辿たどり着いた──それを大まかに説明。


「なるほど……そんな事が……。うぅ、でも余計分からないな」


　一通りの説明を受けた後、トッドさんは困こん惑わくするように言う。


「分からなくたっていい。とにかくトッド、アンタがマーガスとどんな風に接せつ触しよくしたのか、最初から話してよ！」


　イッコ姉さんの言葉に、トッドさんは頷いた。





「二週間くらい前の事です。僕は、サエと二人で近くの店に買い出しに出かけていました。そしたら、フォースの街の外れで、死体が見つかった、なんて騒さわぎがあったんです」


「死体!?」


　嫌いやな予感がした。マーガスじゃないだろうな……？　心しん臓ぞうが嫌な音を立てる。


「い、いや、違ちがいますよ？　ああでも、違わないのか……？　と、とにかく、早とちりしないで、最後まで聞いて下さい！」


　トッドさんが慌あわてて言うが、ますます不安になる。


「僕達は、その現げん場ばを見に行きました。すると、ある事が分かったんです。野や次じ馬うまが死体だと騒いでるその人物の顔に、僕もサエも見覚えがあった。マーガスさんだったんです」


「ちょ」


「最後まで聞いて下さい！　そこにいたのは、確かにマーガスさんだった！　けど、息があったんです！　マーガスさんは、そこで倒れてただけなんです！」


　トッドさんが、有う無むを言わせぬ口調でそこまでを言い切った。


　た、倒たおれてただけ……!?


「な……なんだよ、人騒がせな……」


　ちょっと安あん堵どする雰囲気が、ようやくオレ達を包み込む。瞬間、前のめりになっていた体が、どっ、と椅い子すの背もたれに戻った。


　が。


「ちょっと。まだホッとするのは早すぎるでしょ？　倒れてただけって……死体と間違えられるような状じよう態たいで倒れてたのよ!?　絶ぜつ対たいそんなに甘あまい話じゃない！　そうでしょ、トッド!?」


　イッコ姉さんのイラついたようなセリフに、再ふたたび場の空気は張はり詰つめる。


　イッコ姉さん……実はイッコ姉さんが、一番マーガスの事を心配しているのかもしれない。


　トッドさんは否ひ定ていせず、


「実はその通りです」


　短く、そう言った。


「息はあったけど、マーガスさんはとにかく衰すい弱じやくしてて、ひどい熱が出ていたんです。意い識しきも朦もう朧ろうとしてたらしくて、僕が呼よびかけても、ほとんど反はん応のうしなかった。出血も何箇か所しよかあって……ひどい状態でした」


「そんな……！」


　予想を遥はるかに超こえる深しん刻こくな話に、オレ達は口もきけず、ただ呆ぼう然ぜんとなるしかなかった。


「でも、とにかく、倒れてる人がマーガスさんだって分かりましたから。僕とサエは、マーガスさんを医者に連れて行く事を決めたんです。ただ、マーガスさんが、医者はマズイってうわ言のように繰くり返すんで……とりあえず、ダークセイバーで応おう急きゆう処しよ置ちをしました」


「応急処置って……誰だれか、医い療りようの心得でもあるの？」


　イッコ姉さんが聞く。トッドさんは即そく答とう。


「ええ、リーダーが。二週間前にはリーダー、まだいましたから。リーダーは、マーガスさんの事忘わすれていたみたいですけど、適てき切せつに治療してくれましたよ。リーダー、医療の知識も凄すごいですから」


「うーむ。さすが……」


　なんとなく納なつ得とくするオレ達。


「ただ、それでもマーガスさんはよっぽど衰弱してたらしくて、中々意識を取り戻もどしませんでした。でも、少しずつ状態は良くなっていって……一週間前くらい前に、ようやく目を覚ましてくれたんです」


　トッドさんのその言葉に、自然と緊きん張ちようが緩ゆるむのが分かった。


　良かった。間違いなく、全員がそう思っていた。


「あれ？　でも、一週間前って言ったら、アタシ達の所に聖せい剣けんが届とどいた日よ？　って事は、トッド。マーガスを見つけたとき、アイツはもう聖剣を持ってなかったのね？」


「ええ、マーガスさんの荷物は、ポーチくらいでした」


　トッドさんは言う。


　そうか、マーガス、フォースに着いて、トッドさん達に拾われる前に、聖剣をオレ達に送ってきたんだな……。


「それで？　一週間前に、目を覚ましたマーガスは……今、なんでココにいないの？」


　イッコ姉さんが一番肝かん心じんな事を聞く。トッドさんは首を振ふって、


「それが……三日前、フォースの街で、とある手配書が出回り出しまして」


　言うと、トッドさんは一枚まいの紙を取り出した。


　そこには、デクさんがオレ達に見せてくれたのとほとんど同じような内ない容ようで、それを一いつ般ぱん市民向けに書き直した、指し名めい手て配はい犯はんマーガスの手配書があった。


「そっか。フランだけじゃなく、ホントに世界中の街で、マーガス探さがそうとしてんのね」


　イッコ姉さんは、疲れた様な声で言う。


「マーガスさんは、どこかでこれを見たらしくて」


　トッドさんはそう言い、どこからともなく一枚の手紙を取り出した。


〝これ以上迷めい惑わくをかけられない。助けてくれてホントにありがとう。またいつか、会いに来るから〟


　そこにはそう書かれている。マーガスの字だった。


「二日前の早朝、この置き手紙と、幾いくらかのお金だけを残して、マーガスさんはダークセイバーからいなくなってしまったんです。それきり、僕には何も……」


「そうだったのか……」


　場に、なんとも言えない重い沈ちん黙もくが生まれる。


「僕達、全然迷惑だなんて思ってなかったのに……」


　トッドさんは、悲しそうにそう呟つぶやいた。


「そうは言ってもさ、倒れてたマーガスをアンタ達が助ける場面は、大おお勢ぜいの人に見られてる訳わけだし……何か、調ちよう査さされたりしたんじゃないの？」


　イッコ姉さんは聞いた。


「まさか。この辺りの騎き士し警けい察さつは、リーダーには絶対逆さからえないですから。もし何か気になっても、調査なんて無む謀ぼうな真ま似ね、絶対できませんよ。だからマーガスさんにとっても、本当はここが一番安全だったんです。それを、最初に言っておけば良かったんですが……」


　悔くやしそうに言うトッドさん。


「なあトッド。マーガスは、何か言ってなかったか？　次にどこに向かうとか、自分が何に巻まき込こまれているかとか、何でもいいんだけどよ」


　ジャンが聞いたが、トッドさんは首を振る。


「申し訳ないんですけど、僕達が知ってる事は、本当にもう何も……。マーガスさんは、迷惑がかかると思ったのか、ほとんど何も話してくれなかったんで……」


「そ、そうか……」


　沈黙するオレ達。状じよう況きようは、予想以上に最悪だった。


　やっとフォースまで来たのに、マーガスと遭そう遇ぐうする事はできず、次にどこに行ったのかの情じよう報ほうすら不明。手て掛がかりは消しよう滅めつで、オレ達は次にどう行動すべきかの指し針しんを完全に失ってしまった。


　くそ、たった二日前まで、確たしかにマーガスはここにいたっていうのに……!!


「あのぉ」


　そんな重い雰ふん囲い気きの中、恐おそる恐る口を開いたのは、ミニィさんだった。


「クロエさんの占うらないで、マーガスさんの行く場所、占えないんですか？」


　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん──オレ達は弾はじかれたように顔を上げた。


　そ、そうだ。クロエさんの星占いなら、全すべてを見通せるんじゃ……！


　しかし、クロエさんは、全員の注目を浴びながら表情一つ変えず、断だん言げん。


「無理ね。今日、分かった事がある。アナタ達は、七つで一ひと繫つながりの連星の様な物。一つの星が動けば、他の六つの星の軌き道どうも変わる。未来を予よ測そくする事ができない。そこに王者の星まで加わったとなれば、私にはお手上げ」


　薄うす笑わらいを浮うかべながら、分かるような、分からないような事を言うクロエさん。


　とりあえず、マーガスの位置を特定したりする事は、無理なのか……。


「ウックク。かろうじて分かるのは、今は動くべきではないという事。そして何か大きな流れが目前まで迫せまっているという事。その二つだけ」


　意味深に呟くクロエさん。


　トッドさんも頷うなずいて、


「ダークセイバーなら、好きなだけ泊とまって貰もらって構かまいませんから。みなさんがいくら追われる身でも、この店の中なら絶ぜつ対たい大だい丈じよう夫ぶですよ！」


　まっすぐな声でトッドさんは言う。ありがたかった。


「仕方ねぇ。俺おれ達たちも旅のし通しで、いい加か減げん疲ひ労ろう困こん憊ぱいだからな……。今日のところは寝ねて、明日からもっかい作戦仕切り直しと行こうぜ」


　ジャンの言葉に、全員頷く。


　そうだ。いくら手がかりが無くなったからって、オレ達の旅は絶対終わらない。マーガスが見つかるまで、しつこく粘ねばるしかないのだ。





「そうだ……あと、もう一つだけ！　みなさんの話に出てくる、英えい雄ゆう王おうと名乗った竜りゆう車しや泥どろ棒ぼうの事なんですけど」


　話がまとまったと思っていたら、最後にトッドさんが思い出したように、意外な事を言い出した。


「竜車泥棒？……ロト・ヘブンか!?」


　ジャンが忌いま々いましげに吐き捨てた。


　気持ちは分かる。あの男のせいで、オレ達はフォースまで丸一日、地じ獄ごくの様なウォーキングを余よ儀ぎなくされたのだから……！


「実は僕ぼく、心当たりあるんです」


　爆ばく弾だん発はつ言げんを繰くり出すトッドさん。


「な、何ぃ!?」


「もしかして……こんな顔じゃなかったですか？」


　そう言って、トッドさんは一枚まいの紙を差し出してきた。


　その紙は──マーガスのと違ちがって公式な感じではなく、どこか危き険けんな匂においのする、安っぽい手配書だった。


　そしてその手配書には、カウボーイ帽ぼうをかぶった、うさん臭くさいチョビヒゲオヤジの顔がデカデカと書かれている。──この顔！


「ま、間違いないわ！　コイツよ、このオヤジよ!!」


　イッコ姉さんが絶ぜつ叫きよう！


　オレ達は怒いかりがぶり返してきて、全員椅い子すから立ち上がった！


「や、やっぱりそうですか……」


「一体なんなのよ、このオッサンは!?　英雄王ロト・ヘブンとか言ってたけど」


「それは偽ぎ名めいです。通り名も偽にせ者ものだ。その男の本来の呼よばれ方は、借金王。借金王シャバオと呼ばれています。北西部では有名な借金持ちで、一○億ドルクの借金を抱かかえ、世界中の借金取りに追われながら、それでも財ざい宝ほうを探さがし続けてるとか、なんとか……」


「しゃ、借金王？　シャバオ？」


　ど、どこが英雄王だ……？　まるっきり、正反対の人間じゃないか。


　オレ達、こんなどうしようもない男に、まんまと竜車を奪うばわれてしまったのか……!?


「クソぉ……俺らが指名手配中じゃなかったら、絶対被ひ害がい届とどけ出して、捕つかまえて貰もらうのによぉ……」


　脱だつ力りよくしながら、手配書を力なく握にぎり締しめ、ジャンは言う。


　が。


　その瞬間だった。


「ん？」


「え？」


　一瞬、全員呆あつ気けに取られた。


　気がつけば、手配書を握り締めていたジャンの腕うでに、何な故ぜか、イッコ姉さんが手を伸のばしている。


「な……なんだよ。手配書、見てぇのか？」


　ちょっとビックリしたように言うジャン。


「い、いや。別に？」


　イッコ姉さんは、慌あわてて手を引っ込めた。


　ど、どうしたんだ、イッコ姉さん。


「ねぇトッド。そいつ名前、なんだっけ？」


　もう一度確かく認にんするようにイッコ姉さんは言った。


「え？　ああ、シャバオです。借金王シャバオ。まぁ、それも偽名かもしれませんけど……」


「そう……」


　さほど興きよう味みも無いようにイッコ姉さんは言い、それきり何も喋しやべらなくなった。


　突とつ然ぜんの姉さんの奇き行こうに、オレ達は顔を見合わせるしかない。


　さすがのイッコ姉さんも、疲つかれてるんだろうか……？





　トッドさんはその後、男子と女子に一部屋ずつ自由に使える部屋と布団を貸してくれ、オレ達はそれぞれその部屋で眠る事にした。


　さすがにフォースまで歩き通した後、そのままダークセイバーの営えい業ぎようを手伝ったのは相当身体からだに無理をかけていたらしい。


　部屋に入るなり、ジャンとドノヴァンさんはもとより、オレも、圧あつ倒とう的なスピードで眠りに落ちていった……。





　　　　※




　翌よく日じつの朝。最初に目を覚ましたのは、当然オレだった。


　隣となりで寝ねている二人を尻しり目めに、むくりと起き上がる。


「六時か……。けっこう寝たな。四時間くらいか」


　オレはどちらかというと、少ない睡すい眠みんで大だい丈じよう夫ぶなタイプの人間だった。寝起きもいいし、二度寝だってした事も無い。ジャンやマーガスなんて、放っておけば一二時間くらい寝てるけど、信じられない生き物だよな……！





　しかし……一体今日からどうやってマーガスを探せばいいんだ……？


　本当に、何の手て掛がかりも無くなってしまった。


　オレは黙もく々もくと思考しながら、昨日トッドさんに聞いておいた洗せん面めん所じよで顔を洗あらう。


　すると。


「お、おはよう」


　朝らしい、涼すずやかな声が背はい後ごから聞こえてきた。


　振ふり返るとそこには、オレと同じくらいの身長、紫し紺こんの髪かみをなびかせた少女サエが立っていた。いつもは洗せん濯たくバサミみたいので髪を留めているのに、今日はそのままストレートに下ろしている。


「……おはよう。早いな」


「う、うん。タオル、使う？」


「ん」


　よく分からないが、やたら勢いよくタオルを渡してくれたので、オレはタオルで濡ぬれた顔を拭ふいた。


　サエは、オレの一つ年下なのだが、やけに緊きん張ちようした様子で接せつしてくる割わりに、オレには何故か敬けい語ごを使わない。


　そしてオレも、天下一武ぶ器き屋や祭さいの時から、不思議とサエには敬語を使わなかった。


「やけに早いけど、店に泊とまったのか？」


「う、ううん。一いつ旦たんお家帰ったよ？」


「？　けど、解かい散さんしてからまだ四時間くらいしか経たってないぞ……？　そんなにすぐ店に来るなら、店に泊まればいいじゃないか？　家の用事があったのか？」


　マーガス伝えに聞いた話だと、サエの家族は五人の弟と、病気がちで、働きに出られない父親だけだという話だったが……。


「え、えっとね。家の用事は、掃そう除じと、洗濯と、朝ゴハンの準じゆん備びだけだから、二時間くらいで終わったんだけどね。わたしバカだから、学校の宿題あるの忘わすれてて、ほとんどそれをやるために帰ったようなものなの。眠くて眠くて、宿題、手つねりながらやっちゃった」


　恥はずかしそうにサエは白はく状じようしたが……オレが寝てた四時間の間に、掃除、洗濯、炊すい事じにプラスして、手をつねりながら宿題もやってただと……？　超ちよう人じんかコイツ……!?　いつ寝てるんだ？


「だ、だったらせめて、学校始まるまで家で休んでろよ……。なんでこんな時間に、店に顔出してるんだ？」


「あ、それは、その……」


　何故か口ごもるサエ。


「そ、そうだ！　ケンジ君、朝ゴハン食べる？　まだちょっと時間あるから、作ったげよっか？」


　いきなり話題を変えてくるサエ。


「い、いいよ。時間あるなら寝ろよ」


　無む茶ちやさせて、倒たおれられでもしたらたまらない。


　オレは逃にげるようにサエの横を通り抜ぬけ、洗面所を後にしようとした。


　が。ここから事じ件けんは巻まき起こった。





「ま、ままま、待って！」


　ぎゅっ。


　泣きそうな顔で、サエはオレの手を摑つかんできた。


「な!?　な、何を!?」


　何な故ぜか、異い常じように焦あせりながら、オレは声をあげた。


「ゴ、ゴメンなさい！　違ちがうの、あのね！　ケンジ君。良かったら……ちょっと、お話ししない？　久ひさしぶりに会ったから、いろいろ聞きたい事もあるし……あ、でも、まだ眠かったら、全然いいんだけど、うん……」


　手を摑みながら、ゴニョゴニョと恥ずかしそうにサエは言う。


　オレは、なんとか平常心を保たもったフリをしながら、


「べ、別にいいけど」


　さりげない口調でそう答えた。が、実は焦った気持ちは全然収おさまっていない。やけに心しん臓ぞうがバクバク鳴っている。
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「と、とりあえず、手、離はなせよ」


「え？　あ、ご、ゴメン。ヤだったよね、私なんかに手て触さわられて」


「い、いや、別に嫌いやじゃないけど……良くもないけど……なんか温あたたかかったけど……」


　って、何言ってるんだ、オレ!?


　まずい、なんか頭が熱い。思考が変だ。目は泳ぎまくるし、心臓が、おかしくなったとしか思えない速度で暴あばれてる。


　手を握にぎられたくらいで、何をこんなに動どう揺ようしている、オレは？


　まさか、これがジャンやマーガスがたまに口にしていた〝恋れん愛あい〟による動揺なのか!?


　いや、ありえん。オレは、サエを別に女じよ性せいとして意い識しきしていないんだぞ？


　まさかオレの脳のうよ、手を握られた事で、サエを女性として意識し始めたのか？　不ふ可か解かいだ、あまりに不可解な動揺だ。


「ケ、ケンジ君、聞いてる？」


「え？　す、すまん。聞いてなかった。なんの話だ？」


「だ、だから……。私、ケンジ君に言いたい事、あるんだけど……い、言っていい？」


　耳たぶまで真っ赤にして、サエは聞いてきた。


「お、オレに、言いたい事？」


「う、うん。あのね。なんていうか……。えっと、ケンジ君、好きな人とか……いる？」


　震ふるえるような声で、サエは言う。オレはさらに動揺。


「イ、イナイ。とオモウ」


　何故かサエ以上に震える声で、オレ。


　その答えを聞いたサエは、一いつ瞬しゆん残念そうな目をしたが、すぐに、もう泣いてるとしか思えない震え方で、オレにまっすぐ向かって言う。


「そ、そっか。で、でも、わ、私には……。好きな人が、います」


　その言葉を聞いた瞬間、オレは、まるで一億年前から分かっていた事のように、自分の置かれている状じよう況きようを直感した。


　脳天を稲いな妻ずまが直ちよく撃げきしたようだった。


　オレは今──生を享うけて以来初めて、女子に〝告白〟されようとしているんじゃないのか──！


「ケ、ケンジ君。わ、私ね、その……初めて会った時から……」


「ま、待てっ！」


　オレは上ずった声で、とにかくサエを止めた！


　まずい、この展てん開かいはまずい！　オレはまだまだ修しゆ行ぎよう中の身だし、女子とお、お付き合いするなど、許ゆるされない事なのだ。


　なのに何故だ!?　何故頭の中に、サエと一いつ緒しよに買い物をしたり食事したりする光景が既すでに浮うかんでいる!?　どうなってるんだ、オレの脳は!?


　待てよ。オレはふと思った。


　親父おやじだって、元はお袋ふくろという女性と付き合っていたんだ。それで、あれだけの剣けんを打っている──という事は、むしろ鍛か冶じ屋やは、積極的に女性とお付き合いするべきなんじゃないのか？　きっとそうだ。そうに決まってる。そうに決まっていて欲しい。


　だからオレは、鍛冶屋として、このサエの告白を受け入れるべきなんだよ！


「ケ、ケンジ君。私、もうガマンできない。言う、言うよ？」


「わ、分かった。煮にるなり焼くなり好きにしろ！」


　覚かく悟ごができた。目と目の間から火花が出そうだった！


「わ、私ね」


「ああ」


「初めて会った時から！」


「ああ！」


　ゴクリと唾つばを飲み込こむ。永えい久きゆうとも思える様な、一瞬の間。


　そしてサエは、勇気を振ふり絞しぼるように、叫さけんだのだった！


「初めて会った時から──トッドさんの事が、好きだったんです！」


「ああ！……あ？　え？」


　困こん惑わくするオレ。


　な、なんだ……？　聞き間ま違ちがいか？　いま目の前の女は──トッドさんと言った？


「あ、あの、サエ。いま、トッドさんって言ったけど……」


「うん！」


「聞き間違い……じゃないよな？」


「うん！」


「トッドさんというと……あの、炎ほのおのトッドさんか？」


「うん！」


「つまり……客観的に分ぶん析せきして。サエが好きなのは、その、トッドさんって事か？」


「うん、そうだよ！　ケンジ君なら、トッドさんと年も近いし。男の人が何考えてるのか、アドバイスして欲ほしいと思って！」


　何かをやり遂とげたような顔で言うサエ。


　どしゃっ。


　オレは、自分の身体からだを支ささえきれず、そのまま片かた膝ひざを折って、床ゆかに座すわり込んでしまった。


　ば、馬ば鹿かな……!?　そんな事があり得るのか？　あの状況からトッドさんだと？


　な、なんてダサさだオレ……。勝手に告白を受けている最中だと勘かん違ちがいして、一人で自うぬ惚ぼれていたのか……！　何が煮るなり焼くなり好きにしろだ、まるっきりピエロじゃないか！


　呆ぼう然ぜんとなるオレ。が、反対にサエは、人が変わった様に舌好調になった。


「私ね、初めて会った時から、ずっとずっとトッドさんの事好きで──でもあの人鈍どん感かんだから、全然気づいてくれなくて！　でもたまに優やさしい時もあって、この前なんかはね、私と一緒に仕事してたらいろいろ気き遣づかってくれて、手と手が当たって、」


　猛もう烈れつな勢いきおいでトッドさんとのラブコメ話を開始するサエ。


「いや、おい、サエ？」


「あ、先週もね、二人きりでお買い物に行ったっていうのに、トッドさんリーダーの話ばっかりでね、それでね、私はリボンが欲しいって言ったのそしたらトッドさんたらね、」


「…………」


　すまんサエ。今のオレに、その話を聞き続ける精せい神しん力りよくは残されていないんだ。


　スッ──オレは静かにサエの前から逃とう亡ぼうした。


　一人で喋しやべり続けるサエは、もはやオレがいなくなった事にも気がつかず喋り続けている。あんなキャラだったとは……。


「ん……む……ケンジか。お前……どこ行ってたんだよ？」


　部屋に帰ると、ジャンが寝ね惚ぼけながらも起きていて、オレにめんどくさそうに喋りかけてきてくれた。


　オレは、なんか泣きそうになりながら、まじまじとジャンの顔を見た。


「ジャン……オレ、アンタを誤ご解かいしてた」


「はぁ!?」


「アンタは、何度も何度もああいう修しゆ羅ら場ばを潜くぐってきたんだな……男だよ、アンタ」


「はぁ!?　お、おい、ドノヴァンやべぇぞ、ケンジがおかしくなってる！」


　騒さわぐジャンとドノヴァンさんを尻しり目めに、オレはモゾモゾと自分の布団ふとんの中に潜もぐり込み、つくづく考えていた。


　女性の色いろ香かにすぐ混こん乱らんするマーガスやジャンをダメだダメだと思ってたが、あれは、マーガスやジャンが特別ダメな訳わけじゃなかったのだ。オレもたった今身をもって学習した。


　男は誰だれでも、ラブコメパワーに、人生を狂くるわされる可か能のう性せいを持って生きている……！


　気をつけよう。そして、己おのれを鍛きたえるんだ。今後の人生の中で、二度とあんな道どう化けを演えんじないためにも……！　本当にいい勉強になったよ……クソ。










　パート６・絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの少年







　サエとの激げき闘とうから一時間後。


「ケンジ、アンタ起きたばっかなのに、なんで疲つかれ果てた顔してんの？」


「べ、別に……」


「しっかりしてよ？　今日から、また一からマーガス探さがし始めなくちゃいけないんだからさぁ……」


　エクスの六人は、昨日の深夜も食事をしたダークセイバー最上階の部屋で、ダークセイバーの三人と朝食を摂とりつつ、今後の作戦を練っていた。


「で、今後の進路なんだけど。まぁ、マーガスだって、自分の故こ郷きようのフランがマークされてる事くらい予想してると思うのね。だからフランの方には近ちか寄よって来ないと思うんだけど？」


「んじゃ、こっからまた西に行くのか？　もうこの先、街はねーんだろ？」


　ジャンが不満そうに言う。


「じゃ、北？」


「北って……このまま行ったら、そのうちブラッド・キャニオンに突つき当たって、デルガドまで行っちまうぞ？」


「デルガド行こっかー？」


　ノン姉さんがまんざらでもない調子で言ったが、


「バ、馬鹿。その前に今度こそブラッド・キャニオンで死んじまうよ」


「んじゃ、どーすんのよ？　マーガスの向かう先に見けん当とうでもついてるワケ？」


「そうじゃねーけどよぉ。闇やみ雲くもに動いたって仕方ねーじゃん」


　会議は、一行に進行しなかった。なんか、すげぇ不毛な会議をやってる気分になってくる。マーガスの行き先のヒントが無い以上、いくら会議なんてやっても同じなんじゃないか……？


　時間は刻こつ々こくと過すぎていき、


「じゃあ、そろそろ僕ぼく達店の準じゆん備びにかかってきますね？」


　トッドさん達が、店の準備を始める時間がきてしまった。


　サエは既すでに学校へ向かっていてここにはいない。


「あ。アタシ達も手伝おっか？」


「そんな、いつも僕達だけで回してるんだし、大だい丈じよう夫ぶですよ。みなさんは早くマーガスさんを探す方法を考えないと！」


　拳こぶしを握にぎり締しめ、熱く言ってくれるトッドさん。


　しかしその熱い言葉が、耳に入ったとほとんど同じタイミングだった。


「た、大変です！　騎き士し警けい察さつの人が！」


　慌あわただしい様子で、学校に向かった筈はずのサエが部屋に戻もどってきた。


　再ふたたび慌しい一日が始まる──！





「き、騎士警察!?」


　部屋の入り口から聞こえてきたいきなりの言葉に、オレ達は弾はじかれたように立ち上がる。途と端たんに、緊きん張ちようが走った。


「ま、窓まど、窓から外を見てみて下さい！　この塔とうの入り口の前です！」


　息を切らしながら戻ってきたサエが必死に言うので、オレ達はすぐに開け放たれていた窓から首を出し、下の様子を確かく認にんした。


　ダークセイバー中央の塔、オレ達のいる部屋の遥はるか下、正面入り口前。


　見み間ま違ちがいだと思いたかったが、どうやらそうではないらしい。


　ダークセイバーの店の前には、どこかで見た事のある、オリーブグリーンの軍服を着た人ひと影かげが──ウジャウジャと集結している！


「あ、あれ、サラディンのマジックドールじゃないスか！　なんでここに」


「やべぇぞ！　アイツら、俺おれらを捕つかまえにここに踏ふみ込んでくる気だ！」


　ジャンが青い顔で叫さけんだが、


「サラディン？　みなさんを追っていたという、騎士警察の？　でも、大丈夫ですよ。ダークセイバーに入ろうとしても、この地区の騎士警が許きよ可かを出しませんから」


　トッドさんは、まだまだ余よ裕ゆうある顔で答えた。


　が。


「でも、どんどんお店の中に入ってくるよー？」


　なお窓の外を見ていたノン姉さんの言葉に、トッドさんも慌てて窓にかじりついた。


　下の光景を見ると、確たしかにマジックドールは次々オレ達のいる塔に吸すい込まれるように消えていき、まだ塔に入ってないマジックドールの数がみるみる減へっていく。


「そ、そんな……入ってくる？　なんで？」


「トッド、ダメなのよ！　アイツは、元々騎士警の人間じゃないし、他の人と連れん携けいするつもりもないから、そういう組そ織しきのルールみたいのに全然左右されないの！　平気でここまで上がってくるわよ！」


　イッコ姉さんの言う通りだ。


　オレ達は誰に言われるまでもなく、自分達の荷物をしっかり準備し、脱だつ出しゆつ体たい勢せいに入った！　早く逃にげないと、あれだけの数だ。囲まれた場合、フランの時のようには逃げきれない！


　ウラヌスが、


「ケンジ……」


　と心配そうにオレを見てきたが、


「大丈夫っス。とりあえず、中に入ってて下さい」


　オレはウラヌスを聖せい剣けんの中に入るよう促うながし、奴やつらの目的であるその聖剣、そして親父おやじが渡わたしてくれた刀をマントの中に差し込こんで準備を終えた。


「トッド！　アイツらと鉢はち合あわせにならない脱出ルートある!?」


　イッコ姉さんが聞く。


　するとトッドさんは、一いつ瞬しゆん迷まよっていたが、


「……分かりました。いえ、脱出ルートより、いい方法がありますよ。ダークセイバーには、隠かくし部屋があるんですよ」


「隠し部屋!?」


「はい。そこなら、絶ぜつ対たい大丈夫です。本来、店の人間以外は絶対入れてはならないんですが、非ひ常じよう時じです。きっとリーダーも許ゆるしてくれます」


　そう言うとトッドさんは部屋を飛び出し、オレ達も顔を見合わせた後、その背せ中なかを追った。


「いいですか？　焦あせらず、一列になって僕の後ろをついてきて下さい」


　と言う訳わけでオレ達は、早歩きで歩き始めるトッドさんの後ろに、ジャン、オレ、ノン姉さん、イッコ姉さん、ミニィさん、ドノヴァンさん、そしてサエ、クロエさんの順で並ならび、鍾しよう乳にゆう洞どうの様なダークセイバーの通路を進み始めた。


　トッドさんが進むのは、昨日、一階の売り場から案内して貰もらった道とはまるで別のルート。階かい段だんを上がったり下がったり、通路を右に曲がったり左に曲がったり、相当複ふく雑ざつな道を突つき進んだ。本物の洞どう窟くつみたいだな……。


「お、すげぇな。なんだこの彫ちよう像ぞう」


　途中で、例のダークセイバーのマスコット（？）剣けんの前で土ど下げ座ざする死神の彫像があったので、オレの前のジャンがそれに触さわろうとした。が、


「触らないで！」


「うっ!?」


　ゴッ！　彫像とジャンの手の間に、トッドさんの作った小さな炎ほのおが出しゆつ現げん！


「な、何すんだトッド!?」


「それはトラップです。触ると抱だきついてきて、自じ爆ばくしますよ」


「はぁっ!?」


「みなさんも、絶対壁かべに触ったり、前の人が歩いてない床ゆかを歩かないで下さい。既すでに、トラップゾーンに入ってますから。あと、はぐれない様に気をつけて？　僕だって、この辺はそこまで詳くわしくないんだから、迷まよったら一生出られませんよ？」


　真ま面じ目めな声でトッドさんは言い、再ふたたび歩き始める。


　オレ達は、段々不安になり始めた……。


「あ、あのよぉトッド。そこまで詳しくないって……どういう事だ？　お前、自分の働く武ぶ器き屋やなのに、全部の道知らねぇのか？」


「当然ですよ」


　トッドさんは事もなげに言い、


「ダークセイバーは、リーダーとプラムローズ・ファミリアの天才コンビが造った、究極建けん築ちく物ぶつですよ？　僕なんて、まだ三○％くらいしか把は握あくしてません。リーダーだって、まだまだ入った事の無い部屋があるって言うし、噂うわさでは深しん層そう部ぶには竜りゆうもいるらしいし」


　力説するトッドさん。竜が巣食う武器屋って……どういう武器屋だ？


「ちょっと。ダークセイバー自じ慢まんもいいけど、もっと急いだ方がいいわ！　簡かん単たんには逃がしてくれそうにないわよ？」


　耳に手を当てる仕草をしながら、神しん妙みような顔で言うイッコ姉さん。


　それに倣ならうように、オレ達も耳を澄すませてみると──。


　ザッザッザッザッ──いかにも大行進、という規き則そく正しい足音が、すこし離はなれた場所から響ひびいてきている！　間ま違ちがいなくマジックドールの足音だった。


「そ、そんな馬ば鹿かな。この道を、追ってこれるなんて……！　よし、とにかく急ぎましょう！」


　そう言って足早に進み始めたトッドさんを先頭に、オレ達集しゆう団だんは歩調を速め、目が回るような、入り組んだ道を再び突き進み始めた。


　しかし、ザッザッザッザッ……足音は、中々遠ざからない。


「トッド。大だい丈じよう夫ぶなの？　その隠し部屋に辿たどり着いても、あの連中、押し入ってくるんじゃ……？」


「そ、そんな事は絶対有り得ません！　リーダーが造ったダークセイバーの隠し部屋は、本当に凄すごいんですから！」


　かなりムキになってトッドさんは言い返す。


　オレ達は顔を見合わせた。


「あ、見えてきました！」


　もはや自分がいま、どの塔とうのどの位置にいるのかすら分からなかったが、確たしかにトッドさんの言う通り、前方の通路の行き止まりに、どこかで見た様な岩いわ扉とびらが見え始めた。


「こ、これ、エクスの入り口についてんのと一いつ緒しよの扉じゃねーか……！」


　ジャンが驚きよう愕がく。確かにそこにあったのは、あの忌いまわしき、新生エクスの開かずの岩扉にそっくりだった。


「ここが目的地です」


　言うとトッドさんは、岩の扉に掌てのひらをかざす。すると。


　グゴゴゴ──重苦しい音を立てて、岩は真っ二つに割われるように左右にスライドし、中に入れるようになった。


「どうです？　このテクノロジー。ここまで来れば、絶対追手なんかに捕つかまりませんよ！」


「い、いいから早く中に入りましょ」


　興こう奮ふん気味のトッドさんをイッコ姉さんが押おすようにして、オレ達は部屋の内部に入った。


　隠し部屋の中は、案外広かった。ダークセイバーの売り場の倍くらいの大きさはある。ぽっかりとした空洞の中央に、巨きよ大だいな円えん卓たくが置いてあった。


　グゴゴゴ──全員が部屋に入った所で、入ってきた岩扉が閉しまる。


「もう大丈夫です。この部屋までのルートを暗記して、無む傷きずで辿り着くまでに、僕だって一○ヶ月かかったんですからね。今日初めてダークセイバーに入ったあの人達に、辿り着けるわけありません！　自由にくつろいでて下さいよ！」


　トッドさんは言ってくれたのだが、オレ達は、とてもそんな気分になれなかった。


　言い様もない、不安な予感が頭から振ふり払はらえない……。


　そしてその予感は、ほどなく当たった。


　ズガァ！


　突とつ然ぜん！　いま閉まったばかりの扉に、何かがぶち当たるような凄すさまじい音がした！


「オイオイオイ……全然くつろいでる場合じゃねぇみたいだぜ」


　青い顔をしながら軽く言うジャン。全員できるだけ扉から離はなれる様、壁に向かって下がり始める。


「そ、それでも大丈夫です！　あの扉は、力ちから技わざでは絶対に開けられません。血を登録して、僕達しか開かい閉へいできないようになっているんです」


　トッドさんはあくまでそう言い張はったが、さっきまでの自信は既に無くなっているようにも思えた。


「あの扉、開く気がする……」


　隣となりにいたドノヴァンさんが言ったが、それは、全員が予感していた事だろう。


　そして予感は当たる。


　グゴゴゴ──不吉な音を立てながら、絶対に開かない筈はずの岩扉は、真っ二つに割れるように左右にスライドし始めた──！





「動くな！」


　鋭するどい声が飛んだ次の瞬しゆん間かん！


　ドドドドドド！　大量のマジックドールがなだれ込み、広々としていた隠かくし部屋も、あっという間に数十体のマジックドールで埋うまってしまった。


　間違いなく、フランでオレを追い掛かけ回してきたあのマジックドールた。


「ク、クソ」


　オレは後ずさったが、後ろはもう壁かべ、後が無い。


　やがて一体のマジックドールが、腕うでから突つき出したアイス・ピックの様なものをオレに突きつけ、オレは前にも後ろにも進めないようになってしまった。


　ウラヌスが中にいる聖せい剣けんを、オレはとにかく固かたく握にぎり締しめる。


　パチ、パチ、パチ、パチ……突然、隠し部屋に、冷めた拍はく手しゆが鳴り響いた。


「見事だったよ、ガキども。フランであれだけの包囲を受けていながら、こんな所まで逃にげていたとはね。どうりで、フランをいくら探さがしても見つからない訳わけだよ」


　隠し部屋に現あらわれたのは、肥ひ満まん体型の、人を蔑さげすむ目を持つ男。


「サラディン・オズ！　てめぇ、なんでオレ達がフォースにいるって……」


　悔くやしそうに呟つぶやくジャン。そう、そこにいたのは、フランでなんとか撒まいてきた、あの騎き士し警けい察さつの男、サラディン・オズだった。


「ふん。つい数日前まで、フランを馬ば鹿かみたいに探していたさ。逃げた痕こん跡せきが無かったからね」


「だったら……」


「ただ、そんな最中。フォースという街で、竜りゆう車しやに乗った男がトラブルを起こしたという情じよう報ほうを耳にしてね。その男は、アルニレックスの共きよう犯はん者しやとして、僕ぼくが追っている男だったんだが」


「シャバオか……！」


　ジャンがますます悔しそうに言う。


「その情報が、やけに引っ掛かった。僕は、お前達が、天下一武ぶ器き屋や祭さいでフォースのダークセイバーと言う武器屋と接せつ触しよくしていた事も、情報として持っていたからね。もしかしたら、アルニレックスがフォースにいるという情報があり……関係者は、全員フォースに集結してるんじゃないか、そう予よ測そくしたんだ」


　ニヤッと笑うサラディン。


　要は、あのシャバオのせいで足がついたって事か……！


「という訳で、早さつ速そく飛竜でこの店に駆かけつけてみたんだが──到とう着ちやく早々、大当たりだ。予想通り、お前達はいたな」


「ま、待って下さい！」


　まだ信じられない、という顔で意見を飛ばしたのは、トッドさんだった。


「あ、あなたは何な故ぜこの部屋に入れたんですか!?　安全なルートを見み極きわめるのはともかく、あそこの扉とびらは、絶ぜつ対たい僕達にしか開けられないのに……何故!?」


「ああ。それは単なる偶ぐう然ぜんというか……店の前で、優ゆう秀しゆうなガイドと遭そう遇ぐうしてね。踏ふみ込こんだところで、隠し部屋の様な場所に逃げ込まれる事は予測できたから、案内を頼たのんだんだ」


　サラディンが後ろを向くと、スッ──一人の男が入って来る。


　その男の姿すがたを見て、全員が驚愕した！


「レ！　レイムーヴ!?」


　青あお髪がみの、虚うつろな目の男、ダークセイバーのリーダー、レイムーヴがそこに立っていた。


「リーダァァ！　リーダーが開けたんですか!?」


　トッドさんが半ば絶ぜつ叫きようするように聞いたが、レイムーヴは心底不思議そうに、


「うむ……？　何やら知らんが、海から帰って店に入ろうとしたところで、この男に呼よび止められてな」


　淡たん々たんと答えるレイムーヴ。さらに、


「もしダークセイバーに、自じ慢まんの隠し部屋があれば、是ぜ非ひ見せて欲ほしいと言われたので案内してやったのだが……どういう状じよう況きようだこれは？　トッド、お前達と一いつ緒しよにいる連中は、誰だれだ？　何な故ぜ見知らぬ人間を勝手にこの部屋に案内した!?」


　やや怒おこりながら、レイムーヴは言う。


　くっ、どうやらあの人、完全にオレ達の事を忘わすれ去っているらしい……。ていうかあの人、なんで自慢の隠し部屋に、そんなにあっさり他よ所その人間を案内するんだよ……!?


「お、おい、忘れたのかよ!?　去年、激げき闘とうを繰くり広げた、エクス・ガリバーのメンバーだよぉ、俺おれ達たち！」


　ジャンが助けを求める様に言ったが、


「誰だ貴き様さま？　俺は人見知りなのだ、気安く話しかけないで貰もらおうか」


　レイムーヴは、完全に他人に喋しやべりかけられたと思い込んで、恐ろしく冷たくそう答える。


「リーダー……」


「レイさん……」


　トッドさんとミニィさんも、諦あきらめたようにガックリ肩かたを落としていた。ああクソ、なんで天才なのに、あんなに記き憶おく力りよくだけ悪いんだあの人……!?


「さぁ、遊びは終わりだガキども。お前達の冒ぼう険けんはここまでだ。全員聖せい剣けん強ごう奪だつ犯はんの共犯者として逮たい捕ほ、その上で聖剣を回かい収しゆうさせて貰う！」


　ザッ！　サラディンの命令に従したがい、一いつ斉せいに手て錠じようを取り出して構かまえる、周囲のマジックドール達！


　くっ、こんな状況、どうすればいいんだ……!?


「ちょっと。あんまり調子に乗るんじゃないわよ」


　──っと。不ふ敵てきな声が隠かくし部屋の中に響ひびいた。


　こんな状況でこんな声を出せるのは、一人しかいない。イッコ姉さん──！


「この前は、武器持ってなかったけど、今日は持ってんのよ？」


　ぶんっ。イッコ姉さんは、ビッグバン・ソード・グラビティの切っ先をサラディンの顔に向け、威い嚇かく。


「だったら何だ？　まさか、騎き士し警けいに武器で立ち向かおうと言うのか？」


「場合によっちゃ。アタシには、やらなきゃいけない事が死ぬほどあるの。ここで捕つかまったら、そのほとんどが果たせなくなっちゃう。幸いアンタは、常つねに周りにはマジックドールだけの単たん独どく行動。アンタ一人がブッ飛んでお星様になったとしても、騎士警は誰も気づかないんじゃないかしら？」


　本気なのか威嚇なのか、怖こわすぎる笑え顔がおでイッコ姉さんは言う。


「ふっ。そんな脅おどしに屈くつする僕だと思うか？」


「フン──脅しかどうか、試ためしてみようか？」


「ゲッ!?」


　ジャンが止めに入ろうとしていたが、既すでに遅おそかった！


　ダンッ！　床ゆかを踏み切り、既に戦闘テンションに入っていたイッコ姉さんは、マジックドールとマジックドールの間──サラディンへ一直線に向かえる〝道〟へ、流星の様に突とつ入にゆう！


　うお、イッコ姉さん、マジでサラディンぶっ飛ばす気か!?


　その時だった。


　ひゅおっ、と風きり音が聞こえたかと思うと、突とつ如じよ、サラディンの前に、全身を黒い甲かつ冑ちゆうに包んだ、黒の騎士が出しゆつ現げんした。


「な、なんだアイツ!?」


「僕の最高傑けつ作さくマジックドール、サラディン二八にじゆうはちさ。コイツでお相手をしよう」


　黒騎士の後ろで満面の笑みを浮うかべながら、サラディン・オズが言う。その言葉を合図にしたように、サラディン二八は、背せ中なかからグラビティに勝まさるとも劣おとらない大たい剣けんを取り出し、右手一本で静かに構えた。


「面おも白しろいじゃん。力ちから比くらべ？」


　イッコ姉さんは加速したままそれを確かく認にん、ニッと獰どう猛もうな笑みを浮かべた。


「人形相手なら、全力でぶっ飛ばせる。二人まとめて星にならない様に、気をつけな！」


「ね、姉さん！」


「ぶっ飛べぇぇぇ！」


　瞬まばたきする間にサラディン、そして黒騎士の目前まで迫せまったイッコ姉さんは、ビッグバン・ソード・グラビティを横よこ薙なぎに、大剣を構える黒騎士にフルスイング、そして──


　ガッキィィィン！　轟ごう音おんが隠し部屋に鳴り響く！


「……え？」


　しかし、その後に広がっている光景は、予想外の光景だった！





　悠ゆう然ぜんと立ち尽つくす、無む傷きずのサラディン・オズ。


　その前には、全身に黒い鎧よろいを着込んだ、サラディン二八。


　そしてイッコ姉さんは、剣を振ふり切った姿し勢せいのまま、硬こう直ちよく。


　そしてその両手の先にある、フルスイングされたビッグバン・ソード・グラビティは──サラディン二八によって止められていた。


　しかも、ただ止められていた訳わけではない。サラディン二八は、右手一本で、自分の大剣を振り上げていたのだが──その大剣は、使われてもいなかった。


　ビッグバン・ソード・グラビティを止めていたのは、大剣を持っていないほうの手、左手──そう、サラディン二八は、左手一本でグラビティの刀身を握にぎり締しめ、斬ざん撃げきを防ふせぎきっていた。


「な、なんで……？　グラビティは、相手の重力をゼロにできるはずなのに……！」


　フルスイングの姿し勢せいのまま、呆ぼう然ぜんと呟つぶやくイッコ姉さん。


「破は壊かいしろ、二八」


　サラディンの命令を受け、微かすかに頷うなずく二八。すると部屋の中にメキキキ、という音が響き──パリィィィン。


　花びらのように、儚はかなくグラビティが砕くだけ散った。サラディン二八が、握りつぶしたのだ。


「ど、どんだけレベル違ちがうんだよ……!?」


　絶ぜつ句くするオレ達。


　そしてオレ達は、ビッグバン・ソードが負けた事に、予想以上にショックを受けていた。


　ビッグバン・ソードはオレ達の切り札。


　今回だって、なんだかんだと言いながら、イッコ姉さんがさっきビッグバン・ソードを出した瞬しゆん間かん、オレ達は無む意い識しきの内に、何かを期待していた……！


「ふはーはっはっは！　残念だったな女！」


　狂ったように笑い始めるサラディン・オズ。


「あんまり僕をナメない方がいいぜ？　これでもマジックドール産業のトップを走る、オズの技ぎ術じゆつ部長を務つとめてる男なんだ。どうだ、サラディン二八の実力は。圧倒的なスピードと、頑がん強きような大剣で僕を守り続ける、最強のガードマンだ！　一対一なら、ロト・セブンにも負けないかもな」


　嬉うれしそうに言うサラディン。


　サラディン二八。ボディは黒光りする騎士鎧に包まれ、フルフェイスタイプの髑髏どくろの兜かぶとの下から、例の赤いモノアイが微かに見えている。不気味な人形だった。


　ブンッ！　そしてそのサラディン二八は、構かまえていた大剣を、突然イッコ姉さんの喉のど元もとに突き付ける。後数ミリ動かせば流血は免まぬがれないその状じよう況きように、全員が凍こおりつく。


「さあ、遊びは終わりだ！　この女の命が惜おしければ、武ぶ器きを置け！」


　サラディンは最高に嬉しそうな声で言う。


「ち、ちくしょう……！　みんな、武器は置かなくていいわよ！」


　イッコ姉さんは歯は軋ぎしりしながらそう言ったが、そうもいかないでしょ、姉さん……。


　オレ達は力なく、持ってきていたマイ・ウェポンをガチャガチャ床に置いていった。


　ノン姉さんの、スーツケースに化けたジェノサイド・エンジェルも、ドノヴァンさんのロンギヌスのモップ２セカンドも見み破やぶられ、悉ことごとく没ぼつ収しゆう。


　そして苦労して守り続けてきた、中にまだウラヌスが入ってる聖せい剣けんエクスカリバーも、おまけに親父おやじがフラン出発前に渡わたしてくれた刀も、


「あの女の命と、その剣と。どちらが大事なんだ？」


　イッコ姉さんの首くび筋すじに、さらに黒くろ騎き士しが剣を押し付ける様を見せつけられたら、渡さない訳にはいかなかった。


　オレは、力つきたように緩かん慢まんにその二本の剣を渡した。


　結局……聖剣を守り切れなかった……。


「さぁ連行するぞ。手て錠じようをかけろ」


　ガチャン、ガチャンとオレ達の腕うでに、次々冷たい手錠がかけられていく。


　いつものオレ達なら、ここで奇き跡せきのような出来事が起こって、こういう絶望的状況を脱だつ出しゆつできたんだが……今回ばかりは、奇跡も偶ぐう然ぜんもオレ達には味方してくれなかった。


　やはり、七人いないからなのか……？


　そんな最中、


「この連中の元へ案内してくれた礼だ。お前の店の店員は、見み逃のがしてやるさ」


　サラディンが、レイムーヴにそう笑いかけたのが聞こえてきた。


　レイムーヴは、氷のような目でそれを見つめ返す。


「相変わらず、さっぱり状況が分からんが……一つだけ言える。お前は、オレの目の前から早く消えた方がいい」


「？　何な故ぜだい？」


「何故かは知らん。が、オレはお前があの見知らぬ連中を捕つかまえようとしている事に、無む性しように腹はらが立ち始めている。このままではオレは、お前を壊こわしてしまうかもしれんぞ」


　相変わらず無む表ひよう情じようで言うレイムーヴ。


「レイさん……」


「フン……安心しろ。いま出ていくところだ」


　黒騎士がいるとはいえ、サラディンはレイムーヴの危き険けん性せいを察知したのか、レイムーヴから離はなれるように歩き始め、そして指し揮きを取る。


「よし！　連れて行け!!」


　サラディンの言葉に、動き始めるマジックドール！


　とうとうオレ達は無理やり歩かせられ、連行を開始される！


「み、みなさん！」


　あまりの展てん開かいに、動どう揺ようしている様子のトッドさんが、必死の表情で叫さけんでいた。


「きっとすぐ、真実が──みなさんの潔けつ白ぱくが証しよう明めいされる時が来ます！」


　トッドさんは言ってくれたが、さすがのオレ達も今回ばかりは楽天的な雰ふん囲い気きにはなれない……。誰も、何も答えられないまま、オレ達はダークセイバーから連行されてしまった。










　パート７・英えい姿し颯さつ爽そうの青年







「お前達はここだ！」


「あっ!?」


　フォースではあまり必要ないのか、フォース勾こう留りゆう所じよは、大き目の宿屋くらいの大きさしかない、くたびれた建物だった。


　その建物の中で、メンバーはバラバラに分けられ、オレは何故かノン姉さんと一いつ緒しよに、窓まどすら無い、暗く狭せまい牢ろう獄ごくに押し込められる。


　せめて、男女くらいは分けろよ……。適てき当とうな仕事してるな、この街の騎き士し警けいは。


　ガァァァン！　通話用の小窓があるくらいの、重苦しすぎる鉄てつ扉ぴが閉しまる音。


　カッカッカッカッ……そして、門番が歩き去っていく音が聞こえた。


「すごーい。わたし、こんな所入ったの、初めてー」


　ノン姉さんが、興きよう味み津々に壁かべを触さわってそんな事を言っているが、そりゃそうでしょノン姉さん……。さすがこの女ひとは大物過すぎる。まったく取り乱みだしていない。


「オレ達、どうなるんスかね……」


　さすがに心配になって、オレはそう呟つぶやいた。


　いや、オレ達だけじゃない。聖剣の中に入ったままのウラヌスの事も気にかかる。


　サラディンが、聖剣を最初に引き抜ぬいた人間なら、少なくともウラヌスは天てん空くう郷きようへ帰れるからまだいいが……違ちがった場合、ウラヌスはどういう扱あつかいになるんだ……？


「大だい丈じよう夫ぶだよー！　私達、何にも悪い事してないもん。絶ぜつ対たい、悪いようにはならないよー」


　のんびりした口調でノン姉さんは言う。


「そ、そうスかねぇ……？」


「大丈夫ー」


　何故かＶサインを作りながら、ひたすら根こん拠きよ無く断だん言げんするノン姉さん。


　はぁ。なんか、この女ひとといると、深しん刻こくな気分に浸ひたりたくても浸りきれないな……。ある意味、同じ房ぼうで良かったかもしれない。


「ん……新入りか？」


　そんな時だった。


　いきなり暗い牢獄の奥おくから、男の低い声が聞こえ、オレはビクッと体を震ふるわせた。


　せ、先客がいたのか……暗すぎて気づかなかった。


「私達、新入りのノンとケンジですー。よろしくお願いしまーす」


　完全に囚しゆう人じん気分のノン姉さんが挨あい拶さつすると、どうやら寝ねそべっていたらしい男はむくりと起き上がり、こっちに近ちか寄よってからオレの正面に座すわりなおした。


「ああ、こちらこそよろしく頼たのむ。私の名はロト・ヘブン。人は私を英えい雄ゆう王おうと──ん？」


　自じ己こ紹しよう介かいしようとして──正面の男は固まった。


　男の外見は、砂すなまみれのマントに、カウボーイ帽ぼうを被かぶった、チョビヒゲの四〇顔親父おやじ……オイオイオイ!?


「ア、アンタ！　湖でオレ達から竜りゆう車しやを奪うばった、ロト・ヘブン……じゃなくて」


「確たしか、シャバオさーん。ですよねー？」


　さっそく詰つめ寄るオレとノン姉さん。


　シャバオは、一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくしていたが、


「や、これは、その。元気にやってたか、子こ供ども達？」


　そう言って開き直ったのか、いきなりオレと肩かたを組んで、フレンドリーさをアピールしようとし始めた。


　オレは当然それを振り払い、拒きよ否ひ！


「元気にやってたって、アンタなぁ！　アンタが竜車持ってったおかげで、こっちは散々歩く羽目になって……おまけに、サラディンに居い場ば所しよまでバレちゃったんスよ!?」


「おかげで成長しただろう？　若わかいうちは、いろいろ苦労した方がいい。私も若い頃ころは苦労したものだ」


　まるで反省しない様子で、逆ぎやくに説教を始めようとするシャバオ。な、何てオヤジだ……！


「シャバオさんは、なんで捕つかまっちゃったんですかー？　なんかトラブル起こしたんですよねー？」


　ノン姉さんが聞く。


「ああ。アルニレックスを探さがしてる途と中ちゆう、街で食事をしたんだが、マズかったから金を払はらわなかったのだよ。そしたら捕まってしまった。そんなささいな事で目くじらをたてて──寒い時代だと思わんか？」


「ていうか、アンタのやってる事、ささいじゃなくて犯はん罪ざいですから……。特に、オレ達の竜車を奪った事とか」


　オレはシャバオに恨うらみがましく言ったが、


「安心しろ、恩おんは返す。私は、じきに聖せい剣けんを手に入れて、世の中がひっくり返るような金銀財ざい宝ほうを手に入れる。そしたら、お前達にも分けてやるぞ」




[image: ]


　シャバオは調子良さそうに返してくる。


　オレとノン姉さんは、顔を見合わせた。


「なんで……聖剣を手に入れたら、金銀財宝が手に入るんスか？」


　オレは、不ふ審しんに思って聞いた。


「ふっ。まぁ、本来極ごく秘ひ情じよう報ほうなのだが……竜車を借りた礼だ、特別に公開しよう。私が追いかけてるのは、天空郷アトラ！　空に浮うかぶと言われている、幻まぼろしの島。なんと聖剣エクスカリバーは、そこと地上を繫つなぐ、鍵かぎなのだ」


　例によってカウボーイ帽を指で押おし上げるポーズを取りながら、自信満々にシャバオは言う。が……正直、とっくに知っている情報だけに、オレも姉さんも余あまり驚おどろけない。


「？　その顔は、そんな島がある事すら信じていないな？　まぁ、無理もないが」


「い、いえ」


　信じるも何も、オレ達、そこの王女とも知り合いだしな……。


　でも、ウラヌスからたまたま聞いたオレ達と違い、このオッサンは、自力でここまで情報を集めたんだ。さすがに一○年追ってきただけの事はあるかもしれない。


「すごいぞ、アトラの天空郷は。アトラには千年使っても使い切れない黄金があり、訪おとずれた人間は、好きなだけそれを持ち帰っていいという伝でん承しようがあるのだ」


　意い気き揚よう々ようと語るシャバオ。そんな話、ウラヌスはしていなかったが……？


　しかし、そうか。もしかしてサラディンも、その黄金の伝承を知っていて、オレ達の聖剣を執しつ拗ように追ってくるのか？


「それだけではない」


　シャバオは、オレ達が話に喰いついたのが嬉うれしかったのか、今度は何やら汚きたないメモ帳をマントから取り出し、そこにびっしり書き込まれた文字を見ながら、黄おう金ごん郷きよう情報を語り始めた。


「黄金なんて目くらましに過すぎん。天空郷で一番価か値ちのある物、それは薬なのだ」


「薬？」


「ああ。やりようによっては、黄金なんかより何倍も高く売れそうな秘ひ薬やくが、いくつも独どく自じに作られてるらしい。例えば……そうだな。身長を一・五倍にする薬。これなんか、少年にオススメなんじゃないか？」


「……大きなお世話っス」


　オレは舌した打うち交じりにそう言い返す。


「女の子には──これどうだ？　飲めば因いん果が律りつを組み替かえて、五分以内に確かく実じつに彼氏ができる薬。彼氏、欲ほしいだろ？」


「それより、料理がうまくなる薬とかの方が欲しいかもー？」


「確たしかそういうのもあったぞ。ともかく、他にも頭の回転を速くする薬とか、目がよくなる薬とか、ウソがつけなくなる薬とか、いろいろあるらしい」


　ウソをつけなくする薬……。ジャンなんかにオススメなんじゃないか？


「でもそれ、全部本当にあるかどうか、分かんないんじゃ……」


「だからこそ、私は天空郷へ行って、確かめるつもりなのさ。まぁ、その前に早く、あのアルニレックスから聖剣を奪うばわないといけないがね」


「…………」


　オレとノン姉さんは、そのセリフを少し気の毒に感じ、顔を見合わせた。


　シャバオさん。アンタが追ってる聖剣は、実はマーガスじゃなく、オレ達が預あずかってて……おまけにその聖剣は、もうサラディン・オズに奪われてしまったんスよ。


　その後も、シャバオは故こ郷きように残してきた女によう房ぼうと娘むすめがどうとか、どこまで本当でどこまで噓うそなのか分からない話を繰くり返していたが、喋しやべるだけ喋って満足したのか、しばらくしたらイビキをかいて爆ばく睡すいし始めてしまった。





　　　　※




　夜になるまでは、特に勾こう留りゆう所じよに動きは無かった。


　時計も窓まども無いこの牢ろう獄ごくの中では、今が何時なのかは分からない。夜だというのも、どこか遠くで梟ふくろうが鳴いている様な声がするので、それで判はん断だんしているに過ぎない。


　ノン姉さんは、壁かべにもたれかかり、すーっと静かに寝ね息いきを立てていた。


　シャバオは、一体何十時間寝れば気が済すむのか、一度も目を覚まさずンゴォォとイビキをたてて爆睡してる。


　イッコ姉さん達、他のみんなはどうしたんだろうか？　やけに静かだが、全員無事なんだろうな……？





　事じ件けんが起こったのは、恐おそらくもう深夜──オレも、さすがにウトウトとし始めた、そんな頃ころだった。


　グギィィィ──突とつ然ぜん、オレ達の牢獄の扉とびらが開いた。


　シャバオは気づかなかったが、ノン姉さんはぱちりと目を覚ます。


　オレは一いち応おう身み構がまえて、入ってくる人物を待ち構えた。


「ケンジ……」


「え？」


　最初に入って来た人物に、オレは少し戸と惑まどった。


　現あらわれたのは、半はん透とう明めいの少女、天てん空くう郷きようの王女ウラヌス。


　さらに、


「気分はどうだ？　小こ僧ぞう」


　続けてサラディン・オズが、牢獄に入って来る。


　太い腰こしには、似に合あわない剣を二本──エクスカリバーと、オレから没ぼつ収しゆうした刀を差している。


「な、なんスか、アンタら……」


　妙みような組み合わせに、オレはそんな事しか言えなかった。


「面会だよ、小僧。どうしてもこの半透明女が、お前達と話がしたいと煩うるさいのでな」


「オレ達と？」


　訳わけが分からない。


　オレはとりあえず立ち上がって、ウラヌスに歩み寄よった。


「どうしたんスか、ウラヌスさん」


「お別れを……言いに来た」


　暗い表ひよう情じようで、ウラヌスは言う。


「え……お別れ？　って事は、本当にサラディンが最初に聖剣を引き抜ぬいた人間で……、二人一いつ緒しよに天空郷へ帰るって事っスか!?」


　オレは驚きよう愕がくに目を見開いてそう聞いたが、


「……違った。この男が柄つかを握にぎっても、何の反はん応のうも無かった。でもお別れだ。妾わらわはもう、天空郷には帰れない……」


　やはり暗い顔でウラヌスはそう言うだけ。


　天空郷には帰れない……どういう意味だ？　それに、なんでこんな暗い顔をしている？


「サラディンさん。どういう事っスか？」


　ラチがあかないと、オレはサラディンさんに質しつ問もんする事にした。


「どういう事、とは？」


「だ、だから。なんでウラヌスさんは天空郷へ帰れないと……？　アンタまさか、自分が最初に聖剣を抜いた人間じゃなく、もう黄金を手に入れられないと分かったから、聖剣を放っておくつもりじゃないでしょうね……!?」


　サラディンを見つめながら、責める様な口調で言うオレ。


　しかしサラディンは、はん、と完全に見下すような目でオレを見つめ返してきた。


「黄金だと？……これだからガキは嫌いやなんだ。僕ぼくが黄金なんて欲ほしがるとでも思うか？　これでも世界三大企き業ぎよう、オズの家系の人間だ、金に不自由などした事は無い。僕は黄金にも天空郷にも、これっぽっちも興きよう味みは無いんだ」


「え!?」


　まさかの回答に、動どう揺ようするオレ。


「じゃ、じゃあ、何な故ぜあんなにエクスカリバーを追い回すんですか？」


「当然、エクスカリバー自体に興味があるからさ。知ってるか？　この剣けんに使われているのは、精せい神しん金きん属ぞくといって、地上では絶ぜつ対たい手に入らない幻まぼろしの金属なのさ。この精神金属を分ぶん解かいして研究すれば、マジックドール・テクノロジーは爆発的に進化する」


「ぶ、分解!?」


　何を言ってるんだ、この男は？


「ぶ、分解なんてしたら、ウラヌスさんはどうなるんスか？　地上で精神を留とどめておく装そう置ちが無くなるじゃないスか！　そしたら精神体は消しよう滅めつ、後は、二度と精神が戻もどってこない体が天空郷に残されるだけで……」


　オレは自分で言ってて少なからずゾッとした。


　間ま違ちがいない。ウラヌスが沈しずんでるのは、サラディンにこの事──聖剣が分解される事を知らされたからだ。


　が。サラディンの方は、まったくそんな事を気にする様子も無く、


「悪いが、そこまで面めん倒どう見切れないな。こっちは新しん製せい品ひんのためにも、一秒でも早く分解した精神金属が必要なんだ。それに、こんな半透明のガキにいつまでも喚わめき散らされたんじゃ迷めい惑わくだしな。残念だけど消えて貰もらうさ」


「ア、アンタ……それで、なんとも思わないのか？」


　オレは言ったが、


「思う？　こんな聖剣のオマケみたいな女に、何を思えと言うんだ？　僕はただ、お前達に会わせろとコイツがうるさく泣くんで、黙らせるために連れてきてただけさ」


「礼が言いたかったんだ」


　すると、横からウラヌスが、力ない笑え顔がおでそう言ってきた。


「礼？」


「妾は、短い間だったが、お主やジャン様やエクスの面々と竜りゆう車しやで旅ができて、本当に楽しかった。人生で一番楽しかったかもしれん。だから妾はもう……消えたって……構かまわないのじゃ」


　最後の方は、自分に言い聞かせるようにウラヌスは言う。


「そ、そんな。絶対そんなのウソだ！　消えて……消えていい訳無いじゃないスか！」


　オレは必死に言ってみたが、ウラヌスは涙なみだを浮うかべて首を振ふり、


「もうよいのだ。思えば、お主には最初から迷惑をかけ通しじゃった。せめて、約束通り、お主に天てん空くう郷きようを案内してやりたかったが……」


「ウ、ウラヌスさん！」


「……すまん。約束は果たせそうにない」


　そう言うと、フッ。


　たまらなくなった様に、ウラヌスは聖せい剣けんの中へ消えていった。


「そんな……」


　後に残ったのは、サラディンだけ。


「良かったな小こ僧ぞう。美しい想おもい出じゃないか。その想い出で、勾こう留りゆう所じよ生活を楽しく過すごせばいい。くっく、じゃあな」


　ニヤニヤ笑いを浮かべながら、ウラヌスの入った聖剣を持って、サラディン・オズはオレ達の牢ろう獄ごくから去るべく歩き始める。


　そんな、このままでは、ウラヌスは分解される──！


「おいおい、いいのか少年。その剣、黙だまって持っていかれて」


　と、その時、オレ達の牢獄で、いきなり声。


　言ったのは、カウボーイ帽ぼうにチョビヒゲのオッサン、さっきまで爆ばく睡すいしていた筈はずのシャバオ！


「だから最近の若わかいヤツはダメなんだ。よく分からないが、その剣、大事なモンなんだろ？」


　カウボーイ帽を人差し指でスッと押おし上げ、やたら渋しぶい声でシャバオ。


「男は、大事なモンは、拳こぶしで取り返すものだ。私は、昔っからそうして生きてきた」


　ニッ、とニヒルに唇くちびるを吊つり上げ、シャバオはやたら格かつ好こういい事を言う。


　が。


「シャバオさーん。だったらお願いです、コブシであの剣取り返してくれませんかー？」


　とノン姉さんが言った途と端たん、


「そ、それは……無理だ。痛いてて、持病の腱けん鞘しよう炎えんが……」


　シャバオは急に右手を押さえ、わざとらしく蹲うずくまってしまう。オッサン……。


　でも……


　いい事言ってくれたぜオッサン。


　おかげで、一つだけ作戦を思いつく事ができた。


「サラディン・オズ！　ちょ、ちょっと待て！」


　オレは勇気を振り絞しぼって、サラディンを呼び止めた。


　サラディンは無言で振り返り、不ふ愉ゆ快かいそうにこっちを見てくる。


「ケンジー？」


　ノン姉さんが、心配そうにこっちを見てきたが、オレはもう一度勇気を振り絞って、


「とてもじゃないけどこのまま指くわえて、泣き寝ね入いりをする気になんないんです。それはマーガスからの預あずかり物だ。やっぱり返してもらいます！」


　一気に断だん言げん。


　するとサラディンは、歪ゆがんだ笑顔を浮かべ、


「くっく。だったらどういう気になってるんだ、小僧。まさか本気で拳で取り返すつもりじゃないだろうな。この体たい格かく差さで！」


　サラディンが嘲ちよう笑しようを浮かべるのも仕方がなかった。


　オレとサラディンは、身長は三○センチ、体重にいたっては一○○キロ近く違うかもしれない。おまけにオレは、小こ柄がらだけれどフットワークも無いし、パワーはもっとない。オレの拳なんて、サラディンに当たっても痛いたくも痒かゆくも無いだろう。


　オレが立ちすくんでいると、サラディンは笑顔を猟りよう奇き的な雰囲気に変化させ、オレにゆっくり歩み寄よってきた。


「今ならサラディン二八も建物の外で待機させてある。やれるもんなら──やってみろよ！」


「やってやるさ」


　ずっと胸むねの奥おくで引っかかっていた事があった。


　エクス・ガリバーのメンバーは、今まで大事な物を守るためなら、それこそ灼しやく熱ねつ竜りゆうだろうと、ボーンドラゴンだろうと、命がけで突つっ込こみ、蹴け散ちらし、闘たたかいの末にそれを守ってきた。


　けど──いつだってその場面に、オレの姿すがたは無かった。


　オレは最年少という事で、唯ゆい一いつ戦せん闘とう経けい験けんの無いオーナーだ。危き険けんな場面は確かく実じつに後方支し援えん、もしくは留る守す番ばん。


　前方で闘う人間だけが偉えらい訳わけじゃないけれど、一度くらい──。


　一度くらい、オレだって命をかけて、闘うべきじゃないのか!?


　腹はらを括くくってオレは、去年の誕たん生じよう日びに大量に貰もらった竜りゆう革がわの手て袋ぶくろを改かい造ぞうした専せん用ようのグラブを右手にはめる。


　それを見たサラディンは、高笑い！


「ふはっはっは！　その手袋で、パンチ力でも上がるのか？　これだからガキは嫌なんだ！」


　笑うがいいさ。


　いつまでも、留守番オーナーのままだと思うなよ！　オレのマイ・ウェポンを見せてやる！


「アンタが腰に差してるその刀……」


　オレは、サラディンの腰こしに差さっている、親父おやじが渡わたしてくれた刀を見て言った。


「これか？　ああ、美しい刀だ。お前のような小僧に持たせておくと刀が泣くだろう？　没ぼつ収しゆうさせて貰うよ」


　ニッ、と笑うサラディン。


　その笑顔を見て、オレも思わずニッと笑ってしまった。


「そうスか──でも、よく持っててくれた。その刀は、他の誰だれでもない、オレのための刀なんスよ」


　出番だ、マイ・ウェポン！


　オレはさっきグラブをはめた右手を開き、天てん井じように向かって突きあげる。


「ムラマサ──来い！　主あるじの元もとへ、帰れ！」


「は……？」


　シーン……オレのセリフに、静まり返る牢ろう獄ごく内。


　まだか？


「お前は……冒ぼう険けん小説か何かの読みすぎなんじゃないのか？」


　と、サラディンが完全に呆あきれ顔になった、その瞬しゆん間かんだった！


　ひゅんひゅんぱしっ！


　サラディンの腰から鞘さやごと抜ぬけた刀が、とうとうオレの右手に収おさまった！


「おおっし、来たぁ！　よく来た、ムラマサ！」


「何ぃぃ!?」


　自分の腰と、オレの手元を何度も見直すサラディン。


　人類誕生以来、永えい遠えんの夢ゆめ。それは、呼よべば飛んで来てくれる、相あい棒ぼう刀の具ぐ現げん化ではなかっただろうか？


　オレは、それを実現した！　手と鞘に、ミニィさん経けい由ゆで密みつ輸ゆした超ちよう磁じ石しやくをはめ込み、夢の機き能のうを実現！　おかげで攻こう撃げきり力りよく、耐たい久きゆう力りよく、コストパフォーマンス、全すべてが史上最弱だが、この場面では、役に立った！


　これがオレの相棒、マイ・ウェポン──妖よう刀とうムラマサをベースに徹底的に改造を施した、その名も、妖刀源げん磁じムラマサ！


「ば、馬ば鹿かな」


　意外な展てん開かいに、サラディンはまだ、自分の腰を眺ながめていた。


　どのみち、まともに勝負したんじゃ、勝ち目は無かった。勝機は、相手が油ゆ断だんしたこの一いつ瞬しゆん！


　オレは無む我が夢む中ちゆうで一足飛びにサラディンに向かって跳ちよう躍やく、


「くらえぇぇ！」


　練習した事も無いが、サラディンの脳のう天てんめがけて、鞘に納まったままの妖刀源磁ムラマサを思い切り打ち込む！


　ゴチンッ！


　情なさけない音だったが、それでも、オレの一撃は、見事なまでにサラディンの脳天を直撃！


「く……くそガキ……覚え、てろ」


　ドサッ。そのまま悔くやしそうに、崩くずれ落ちるサラディン・オズ。


　オレの作戦は──信じられないほど、見事に成功した。





「うおおおお！　少年、お前、凄すごいな!?」


「ケンジー！」


　一部始終を見ていたノン姉さんとシャバオは、驚くほど興こう奮ふんしていた。


　オレの中でも、段だん々だん喜びがこみあげてくる。


「や、やった……！」


「ケンジー、それ、ケンジのマイ・ウェポンー？」


　ノン姉さんが聞いてくる。


「はいっ！　一年がかりでやっと作った……オレの相棒っス！」


　オレは、ノン姉さんに緑の鞘に納まった刀を見せた。


「すごーい！　いいね、それー。ジェノサイド・エンジェルの次にいいかもー？」


「いや、源磁ムラマサの方がかわいいっスよ！　だって、呼べば飛んで来るんですよ？」


　何な故ぜかマイ・ウェポン自じ慢まんを繰くり広げるオレとノン姉さん。


　くぅっ、マイ・ウェポン、実戦で使うと馬鹿みたいに楽しい！　クソ、年上軍ぐん団だんは、いつもこんな愉ゆ快かいな快感を味わっていたのか……！


「しかし少年、これからどうする気だ？」


　浮うかれていると、シャバオが言った。


「この男、目覚めたら、また剣けんを持って行ってしまうぞ？」


　シャバオはそう言うと、サラディンの腰から聖せい剣けんエクスカリバーを抜き放ち、オレに渡わたしてくれた。これが、アンタの探さがし求めてる聖剣なんだが……シャバオは寝ていたせいか、気づいていない。なんか申し訳わけ無いな。


　しかし、シャバオの言う通りだ。浮かれてる場合じゃない。サラディンが目覚めた瞬間、再ふたたび聖剣は持ち去られ、ウラヌスは消されてしまうんだ。


　脱だつ獄ごく──。


　オレらしくもない、そんな過か激げきな思考が頭をよぎったが。


「ケンジー！」


　ノン姉さんにしては焦あせった声が響ひびき、オレは現げん実じつに引き戻もどされた。


　開けっ放しになっていたオレ達の牢の入り口に──いつの間にか、一つの影かげが立っていた。


　人じゃない──黒い甲かつ冑ちゆうを着込んだその姿すがたには、強きよう烈れつに覚えがあった。


　昨日、イッコ姉さんのビッグバン・ソード・グラビティを破は壊かいした、驚きよう異いの戦せん闘とう用マジックドール──サラディン二八！


　さらに状じよう況きようは悪化！


「痛いててて……」


　頭をさすりながら、むくっと立ち上がったのは──サラディン・オズ。もう目を覚ましたのか!?


　サラディンの充じゆう血けつした両目には、オレに対する憎ぞう悪おの色がハッキリと浮かんでいた。


「予定変へん更こうだ。お前達には牢ろうの中で、ゆっくり僕ぼくに逆さからった事を反省させてやろうと思ったが──気が変わった。今すぐここで消えてもらうよ。もみ消すのが面めん倒どうだが、これ以上不ふ愉ゆ快かいな想おもいをさせられるよりマシなんでね。入って来い、二八」


　サラディンが言うと、不気味に静かな足音で、サラディン二八はオレ達の牢獄に入って来る。


「殺せ」


　サラディンが短く言うと、サラディン二八は無音でオレ達の方へ首を曲げ、しばらく凝ぎよう視ししてきた。


「お、おい」


　挙手したのはチョビヒゲオヤジ、シャバオだった。


「一つ聞かせてはくれないか？　当然、私は殺しの対象〝外〟なんだよな？」


「馬ば鹿かか。こういう場面に居い合あわせた人間が、古こ今こん東西消されなかった例があるか？」


「な、何!?　ま、待て、私は持病の腱けん鞘しよう炎えんが」


　後ろで大おお騒さわぎしてるシャバオはともかく……。


　オレは、隣となりにいる女性を見上げた。


　すると、ぎゅっとノン姉さんはオレの左手を握にぎってきた。


　恐らく。オレを安心させようと握ってくれたのだと思うが──オレは、気づいてしまった。


　ノン姉さんの手は、微かすかに震ふるえている。


「くっそ……」


　勝てる訳ない。イッコ姉さんをも返り討うちにしたアイツに、オレが、勝てる訳ないけど……オレはノン姉さんの手をそっと離はなし、源磁ムラマサを構かまえて一歩前に出た。


　ノン姉さんは女じよ性せいだ。オレが、守らなきゃ。ノン姉さんだけでも、オレは、命をかけて守らなきゃいけないんだ。


　構えたオレに反はん応のうするように、任にん務む内ない容ようを了りよう解かいしたのか、サラディン二八もゆっくり例の大たい剣けんを持って、オレに近づいてきた。


　静かに、威圧するよう迫せまるサラディン二八。もはや距きよ離りは目前──完全に、お互たがいの攻こう撃げき範はん囲い内だ。


　オレは鞘を捨すて、ムラマサの、切れ味最悪の刀身をむきだしにした。


　イッコ姉さんがビッグバン・ソードを使っている姿を、最さい大だい限げんに脳のう裏りに蘇よみがえらせる！


「うぁぁ！」


　自分の筋きん力りよくの限界以上のパワーで、サラディン二八にオレは斬きりかかった！


　ガキィィィ──鋭するどい音がしたが──当然のようにオレの攻撃は、サラディン二八が体の正面に構えた大剣に、あっけなく弾はじかれていた。


　ドンッとカウンターで突つき飛ばされ、オレは情けなく床ゆかにしりもちをつく。


「トドメを刺せ、二八」


　サラディン・オズの命令を聞いたサラディン二八は素す早ばやい！


　次の瞬しゆん間かんには、オレの前で仁に王おう立だちになり、サラディン二八は両手で大剣を思いっきり振ふり上げていた。


　一瞬、ノン姉さんが、無言でオレを庇かばうように前に出たが──サラディン二八は、一いつ旦たん剣を下げ、両手で姉さんをグイッと動かし、再びオレとサラディンの間に障しよう害がいは無くなる。


　なにもかもが、瞬またたく間だった。


「じゃあな、少年」


　本当に嬉うれしそうなサラディン・オズの声が聞こえた瞬間、


　ゴォッ！　サラディン二八は、凄すさまじい速度でオレに向かって大剣を振り下ろしてきた！


　何かを言い残す事すらできなかった。


　ズッガァァァァァァ！　爆ばく音おんが鳴り響ひびき、オレの意識は消し飛んでいった──。





　　　　※




「…………」


「…………？」


「…………??」


　と思ったが。妙みようだった。


　爆音が鳴ったが、オレの意識が消し飛んでいない……


　やけに間の抜ぬけた沈ちん黙もくが続いた。


「な……なんだ……？」


　オレは不思議に思って、そっと辺りを見み渡わたした。


　目の前には、やはりサラディン二八！


　しかし、何な故ぜかサラディン二八の視線は、オレに向けられてはおらず、サラディン二八は、体を捻ひねって後ろに物を投げ飛ばした様な姿し勢せいをとっている。


　妙な事に、手の中から、大剣は消えていた。


「何が……どうなってるんだ？」


　大剣がオレに振り下ろされていないのなら、あの轟ごう音おんは一体……？


「ケンジー」


　と、その時。


　いつのまにかオレの隣にしゃがみ込こんでいたノン姉さんが、不思議そうに部屋の一角を指差した。


　視線を向けると──そこに、大剣があった。


　壁かべにもたれかかって、高みの見物を決め込んでいたサラディン・オズの、右太ももと左太ももの間、僅わずかな隙すき間ま──しかも、股また下した五ミリというギリギリの場所に、オレに向かって振り下ろされた筈はずの大剣が、ダーツの如ごとく、思いっきり突き刺ささっている！


　かくんっ。


　あまりの恐きよう怖ふに脳がスイッチを切ったのか、サラディン・オズは天てん井じようを眺ながめる様に顎あごを上げ、そのまま白目をむいて気き絶ぜつしてしまった。


　ど、どういう状じよう況きようだ？　サラディン二八が、オレを斬り捨てる寸前に、突とつ然ぜん主あるじに反はん逆ぎやくして……攻撃目標をサラディンに切り替えたって事か？


　困こん惑わくしていると。


「ギリギリ間にあったな。ケンジ、ノン」


　いきなり、牢ろう獄ごくの中で──どこかで聞いた事のある、高くも低くも無い、頼たよりない声が響いた。


　え……い、今の声!?


「ノ、ノン姉さん!?」


　オレが声を荒あらげて言うと、ノン姉さんも頷うなずく！


「いま……あのコの声、しなかったー!?」


　興こう奮ふん気味に言う姉さん。


　そうなのだ──今確たしかに聞き慣なれた──そしてオレ達が追い続けてきた、あの男の声が聞こえた気がしたのだ。


　しかし、そんな馬ば鹿かな。あの男は、フォースから去ったんだ、こんな所に現あらわれる訳わけが──そう思いつつも、オレとノン姉さんは、必死に辺りに姿すがたが無いか見渡す！


　しかし、牢獄の中には、気絶するサラディン、立ち尽つくすサラディン二八、未いまだに慌あわてふためいているシャバオ、この三人がいるだけで……他には誰の姿も無い。


　そ、空耳だったのか……？　確かに、ここにいる筈はずは無いが……。


　オレが納なつ得とくしかけていると、


「貴きっ様ァァァァ！」


　カッ、と目を見開いたサラディン・オズが、半はん狂きよう乱らんになってわめき散らしながら覚醒した！


　まずい、もう意識を取り戻したのか!?


　オレは焦あせり、ノン姉さんと一いつ緒しよに壁かべ際ぎわに下がろうとしたのだが──しかしサラディンは、もはやオレ達の事など、眼がん中ちゆうに無いようだった！


　サラディンは、サラディン二八を血走った目で睨にらみつけ、絶ぜつ叫きよう！


「貴様！　サラディン二八では無いな!?」


「えっ!?」


　その言葉に反はん応のうしたのは、むしろ、オレとノン姉さんだった。


　驚おどろきながらオレ達は、目の前のサラディン二八を凝ぎよう視し。


「あぁっ!?」


　オレは、気づいて、絶ぜつ句く。


　昨日、髑髏どくろの兜かぶとの下から覗のぞいていたのは、赤い一つ目だったのに──今は、そこから人の顔らしき影かげ、そして淡あわい金きん髪ぱつが見え隠かくれしている！


　まさか。


　まさかまさかまさか。まさか？


「いつの間に入れ替かわった!?　姿を見せろ、このコソ泥どろ！」


「…………」


　サラディンに罵ののしられ、迷まようようにそのまま立ち尽くす、サラディン二八。


　オレ達は、固かた唾ずを呑のんで、その成り行きを見守っていたのだが──カッシャァァン！


　サラディン二八は、納得したように被かぶっていた髑髏の兜を床ゆかに脱ぬぎ捨すてたのだった。


　明らかになる、兜の下の顔──！


　淡い金髪に、人の良さそうな碧へき眼がん。庶しよ民みん的なルックス。


　オレとノン姉さんは、もはや叫ぶ寸すん前ぜんだった。


　間ま違ちがいない。


　見間違う筈もない。


　なんと、サラディン二八の中から姿を現した男は、オレ達のよく知る男。


　エクス・ガリバー最後の一人、マーガス・アルニレックスだった！







ＴＯ　ＢＥ　ＣＯＮＴＩＮＵＥＤ！







　あとがき




　おひさしぶりです。大だい楽らく絢けん太たです。


　と、いうワケで──『七人の武器屋』、作者も待たい望ぼうだった、復ふつ活かつの第六巻です！


　みなさまの熱あつい応おう援えん＆友達への宣せん伝でんのおかげで、この『ラストスパート・ビギナーズ！』は生まれました。もう少し、あの七人のお話は続きます。


　みなさまの応援に応えるため、こちらも全力以上を出し、良い作品を作って出版していくつもりなので、またしばらく、お付き合いをお願いしますね。


　この六巻発売を機に、『七人の武器屋』はまさにラストスパートに入ります。


　まず、本作、『ラストスパート・ビギナーズ！』。本作は、前作で留学した主人公マーガスに代わり、最年少オーナー、ケンジの視点で、終しゆう始し物語が語られます。あの子の目に、エクスの年上オーナー達はどう映っていたのか？　そんなのも分かりますし、物語の上でも『七人の武器屋・完結編』の上巻に位置する大事なお話になっております。楽しんでいただければ幸せです。


　そして三ヵ月後の一二月。一二月はまさに武器屋祭りです。


　まず、一二月九日。『ドラゴンエイジピュア』にて、今こん野の隼たか史しさんが粉ふん骨こつ砕さい身しん連載を続けていた『七人の武器屋１／７』が、とうとうコミックスになって発売されます！　本編と違い、七人それぞれにスポットライトをあてて描えがかれた、最強に愛のある『七人の武器屋』サイドストーリー！　特にジャンのエピソードなんかは、今野さん、ジャンに愛ありすぎでしょ!?　と言いたくなるほど熱いハナシになっているので、漫画版、要チェックです！


　さらに、一二月の二○日頃。そこでは、ドラゴンマガジンやファンタジアバトルロイヤルに掲載された『七人の武器屋短編』（ケンジと妖よう刀とうムラマサの出会い、防具屋娘との死闘等）を集結させ、さらに、マーガスと聖剣の出会いを描いた長編『アスベル真相編』も加えた、大サービスの『七人の武器屋』第七巻が発売されます！　ここから、再び主人公はマーガスに戻り、物語は完結に向かって加速しますので、よろしくお願いします。


　さて、今回はあとがきスペースがもうありません。なので、ここでお別れです。また一二月にお会いしましょう！　では。




大楽　絢太
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七しち人にんの武ぶ器き屋や


ラストスパート・ビギナーズ！





大だい楽らく絢けん太た
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